




‘ 定時評議員会決議お知らせ

昭和53年 3 月29 日開催の定時評議員会において 、下記のとおり役

貝が選出 されましたので、 ここに会告いたします。

1. 評議貝会正副議長の選任

議 長 野 々 村 五 四 男 氏 ( 関 西 大 学 )

冨I j 議長 高 橋 保 夫 氏 ( 銭 高 組 )

2 . 会長、副会長、理事の選任

昭 和53年 度 会長・ 副会長・理事氏名 ( 敬 称 略 ) 。 印 重 任

新 ( 霊) 任 留 任

会 長 。原 本 番E 次 ( 日 建 設 計)

副会長

足 立 孝 ( 大 阪 大 学 ) 銭 高 輝 之 ( 銭 高 組)

佐 野 正 一 倍 俄 際 滋 何 時 事 所) 稲 田 羽 生 ( 双 昼 設 計)

。 市 川 宏 ( J I [ 畑建築事務所 )
井 上 j 見( 大 建 設 計)

三 品 哲 夫 ( 大阪市主II 築局 )

今 西 祥 郎 ( 大 阪 府 建 築 部 )

。小 西 由甲 ( 田中小霞獄事葺所)

大 沢 徳 吾 郎 ( 東 住 シ ャ ッ タ ー ) I  

理 事

岡 田 光 正 ( 大 阪 大 学)

岡 本 行 普 ( 昭 和 設 計 ) 窪 田 祐 ( 大 市本 組)

( 技術)
。松 村 康 三 ( 浦辺建築'Ji 暗所)

小 林 約 ( 新 住 宅 社 )

寺 田 徳 重 ( 大 成 怨 訟 )

。 金 井 h' f三自'I ( 日本住宅公団)

山 田 幸 一 ( 関 西 大 学)

前 川 陽 一 ( 村野税関1務所)
山 田 義 行 ( 竹 中 工 務 庖)

大 林 芳 郎 ( 大 林 組)

。浅 沼 茂 夫 ( 浅 沼 組) 奥 村 俊 夫 ( 奥 村 組)

( 総合)

木 下 正 手1) ( 消 水 建 設)

竹 中 鎌 一 ( 竹 中 工 務 庖)

。鴻 池 藤 一 ( 泌 池 組 ) 松 村 雄 二 ( 松 村 組)

前 野 慶 太 郎 ( あ め り か 昼 )

(m虫、 )

。小 林 四 郎 ( 太陽工藤工'Jq

今元康彦( 近後" i 1 r 気工事)

。菅 谷 健 児 ( 大阪氾気暖房)

( 管工) 平 城 勧 ( 朝 日 工 業 社 )

尾 亀 ii'l 四自'I (三 兆 空 調)

須 賀 孝 ( 須 賀 工 業 )

( 建 材 )

川 岸 繁 夫 ( 川/: ' i ! m業)

。渡 辺 ｫＮｾ＠ ( 東洋シヤ， 7ー )

田 中 政 二 (: 大島応用化学工重)

3 月号発行遅延おわび

3 月号( 医療絡設一一病院と情報 y ステム特集号) の発行が、大幅におくれまし

て、会f守の見学会の案内などで会員の皆さまに 、大変ごめいわ くを おかけいたし

ましたことをおわび申しあげます.

日 本 建 築 協 会 会 告 ー

司会員倍加に再度ご協力お願い

社団法人日本建築協会は、大正 6 年 3 月、関西 において脈々の声

をあげてより 既 に61年、大阪に本拠をもち 、会員各位のご協 力に よ

って機関誌「建築と社会J 発行のほか、建築デー タシー ト刊行など

ユニークな事業を行 っておりますが、創立 61年を契機として会員倍

加に努め、会勢の発展を図りたいと考えておりますので何卒 ご 協力

下さいますようお願い申し上げます。

入会申込書などお: i ! l ! 絡を頂戴次第お届け致します。

会授は下記のとおりです。

個 人 年額 7，800円( 月 650円)

会 社 年額 l 口につき 13，000円 ( 2 口以上希望)

。

なお、本会の主な卒業は下記のとお りです。

会 誌 「建築と 社 会J の発行 毎月発行して会員に無料配付致し

ます。

見学会の開催 新建築、古建築、建築材料製造工場などの見学

会を毎月行ないます。

懇親会の開催 適宜懇親会を催して会員の親睦惣親を図ってお

ります 。

若い会員の集い 若いエネルギーを結集し、広〈対話の 中から

問題を提起、あるいは建設的提案を行っています c

建 議、陳情 機に応じて関係先へ建議陳情を致します。建 築 基

準法、建築士法、耐火建築促進法制 定など本会の

最も努力したものです。

講習会の開催 建築技術に関する各種講習会を毎年開催致しま

す。

講演会、説明会、座談会、展覧会などの 開催 建築技術、建築

材料その他建築関係の集会を 随 時開催致します。

住宅相談所 展 毎年よろず相談住宅展を開催して住まいに関す

るあらゆる相談に応じています 。

競 技 設 計 全国工高生を対象とした競技設計を毎年夏季休暇

を利用し課題を与えて行っています。

工高建築科優秀卒業生の表彰 全国の工 高建築科卒業生を対象

に毎年行っております 。

園舎 の発行 材 料 ・施 行 ・構 造 ・建築設備その他 建築に 関 して

技術の向上、知識普及のため平易な実用 的 図書を

刊行致します 。

建築データシートハンドブ ックの発刊

本年 5 月発行

- 日本建築協会の展示窓ご紹介"""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""，"""""""""""，

第 39回展示写真「国立民族学博物館」

昨年11月、大阪府吹田市千里の万国博記念公閣内に

「国立民族学博物館」が完成いたしました。

この博物館は、世界中の民族文化の資料を集積し、

市民の教養のための展示をおこなう一方、全国の大学

の共同利用の研究機関として機能する役割lをもち、わ

が国民族学の一大情報 ・研究センターとなっています。

また、 地球上に{ 王むさまざまな民族が創造した言語

文化や民族音楽、生活様式など、無形の文化資料につ

いても 、同博物館が世界で初めて開発した「ビデオテ

ーク J ( 映像音響自動送出装置) により展示するなど、

従来の博物館にはない意欲的な試みがおこなわれてい

ます。 砂展 示期間 昭和53年 4 月 1 日より 2 ヵ月間 ( 予定)

写真展示は右記のとおりです。どうぞご覧下さい。 砂展示場所 京阪電鉄 ・地下 通路 ( 北浜寄り南側IJ ショーケース)
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日本建築協会会告

4 霊友会第二十五支部新築工事の見学会

霊友会第二十五支部が、教団の発展によって、今回、堺より岸和

田に移転しました。

建物の中心は 200人収容の講堂て¥多様な宗教行事に対応できる

よう建築計画と設備機能の保持に工夫がなされております。力強い

近代建築の表現に宗教性を漂わせた異色のデザインは宗教建築の一

つの行き方を試みたものとして注目されています。

このたび霊友会の特別のご厚意により、ユニークな宗教建築を見

学できることになりました。なお今回は附竹中工務庖に多大のご協

力をいただきました。

会員諸氏のお申込をお待ちします。

日 時 5 月13目的集合14: 0か→解散16 :  00 

たどおか

集合場所 南海屯車 ・本線「忠岡J 駅 ・難波方面行改札出入口付近

- 目標会旗

〔参考) J具合所までの交通貨は各自負担のこと。

大阪 難波より・・南海従鉄、本線和歌山方面行急行来Aド( 難波発 13: 15又は 13: 30発)

→泉大i主で普通に乗り替えて次の駅が忠岡、 ( 所要約30分 運貨片道2∞円)

定 員 30名

参加会費 400円

申 込 この申込に附) 、 5 月 9 日( 刈までに五殻ぷ受付いたし

ます。氏名・勤務先名 ・連絡住所及屯話番号を詳細に事

業課へお申越願います( 事業諜 T E  L  06 - 231  - 9640 ) 参

加者には 5 月12 日までに参加証をお送りします。

建築概要

所 在 地 岸 和 田 市 磯 之 上 町312

設 計 施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 底

構 造 R C 、 S 造

階 数 地 上 3 階

敷地面積 9 ，297m'  

延床面積 4 ，641m'  

工 期 着 工 昭和50年 10月10 日 ・ 竣 工 昭 和53年 2 月26 日

2  

昭和53年 度 茶 室 見 学 会

4 武者小路千家の茶室を訪ねる

千利休の孫、宗旦に 4 人の男子があり、長男閑翁宗拙は故あって

家を継がず、次男、ー翁宗守は武者小路に分家し、官休庵を: t i IJ めて、

武者小路千家と称し、三男、江本宗左は宗家の不審庵を継いで表千

家となり、四男、 仙受宗室は宗旦が宗家の北裏に隠居した今日! 奄を

継いで裏千家となり、これらを総称して三千家といいます。大徳寺

来光院にこの三千家の墓地があります。

今回は 、武者小路千家の茶室、官休庵 ・半宝庵 - 環翠園 . i寿々軒

・弘道庵などと茶庭を、本会名誉正会員の岡田孝男先生のご案内で

見学いたします。

なお約 1 時間に亘り岡回先生よりお茶に関する話をゑることにし

ました。

恒例の茶室見学本年度第 l 回は、新緑の 5 月のm風をうけて京の

名席 を訪れます。多数のご参加をお待ちいたします。

日 時 5月27日出集合14 :  0か→解散16 : 00 

集合場所 武者小路千家門前付近 ・目標会旗

( 京都市上京区武者小路小川東入る)

〔参考〕集会所までの交通貨は各自負 tfl .のこと

大阪より ー阪急電Ｎｴｪ Ｑ が便利です 。 京ｦＮｉｉ行特急にて「烏丸 ｊ で下車、地上へ出てＮｲＮｾ丸四

傑より京都市バス北行ＨどのパスでむよいＩに来Ｎｴｪ Ｑ →「烏丸今出ｊＯ ｉｊ て ･ 下 ＱＱ＼ →ｲＮ ｾｪ ｌｩ画り

を約 100m戻リ( 南下) 武者小路筋を酋入。) 約 200m北側

.  pfr袈大阪より約 l 時111140分

師

員

費
4

E

 

4

H

 

講

定

参

帝 塚 山 学 院 大 学 教 校 工 学 博 士 岡 田 孝 男 氏

30名

会 員 1，600円

'===:...: ( 拝観料、抹茶代・その他)

会員外 2，000円

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1 名に 1 枚限りとし、

氏名 ・勤務先名 ・述給電話番号 ・郵便番号 ・返信用宛名

・会員、会員外の別を記入し、 「武者小路千家の茶室見

学」と明記の上 5 月15 日( J j ) まて酬に建築協会卒業課へ。

@ お願い... .. 見学先的関係上定数をl t ' l JJII できませんから超過の場合は会H を{ 壷先し、 tdl

せんしてご通知いた L ます。

、

岡悶孝男帯「三千家の茶室J よリ
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日本建築協会会告-

建 築 家 の た め の * み ど り 砂 学 習 会 ( 6  )  

砂T he Gr eeni ng . . . . . … ・ 愛 知 県 緑 化 セ ン タ ー を 訪 ね て ( 東 海 支 部 共 催 )

ホみどり砂の学留会も 6 回目になりました。今までは基磯的な内

容を主におこなってきましたが、今回は「建築と緑のからみ合い J

を多面的に展開している愛知県緑化センターを見学いたします。

「意識の緑化・. . .. .Gr eening J  

みどりを取り組むには、緑の季節の変化、年々の変化( 生長) と

いった時間のファクターを十分に考慮して計画しなければなりませ

ん。緑化は、植物という「ものJ を扱うだけでなく 、植物を育て、

他の要素( 例えば… 建築) に結びつけ、それによって美しい環境を

つくりだす「わざ」の問題です 。愛知県緑化センターは、この問題

に正面から取り組んだ好例といえるでしょう 。

センター中央部の本館は植物のために計画された設計で、 l 階の

食堂、講堂、展示室など、 R C部分は外部の擁壁と一体化しながら

土になじませ 、中 2 階屋上はすべて縞物でおおい、 2 階の図書室、

事務室などが緑の中に浮かんだ構成にな っています。 中央グリーン

ホールからつながるカスケード広場はインド砂岩を敷きつめて、周

囲の緑とのコントラストを強調しています。全域にわたり、アイレ

ベルとそれに対応するヴィスタポイントに諸々の施設を配置し、そ

れらの四季のうつり変わりがガラスによってさらに変形増幅きれる

ように構成されています。

このハイレベルにデザインされた空間の中で、建築と緑とのから

み合いについて学習会を催すことになりました 。 多数ご参加下さい。

日 時 5月20 日 出 ・ 晴 雨 不 問 集 合 8 :  40- →解散19 : 30 

集合 場 所 阪急パス「有馬行急行パス発箔場J 付 近 ・目標会旗。

ただし、大阪・梅問、新阪急 ホテルの北京、映函館 「阪

急プラザ」の正面入口の前方

講 師 中 村 一 氏 ( 京 都 大 学 農 学 部 教 授 )

定 員 40名( 貸切パス 1 台)

参加 会 費 4 ，000円( パス代、昼食代、喫茶代、その他)

愛知県緑化センター

鳥かん図

「新建築J 1976年 8 月号より

ただし、現地参加の方は 1，500円( 昼食代、喫茶代外)

(5] 11 に補助いたします。)

見 学 先 愛知県西加茂郡藤岡町大字西中 山字猿回

愛 知 県 緑化 センター ( T E  L  05657- 6  - 2106)  

行 程

8 ・40→ 集合

9 ・00→ 侮回出発・ ・・ー12: 30 →緑化センタ一幸IJ 消

12:  40-→13:  10 昼食、休恕 13  :  10 →本館玄関前集会

13 :  1U--+ 13 :  40 本館の建物の説明と見学

13 :  40→15 :  00 センター内各施設の見学

15  :  00-→ 15 :  30 質疑応答 (於本館研究室)

15 ・3か→ 16: 00 自由行動

16 ・00→ センター出発・ 19 ・30 →大阪精・解散

申 込 往復業舎に| 浪ります。 葉eは l 名に 1 枚限りとし、氏名 ・

年 令 ・勤務先名・述絡屯話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を

記入し、 「ザ・グリ ーニ ン グJ と明記の上 5 月15 日開) までに

建 築 協 会 E作業諜へ。 ただし貸切パスの関係上、定員を超過

した場合は抽せんにて決定の」ニこe通知いたします 。 また参

加 者の うち当日欠席されても負担会費をいただきますので、

ご了承願います。 ( 代人でも可、ただし事前に氏名 を事業諜へご迷絡の

こと )

。お願い 往路の車中を利用し て、緑化セ ンターのこと 、その他、 緑に関する ご質問な ど

を受けるニとにいた します。希望者は参加申込葉書に質問事項をお書きいただければ事務

局にて霊理の上、中村教授にお答え願う予定です。

@東海地方の会員路氏の現地参加を歓迎いたします。参加希望者は上自己申込の際に必ず

n見地参加J を忘れずにご妃入下さい。集合時間・ 集合場所など詳細を返{言葉書にてご通

知いたします。

愛知県緑化センタ一概要

設 計 建築愛知県、滝光夫、鮒東海設計

造 園 中 村 一 、 その他

地 工 清水建設枠制 ・矢作建設工業側内山緑地建設鮒 ・その他

敷地面積 50ha 

3  
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τ，宅，孟. 1.....:1. . ぷ

マスチッヲヲ1 : 1 - 9:.1ヲ“

無 公 害 な 弾 性 床 材

特 長

耐久性: 耐久性にすぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低く、ホコリなど生じなし、。

3  すべり抵抗性: すべり抵抗性にすぐれている 。

4  弾力性: 弾性があり、万一亀裂ができても使用している聞に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。

毛重量

フ リン トコ ー トについてのお 問合せは下記へ

j脈武sz: シェル厄;Î 版発売所

7 モI ｾｉＭ］ ｉＺｾＮＭ部

大阪本部 罰 530 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 1 丁目 2 の 6( 新大ビル 9 F ) n  (06) 343- 0441 

東 京 、南104 東京都中央区京橋 2 丁目 9 の 2 ( 第一ぬり 彦 ビル) n  (03)  562- 4676 

福 岡 母 810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 町 1 ー 1 - 5( 舞鶴 ビル 3 F) 合 (092) 77ト1961

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111' 



表紙デザイン ・吉引顕久(竹中工務庖)

ルガノ湖畔の屋椴
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三 井 生 命 大 阪 ビ ル 〈三井アーバンホテル大阪〉

設 計 久 米 建 築 事 務 所

施 工 鹿 島 建 設

こ の 建 物 は 、 国 鉄 大 阪 駅 よ り 北 へ800m、地下鉄御堂筋

線 中 津 駅 の す ぐ 上 に 建 っ て い る 。

計画に当っては、総合設計 ｩ お ｉｊ 皮を活用し 、 容積 ｭｬ ｊｾ 長と

斜線i ! i IJ 限 の 緩和1を う け 、 雄 物 の 周 囲 に は 総 泣 か な 公 JI十l

空 地 を有効に配白 して 、 周 辺の古11市 環 岐 を よ り よ い も

のにするように努めた。

階 廊 榊 成 は 、 地 下 3 階を設。iif 機 械 関 係 諸 室 ・地 下 2 階

と地下 1 階の半分を駐車場、 l 階の半分と 2 階から 6

階迄を 三井 生 命 保 険 相 互 会 社 の 大 阪 総 局 と 大 阪 支 社 が

事 務 所 と し て 使 用 し 、 地 下 1 ｊｉｽｾの半分と、 Ｗ 階から ＱＷ

階迄を三ぅ月三観光開発株式会社のビジネスホテルとして

6 番目のチェーン底となる 三井 ア ー バ ン ホ テ J レ大阪( 省

室 410室 ) が テ ナ ン ト と し て 印mしでいる 。

設 計 に 当 り 留 意 し た 点 は 、 事 務 所 と ホ テ ル と い う 2 つ

の 巽 な る 機 能 の 動 線 と 技 術 系 統 の 合 理 的 な 分l維と防災

に関してであった。

防 災 面 に お い て は 、 高 層 階 に 不 特 定 多 数 の ホ テル利 用

客 を 収 容 す る 綴 合 ピ ル で も あ る た め に 、 防 災 設 備 を 完

備 す る こ と 、 完 全 な 21J 向避難の 経 路 と 安 全 区 画 を 確

保 す る こ と 、 に は 特 に 配 慮 を し た 。

平 面品川史 上 は 、 コ ア ー を 市 北 両 端 に 分 け て 、 事 務 所 階

においてはほ J 正方形のフレキシブ Jレな大S ' ! J//l を造り出

し、 また 7 階から 17階のホテル附では中央音11にライト

コ ー ト の あ る 口 の 字 型 の 平 面 と し 、 そ の ラ イ ト コ ー ト

の 面 に も 客 室 を 配 誼 し で よ り 多 く の 客 室 を 確 保 す る こ

とがで、きた。

立 簡 は 、 低 層 の 事 務 所 階 と 、 応 用 の ホ テ Jレ階とで変化

をつけることはせずに 一体感をもたせ、. ! l ミ凶面がプレ

キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト の カ ー テ ン ウ オ ー l レ、エポキシ

系 吹f寸タ イ Jレ仕上 げ、 コアーのある南北 面 がブリック

タイルの現場打込みで 4 国共アイポリ一系として、 lifJ

る く 親 し み や す く シ ン プ J レなものとした。

Ｈｻￋｉ 回永 ｾｉ 久米主主築事務所Ｉ
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主要仕上

外部 束 凶 面 プレキャストコンクリートカーテ

ンウオールエポキシ系l次イナタイ J レ

南 北 面 プ リ ックタイ ル現場打込み

一部アルミカーテンウオール

内部 ホー Jレロビー 床 ・イタリータイル

ｾｴ＠ : 外国政大理石

天 井 溢 ピ 被

'Jj: 務 室 床 ビニー J レアスベストタイル

M モルタ j レヌリ V P

天 井 泊 料In.&; 音 板

ホテ J レ 客 室 床 カ ー ペ y ト

自主 ・ピニー Jレクロス

天井 . パーライト l次付コテ11]1エ

所 在 地 大 阪 市 大 淀 区 豊 崎 3 - 18- 8  

敷 地 面 積 2 ，575. 8m 

建 築 面 積 1，053 .4 m 

延 床 面 積 19 ，799 .3 m 

4構造規模 S R C .  8 3 .  18F 

工 期 昭 和50年 7 月 ~ 昭 和53年 3 月

1  ｾＺ Ｚ ｈｲ 栢郁子百 ｪ Ｉ

ヨ附 l川i汁i訟i批訟止台戸伊f訓他m……1性凶叩生帥刊叩命削糾I1務 似 釧 叫 … } 所 伽 恥 い 背hい一エU山ン川…トけ山…ラ引一ン川ス

4.  ｾ北 ｴ 而





実 質 2 1jo 8 ヶ月の ill 設 工 事 が 終 っ た。 土 地 の 取 得 か ら

者 工 迄 に 10年の歳J - J が 貸 さ れ て い る と の こ と で あった。，

この JHJ 多 く の 人 々 の 努 力 が 丞 ね ら れ 、 次 第 に j羽待も大

きくな っ て き で い る だ け に 、 こ の 計 画 の 以 後 の 犯 い 手

と し て の 純 工 者 と し て は 、 常 以 上 の]: 'W :の 丞 さ を 1<.:3じ

て (:unにか、 った も の で あ る 。

施 工 上 の 大 き な ポ イント 1;1: 二 つあ った と 考 え て い る 。

第 一 の JHJ 組 は 地 下 工 事。堀 削 深 度 19，5 m 、I克界より 4

m離 れ て 般 伐1低 よ り 上 に 地 下 鉄 御 堂 筋 線。 基礎; 1' /1げ〉な

い 周 辺 の 中 肘 ピ Jレ。 こ れ ら に い さ さ か のt負傷も与えで

はならなし、。 対 策 と し て 脱 品 式 地 下 辿 統 蛍 工 法 、 切 梁

プ レ ロ ー ド 工 法 、 ミ ニ コ ン に よ る 変 形 、 応 力 の 自 動 計

調IJ 、 場 所 打 杭 埋 反11;干の変形防止などあらゆる新しい技

術 を 投 入 し た 。 し か し 最 も 神 経 を 使 っ た の は iill 統 墜 の

逃ノk性 で あ った。 LI 視 で き な い iJ t <. 水中の rY1質事I ' JI. ! t の探

知l、 欠 陥 の 確 実 な 犯t屋、 IJqjif の 対 策 な ど 、 い さ さ か の

妥 協 も 持 さ ず 施 工 し た 。 結果は堀削から地下t I l i本完了

迄 の 8 ヶ 月 の 総 初 水 虫 は6000m' 、 ゼ ロ に 等 し い 完 泣 き

であ っ た。 しかし逆に、抑えに Jlp えられた 12T 強 の 被

圧 水 の 1-1 に 兄 え な い 潜 在 力 を ひ し ひ し と 感 じ て 、 続 苦

しい夜がk :/e いた 。 l可も起らずに l順調に i並行して行くこ

とに、かえ っ て 口 に は 出 せ な い 不 安 が つ の った も の で

ある 。

第二 の 川 題 点 は S R C 造 で 18階 建 約6 0 mの 中 ': _:l 陪 ピ Jレ

を施工する点であ った。型 枠 、 鉄 筋 、 コ ン ク リートの

各 作 業 を 在 来 の 方 法 で 施 工 す る に は 、 や や お す ぎ る 。

錫豆設。iii 、鉄骨の段階的建方、 P C版 先 付 け 、 大 型 ブ

') 'J ク タイ Jレ の 無 足 場 施 工 な ど 、 失 敗 の 許 さ れ な い 試

み で あ った が 、 無 事 に 切 り 抜 け る こ と が で き た。

そ し て 今 、 事 務 所 と ホ テ ル と い う こ つ の 機 能 を 持 っ た

新 し い ピ J レが奇E や か に オ ー プ ンした 。

計 画 通 り に 完 成 し て 当 然 で あ る か も 知 れ な い。 しかし

建築という作品にかけられる人、物、時J : : J 、 資 金 の 膨

大 さ を 考 え る 時 、 技 術 者 と し て 白 か ら を 誇 る よ り も 、

天の時、地の辺、人の和とよく言われるが、「よく無事

に 完 成 さ せ て も ら え た 」 と い う 気 持 の 方 が 強 〈 、 わ れ

らのプJ 以 外 の ("1か に 感 謝 し た い。 昔 と 変 ら ぬ 棟 梁 と し

て の 尖1，$ かも知れない。

( 徳 永 義 文 / 鹿 品 主IAJ 党大阪支J苫)

鵬 東 出 がf彦ヨ同 ; ホテルフ ロ ン トロビー

ホテ ルカクテ ル ラウンジ ( l F )





三井生命大阪ビル

〈三井アーバンホテル大阪〉

設 計 久 米 建 築 事 務 所

施 工 鹿 島 建 設

務 所 基 準 階 平 面 図 1 :  800 

l  羽咋皇室

2  A  D  

3  P  S  

4  C  H  

5  E  P  S  

6 選眼バルコニー

7  ｾ産別避 縦 踏段

自 書 廊

9 附 室

10 渇満室

11 W C  

1 客 室

2  A  D  

3  P  S  

4  U  B  

5  E  P  S  

6  C  H  

...._ 

1  カクテルラウン ジ

2  ロビー

3 パー

4  I マントリ ー

5 厨 房

6  7 ラワーポ y クス

7  7 ロン トオ フィス

自 パ y クオフィス

9 風 験 室

10 受 付

11 エレベーターホール

12 便 所

13 宿 直 宮

14 防! l ! センター

15 守 街 宣

16  A  D  

17  P  S  

18  E  P  S  

19  C  P  U  

20 C  H  

2 1  符耳1) 遊 雌 階 段

22 附 室

23 ホテル出入口

24 事務所出入口

25 通用ロ

26 地下鉄出入口

27 歩 道
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1 .  Ｍ ｉｴ 点 ￭ ＡＡｬ ｊＨ ｾ ￺ 下 ホテルＩよりみる 4  ンノダルルーム

2 . 7 ーパンホール ( B 1)  5 スカイラウンジ (l 7 F )

3  ツインルーム 6 ツインルーム



兵庫県農業会館

股 計 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 フ ジ タ 工 業



所 在 地 神 戸 市 生 田 区 海 岸 通1番 地

敷 地 面 積 3 ，347. 37rri  

建 築面 積 1，914. 89rri  

延 床 面 積 20，871. 69rri  

構 造 規 模 S R C.  8 2 .  I  I  F .  P 3  

工 期 昭 和51 年 5 月~ 昭 和53年 2 月

敷 地 は 、 村 戸 港 メ リ ケ ン 波 止 場 を 目 前 に す る 海 岸

辺 、 通 称 神 戸 旧 居 留 地 に 位 位 し て い る 。

立 地 上 の 計 画 与 件 と し て 、 潮 風 に 対 す る 配 慮 、 高

槻l及 び 台 風H寺の 出 水 対策 、 敷 地 筒{HIJ を走る国道 2

号 線 並 び に 高 速 道 路 の 車 の 排 気 ガ ス 、 騒 音 対 策 が

あり、平面計画上は、将来の必政、営段を展望し

て 、 会 議 機 能 を 高 め る 、 事 務 能 率 の 向 上 の た め コ

ンピューター施 設 を 導 入 す る と い った錯綜する機

能の複合建築を、如何に明快な形にまとめるかが、

設 計 の 安 点 で あ った。

設計地ｾ皇は、道路面から約 Ｑｭ 上げて与件を満た

す と と も に 、 日 常 の 防TflI: 効 果 を 期 待 し た 。平 面 は 、

執 務 空 間 が セ ン タ ー コ ア ー に よ り 、 南 北 に 2 分さ

れ る 形 と し 、 内 装 を シ ス テ ム 化 し て 、 執 務 ス ペ ー

スの変動 に 対 応 し て い る 。外 装 と し て は 、 必 業 会

館 と い う 性 格 の 表 現 と し て 「 質 感 の あ る も の 」 が

ふさわしいと考え 、 ま た 潮 風 に 対 す る 耐 久 性 を 兼

ね備える芯図で、 1階廻りの独立柱、! ! & は花前石で包

み、高層昔日はアルミダイキャストの単品屯なノマター

ンの繰返しのカーテンウオー Jレとし、全体に粗な

仕 上 げ で 、 表 情 に お お ら か さ を 求 め た 。

結来として、建物を経公化し、わ1地 業 の な い 基 礎

m造 と な し え た こ と 、 将 来 約1 5 %の1(') 築を予定し

ていることを附持己しておきます。

(土 肥 耕一 / 束 畑 建 築 事 務 所)

レストラン
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「 ; 摺 物 1  

't J I1  

二t ントランスホー ルよりエレ ベーターホールをみる

圃 圃

3・
H  

守

• 

1  玄 関

2  風除室

圃

3  観 光 ツ リスト事務室

4  書 庫

5  更衣室

6  湯沸室

7  エントランスホール

8  エレ ベ一 歩ーホール

9  信連ホール

10 A D  

11  E P S  

12 C H  

13 前室

14 W C  

15 事務局事務室

16  パッケージ室

17 記者煙室

18 仮 眠 室

内 郵 便 受 室

20 守 衛 室

21  金 庫 室

22 参事室

23 j言連事務室

24 客 溜

25 為替処理室

26 応後室

27 ガパナ一室

28 クーリング空ワー置場

29 事務室

30 D S  

11階平面図 1: 750 

31  P S  

32 会験室

33 バ ル コ ニ -

34 ダスト室

35 排 煙 機 械 室

36 倉 庫

37 和室

38 控 室

39 舞 台

40 ホール客席

1 階平面図 1: 750 



- 主i : n と 概 4且' をどしどしお送り下さい。

凡 例 . s .  ; ; . 庁内地 b 敷 地 而 柿 c. ill 篠田uf n d 延 I右 前 倒 e . 構 造 組 絞 f  工WI

- A Ir"圏 直 -

1324 日 大 ビ ル 2 号 館 I 1325 守 口 M I  D ビル ( N T ビル) I  1326 互 助 セ ン タ ー 玉 姫 殿

1327 

設 計 創 美 設 計

施 工 盛 工 務 庖

a 大 阪 市 東 淀 川 灰 fij プ'J I"f 1092ー l

b.  905 .57m'  

ι 811. 53m'  

d. 8. 485 .11 m'  

e.  S  R  C .  B  1 .  I OF  

r. s7{ 剥1 51  均三 11 同 ~日目府I 53 11'. I  n  

原 村 役 士場

設 計 : 黒 )1 1  建 築 事 務 戸斤

施 工 : 矢 作 建 設 ・ 藤 本 建 設

a 愛 知 県 西 加l 夜 間i 小 限 付 大 字 大 1，)

b  10 .870 .00出f

C.  1.729. 06m'  

d.  1. 799. 20m'  

e.  R C . 2 F . P l  

f . II;{ 布I 51 年 7 月 - 1昭 和 52 If 5  IJ 

1328 

設 計 竹 中 工 務 庖

施 工 竹 中 工 務 底

a. 大 阪 /(.1 守 I l I li 本 町 2 T  ｾｉ＠ 95 帯 地

b. 2.  286m'  

C .  897m'  

d.  6. 857m'  

e. S  R  C .  B  1.  9  F .  P  2  

f. ￟＿ｾ 布 ＱＵＰ 年 Ｑ Ｒ /1 - Il il ｾ司 ｊ 52 有 3 FI  

蟹 3工 岡T 役 場 庁
玉=量E

設 計 : 黒 )11 主主 築 事 務 所

施 工 : 西 松 建 設:

a 愛 知 県 海 部 制I M 江 町

b.  13. 527m'  

C .  2. 174m'  

d.  3. 207m'  

e.  S R C .  3 F .  P  I  

f  昭 和 50 11'. 12  JI - 昭 和 51 年 10 月

1329 

設 計 岡 野

施 工 松

a 相 | 岡 市 大

b  

E宣 言十

村 組

i. :/i I  r  11 

3 .082 .22m'  

c. I  .446 .31  m'  

d.  6. 017  .27m'  

e.  R  C .  B  1.  5  F  

r. H円 有J 52 年 6 n  -- ｒｲｾ 有 ＱＵＳ 年 Ｔ IJ 

大 和 郡 山 市 立 少 年 自 然 の 家

設 計 岩 崎 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 奥 村 組

a. 大 柄1 Hl I 山 市 矢 田 町 574 詐 地

b. 18. 105 .oom'  

C .  2. 041. 70m'  

d.  2. 500 .73m'  

e.  R C . B I. 3 F  

f.lll i 布1 51  iJ'. 3  1' 1 一 昭 和 51 年 12 IJ 

1330 大 谷 邸 (増 改 築 ) I  1331 野 回 医 院 I 1332 松 本 邸

設 計 : 松 浦 構 造 設 計 事 務 所

施 工 . ，富 田 組

a 神 戸 市 須 IH 区 月 見 山 町 3 丁 目 4 - 8  

ｾ＠ ｾ ＮＱ ｾ＠

C 目 144 .40m'  

d.  256 .34 m'  ( うち改築 37 .21m' )  

e目 R C.  2  F  

f. fls 有1 52 壬ド 7 月 一 E召 有153 年 2 FI 

設 計 : 上 谷 重 男 ( u 建 築 企 画 室)

施 工 : 日 新 ビ ル ダ ー ズ

a 枚 方 市 黄 金 野

b.  250. 03m'  

c.  114 .98m'  

d.  189 .07m'  

e.  R  C.  2  F  

f 一昭 和 52 年 6 n  -- II[{ 有1 52 年 12 月

設 計 A R  1 建 築 事 務 所

施 工 : ふ そ う 工 務 庖

a. 兵 li lt ｶ［ｾ 川西市荻原台凶 Ｑ r 円 57 ー 10

b.  200 .87m'  

c .  98 .48m'  

d.  154 .39m'  

e.  W.  2  F  

f .  s7{ 事1 52 年 8  円 ~日目有153 年 2  月



建基法第56条の 2 による日影時間の規制値は、敷地境界線からの水

平距継が 5 m、10mのライン上で検討するが、令第 135条の4の2第

1I頁第 1 号により越築物の敷地が道路、水面、線路数に縫する場合

は緩和の規定がある。

この内容は、建接物の数地が道路、水面、線路数、その他これらに

類するものに複する場合は、これらの帽のX だけ外側にあるものと

し、また、幅員が10mを越えるときは、道路、水面、線路勲の反対

側の境界線から当骸敷地の側に水平11'雌 5 mの線を敷地境界線とみ

主すものである。 これに関係する資料が. 建設省住宅局市街地建築

設より出ているので、 これを i昌載し、書考に資することとする.

( 大阪市主II 築局 建築指 導 部 指 導 謀 指 準 係 長 井原 篤)

日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

ナコ
...0... 

τ ョ

のであり、道路等の反対似IJ の境界線の形状による

影響は全くない。 また ④ のように発散方向が交錯

するため、被数の「測定線」が出現することもあ

るが、緩和 しない場合と同様に 、当該敷地からみ

て外{/! IJの線を測定線として設定する 。 なお、道路

等の幅が10メートル以上ある場合には、 5 メート

ルライ ン は、 ｾｴ 也の反対 ｻｉ Ａｉｊの境界線上であるので

注意されたい。

日影規制における測定線の設定方法

測定線= 5 メートルライン( 以下図中では ー ー - 2. 隣 地 が 道 路 等 政 令 第 135条 の 4 の 2 第 1J頁

ーー) 10メートルライン( 以下図中では一一ー 第 1号 の 緩 和 の 対 象 と な る 場 合

ーー) を設定する場合は、下記の方法によられた 道路等の幅を測定す る場合、その測定方向は 、緩

い。簡便方法として安全側、 つ まり下記測定線よ 和規定を適用せずに 5 メートル ライ ン、10メート

りも敷地偲IJ に設定したもので規制値を満足する場 ルライ ンを設定した場合の発散方向(注) ( 下記図一

合は当該建築物は当然適格であるから、そのよう l の Fも の方向つ まり 、円の接点と中心を結んだ

な簡便方法によることも可とすることができる 。 線の方向、以下図中では 一一- _， ) である。 この

1. 隣 地 が 宅 地 ・ 公 園 等 政 令 第 135 条 の 4 の 2 発散方向は、敷地境界線の形状に よっ て固有のも

第 1項 第 1号 の 緩 和 の 対 象 と な ら な い 場 合

測定線は敷地 の外側に 5 メートルまたは 10メート

ル離れた点を結んだ線であり、その線上の任意の

点と敷地境界線との最短距雌は、常に一定 ( 5 メ

ートルまたは 10メートル) である 。 また、模式的

には、直後 5 メートルもしくは 10メートルの円を

敷地域界線に沿 って回転させた時に円の通過する

部分の最も外側IJ の線が測定線となる 。

質 疑 な ど の 投 柏 を お 待 ち し て お り ま す。

124 

① 道路等の幅が10mを超える場合

10 <  2  

10メ- M 7 7 - ↑

1Om 

5メ トルラインおよび道 命 叩 E  

路 等 の 反 対 側 の 境 界 線

① 道路等の幅が10m以下の場合
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敷 地 境 界 線 と み な す 線

5メ 卜J しライン

道 路 等 の 反 対 側 の 境 界 線

④ ①、② の複合裂の場合

寸ミ「

⑤ 一般的な例④ 敷地境界線の形状が変化し、発散方向が交錯する

場合

③ 道路等の反対側の境界線の形状が変化する場合( 発

散方向は影響を受けないが、 「測定線」 は影響を受

け変化する)
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日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

〈新 建 材紹 介 No. 45)  

ライオンドライミックス

大 阪 セ メ ン ト 株 式 会 社 新 規 事 業 部 開 発 課

〒530 大阪市北区堂島浜 l 丁目 4 番 4 号 T  E  L  0 6 - 3 4 5 - 1231 ( 大代 )

今 度 、 耐 ア ル カ リ ガ ラ ス 繊 維 の 入 った 左 官 材 が 大 表 ー2 標 準混 練 り水量

阪 セ メ ン ト ( 株) から「ライオ ン ド ラ イ ミ ッ ク ス 」

と し て 発 売 さ れ た 。

セメ ン ト モ ル タ ル に ガ ラ ス 繊 維 を 入 れ る と 引 張 り

強 き が 著 し く 向 上 す る の は す で に G R C に お い て

実 証 さ れ て い る 。 し か し ガ ラ ス 繊 維 入 り モ ル タ ル

は 混3京り 、 コ テ 塗 り が し に く い 欠 点 が あ る が 、 ラ

イオ ン ド ラ イ ミ Y ク ス は ガ ラ ス 繊 維 の 長 さ 、 混 合

虫 、 高 性 能 混 平日剤 を 適 正 配 合 す る こ と に よ り 、 f史

し、易い左官材となっている 。

1. 特 長

現 在 市 販 さ れ て い る 品 種 は 次 の 3 種 類 で あ る 。

標 準 タ イ プ : 他 裂 防 止 効果の白川、左官材料。

高 強 度 タ イ プ : ガラス織品itLkが多く引張強度が日: ，

しミ 。

|坊 水 タ イ プ : 特 殊 混 和 剤 の 混 入 に よ り 防 水 性 を

高 め た も の 。

特 長 と し て 次 の 読 点 が 挙 げ ら れ る 。

(1) ク ラ ッ ク 発 生 が 少 な い 。

従 来 の セ メ ン ト モ j レタ J レに上として低収納のうえ、

引 張 り 強度 が 2 倍 と 高 い た め ク ラ y クが入りにく

し、 。

(2)モ ル タ J レと 変 わ ら な い 作 業 性。

混手口剤 の 添 加 に よ り 混線 JI寺 の 流 動 性 が 向 上 し ガ ラ

ス 繊 維 が 入 っ て い て も j受 賞 土 入 り 壁 材 と 大 差 な い

作 業 性 カず保持できている 。

(3 )防 水 性 に 優 れ て い る 。

1¥方 水 タ イ プ は 当 然 の こ と で あ る が 、 標 準 型 で も Il) i

水 性 がよ い ( 表 ー 1 参 照)。

表ー1 保 水性・ 透 水性

W /  C  

フロー
f*水準 (11 臥 性(醐 )1211

種 劃l

(mm)  
2  ラ.} 110う争 I  EI I  4 日

ラ

イド 標圏直 0. 52 180 89. 3 85. 6  243 202 

オラ

ンイ

日 強 度 0. 53 180 89.2 85. 5 205 
、一、

239 

、ノ

1 防 水 0. 47 180 100 100 250 248 

左官そんタ Jレ 0. 61  180 85. 7  82. 0  235 186 

R

U

F

O

Q

d

 

必

q

A

q

q

u

(2 )強 度

表 - 3 1こ 桜 単 調 合 モ ル タ ル の 強 度 を 左 官 モ ル タ ル

と 対 比 し て 示 し た 。[i ll げ 強 度 で み る と ラ イ オ ン ド

ライミ y ク ス は 1; f 釆モルタルの約 21昔 、 引 張 り 強

度 は2- 2 . 5依 を 示 し て い る 。 織品f HfIi ' ; ;1!によ って セ

メ ン ト モ ル タ ル の l註l げ 、 引 張 り 焔 さ が 向 上 し て い

ることカ勺忍められる 。

表 - 3 強 度

曲 け' 強 度 引 綴 り 強 度

W /  C  

7 ロー
(kg  / 四!) ( kg / 四!)

長fI 1J 1  

(mm)  

l i 盟 4  i国 4  i1!I 

ラ

イド
様 準 0 .52 180 76 90 4  5  

ヰラ

ンイ

ミ 市強度 0 .53  180 91  106 5  1  

'1 

ク

ス 防 ホ 0 .47  180 98 101  5 0  

左u モルタ ル 0. 61  180 35  57 2 0  

(3 )乾 燥 収 納

波及ー45 % の空7' l ' : j : 1で の 乾 燥 収 納 率 を 示 し た の が表

- 4 で あ る 。 f止 収 紡 淵 合 と な っ て い る た め ラ イ オ

ン ド ライ ミックス の 収 紡 は3 タイ プ とも 左 官 モ ル

タ ｊ レに比して ＳＰ Ｅ ほと ｬ ｊｊＺ品託し て い る。 ｬ ｴ￭Ｚぃ ｾｩ ｚｩＪｾｊＨ

総 ｩ と百五いヲ ｉｾｕ り強さが ｾｦｴｦ ， ｩｩｬ しているため ク ラ Ｂｪ 7  

の 発 生 は 当 然 低 本 で あ る と考 え られる 。

表 - 4 収 縮

乾 燥 収 納 X l O- '

級 Ul  

10遡l 遡 2 遡 3 迎 5  i血

フ

イド 標斡自 2. 0 4. 9 5. 6  7. 8  8. 3  

オラ

ンイ

、、 221強 度 2. 2  4. 9  5. 5  7. 6 8. 8  

'1 

1 防 ぷ 2. 0 4. 6  5. 1  6. 7  8. 1  

在自そ Jレタ Jレ 3. 1  6. 8 8. 1 9. 6  12. 0 

111 j l S  - A  - 6904r セツコウ プラ スタ」による 。

121  j l S  - A  - 5403r石綿スレート」による 。

(4 )安 定 し た 品 1'( 。

工 場 生 産 に よ って 調 合 管 理 さ れ て い る の で 品 質 ム (4 )保 水 性

ラの，心西eカずなし、 。

(5除王済的な若手塗りが可能。

2  性 質

( 1  )混 水 虫

紋準、 ｾＩｪ 強度タイプの保水性はセメントモルタル

とほぼ同等で、あるが、| り1水タイ プでは村一殊混利剤

3 . 塗 装テ ス ト

表 - 5 は 左 官 に よ る フ ィ ー ル ド テ ス ト の 結 果 を ア

ン ケ ー ト 調 査 し た も の で あ る 。 まず標準、 l切水タ

イ プ は 左 官 モ ル タ ル と 殆 ん ど 差 が な い 評 価 、 繊 維

盆 の 多 い 高 強 度 豆I は 全 体 と し て 従 来 モ ル タ ル よ り

や や 作 業 性 に 劣 る と の 評 何liで あ った。

ま ず 混 繰 り に つ い て は 3 タ イ プ と も ガ ラ ス 繊 維 が

抵 抗 し 鍬 の 通 り が 恐 く 繰 り に く い 。 しかし し 2 ・

分 す る と 徐 々 に 混和 剤の 作 用 が出 て き て 鍬 の 通 り

が よ く 練 り 易 く な る 。 下 地 と の 付 着 は 良 好 で あ る 。

と く に ガ ラ ス に は 付 き が よ い 。 コ テ か ら の も れ 落

ち も 少 な い 。

コ テ 仕上 に つ い て の 評 価 は 次 の よ う で あ っ た 。

( 1) コ テ の び は j受賞土に近い感触で‘ 良好。

(2)コ テ さ ば き は 従 来 モ ル タ ル に 比 べ て や や 恕 い 。

モ ル タ ル に コ テ がl汲 い 着 く 感 じ が す る 。

(3 )コ テ 仕 上 は 仕 易 い 。 し か し 仕 上 面 に ガ ラ ス 繊 維

が 露 出 す る の で 、 こ の ま ま で は 上 塗 商 仕 上 に は な

り に く い 。

ま た テ ス ト 塗 り を し た パ ネ ル ( l m X l m ) を後

日 目 視 し た と こ ろ 、 他 裂 の 発 生 も な く ク ラ ッ ク に

強いことカ叩在認できた 。

表 5 作 業 性

混和I! り f U. L  

下地と コテか ら

組 Ul  コテのぴ σ〉 の

しやすさ やすさ 接i ' r性 もれi i ¥ち

ラ

イド 標 準 。
( )  

。 。

オラ

ンイ

［Ｚｾ強度 。 。、、 A  ム L>. 

1  

i'! U J 4  

'"込

。 。 。 。

左官モルタル 。 u  4  。

。非常に よい 良い ム ilf;: 通

4  使 用実 積

(1 ) 外壁: t照 準 タ イ プ で 壁 5 m X 6 m W f ! 日告11 2 ケ

所 あ り ) を j写10mm一 層 塗 り を 実 施 、 つ い で リ シ ン

吹 付 仕 上。路 工 後 1 年 経 過 し て い る が 他 裂 の 発 生

皆 無。

(2)屋 上 防 水 P C コ ン ク リ ー ト 住 宅 の 屋 上 ス ラ プ

の 仕 上 に 使 用 、 モ ル タ ル 仕 上 を し た と こ ろ 多 数 他

裂 が 発 生 し た た め ド ラ イ ミックスで仕直し [ll 裂 発

生 が 防 止 で き た 。

(3 )船 舶 デ ッキ : 振 動 、 く り 返 し 曲 げ 応 力 の た め セ

メ ン ト モ ル タ ル で は ハ ク リ し て し ま う デ y キ に 高

強 度 タ イ プ ドライ ミ ック ス で 施 工。

の 添加 の た め 非 常 に す ぐ れ た 保 水 性 を 示 し て い る 。 そ の 他 、 従 来 モ ル タ J レでは 亀 裂 が 多 発 し 耐 え 得 な

(表 ー 1 参 照)
か っ た 個 所 、 例 え ば 高 迷 道 路 の 高側、 冷蔵庫のP ; J

壁 な ど に も 使 用 実 智i が あ り 好 成 総 を 納 め て い る 。
1 袋 25kg を 適 当 な 軟 度 ( フ ロ ー で 170- 180mm) と (5 )透ノk性

す る に 婆 す る 水 虫 は表 - 2の よ う で あ る 。混 練 り に 3 タ イ プ と も セ メ ン ト モ ル タ ル に 比 し て 透 水 性 が

当 っ て 必 要 以 上 に 水 を 加 え な い こ と がJI 干' l : . ' である 。 低く俊れた日vi ノ'Jc伯τ を示 すことが女r J られる 。 と く に

繰 り 始 め は 流 動 性 が 低 い が 、 2 ， 3 分 す る と 流動 防 水 タ イ プの も の は表 ー 1 に み ら れ る よ う に 材 令

性 が よ く な って く る の で 、 そ れ を 凡 越 し て 添加 水 1  1:1 、 4 nと も 殆 ん と' 透 水 し て い な い 。 外 装 と し

誌 を 決 め る 。 て 充 分 に 耐 え る 良 い 防 水 材 料 で あ る こ と が わ か る 。 建 材 委 員 長/ 山 田幸 一 (関西大平教授)



建 築 と 社 会

ユ

ニュース原稿をお送りください。

日影規制に関する 講 習 会

大阪府建築士会、大阪建築士事務所協会、大阪建

築設計監理協会、日 本 建 築 協会 の 4 団 体 共催に よ

る標記緋習会は 3 月31日 ( 大阪府商工会館) と 4

月11 日( 大阪証券会館) の 2 日間で約 550人の参

加者を集め て開催された。

これは先般の法改正により、 中 高 層 建 築物 の 確 認

申諮舎に「日影図」並び lこ「日影時間図」を添付

することが義務づけられたため、大阪府でも対象

区域や規制値などについて条例化が検討されてい

る現在、会員 の方々に実際の演習を通して必要な

知識を十分に習得していただこうというもの。

なお、 5 月の述休明けに第 3 回目を開催する予定。

中京郵 便局 庁 舎 完成

一 一現 地 外 観 保 存一一

明 治35年に建設された京都 ・中京郵便局は外壁の

公飢を保存したまま内部を 一 新して 3 月末完成し

た。 長らく赤煉瓦の建物として 市 民に親しまれて

きたが、業務の I曽大のため改善をせまられていた

もの。 計画にあたり、数少ない明治建築を惜しむ

声が多く、とくに 明治の面影を色汲く残している

三粂 通 り の 景 観 を 保 存 し た い と い う 日 本 建 築 学 会

近畿支部をはじめ各界からの要望も取り入れて、

現地における「外壁保存」という歴史的退産の継

承とな ったもので注目に値する 。

去る 4 月 2 日、保存に 関 心 のある東京、 関 西 の 権

展覧者を招いて、「竣工報告会」が行われた 。 川 上支

京大教授、村松貞次郎東大教段、P ; J回 祥哉 東 大 教

授、谷口尚武大林組副社長らのお祝いの挨拶があ

った。 なお、当日説明に使 われた外相t保 存の工事

記録のスライドは武重なものである 。

写真①は全t，t，②は公衆室 ( 中央のエディキュラ はf l } ff!)

函 慣 褒 m'

- ・
叡包囲{ 員 3. 357.98 

僧 階 2. '91 .'1

趨 1 階 2.281 .59

初 2 階 2.244.23

iIlj . 3 鰭 2. 245.82
9  

Jdlll 宵 耳3. 22

!II Jd1ll2lll '  103 曲

!t 9.7曲 目

いよ叫

発 着 場

吉田五十八賞きまる

第三 回を迎えた音田五十八貨 は、 r建築の昔日』 が

内井目召MJ i 氏の東京 Y MC A里子辺山高原センタ一、

r建築関連美術の昔日』が宏、水H青児氏の在日トルコ

大使館邸内一連 の作 品 に 決 ま った。 内 井 氏 の作 品

は、均衡のとれた配訟計画が周 囲の 自 然 と 淵和 し、

美しい、 印 象 的 な 建築 空 間 を 創 造 し て い る 点、志

水氏は円をモチーフとしたバリエーションともい

うべき 椛 恕 が、室内 お、よび屋外 のオブジ ェ、壁面

の浮き彫り 、l弄、 JHの デザインなどのすべてに統

一ある調和を与えている点を評価された 。

今回の受 賞 は 候補 作 品42点 のなかから選ばれたも

ので、賞金 300万 円 と 副1 t が贈 られた 。

回 一部分 ｾＯＯＧｭ［［ｮ［［［ｭ 仰

圃 圃 函 因

『西洋造園変遷史 エデンの園から自然公園まで』

著 者 針 ケ 谷 鐙 告

発 行 誠文堂新光宇土

定 価 7 ，800円

音阪隆正先生がこの本に「序」を舎い ておら れる 。

民族文化と文明の栄えの縦糸と横糸の比喰はおも

しろい。 民族問の差、時代聞の差を縦糸 ・繊糸と

して織りなされる庭園模械 を 、 旧 約 時 代 の エ デン

の園の H寺代から、現代の造園にまで系 統 だ て て述

べられているのが本舎である 。 目次そのものをみ

ることで、およその 内容はわかる 。序章、 旧 約 時

代，l . 古代， 2 中世西巨大， 3. イスラム， 4. イタリ

アルネサンス式， 5. フランス ・ル・ノートル式，

6 イギリス型車形式， 7. イギリス風景式， 8 . アメ リ

カ， 9. 近代， 10 現 代 に分けて、そ れ ぞれの造闘を

写其入りで笠宮に紹介されている 。

針 ケ 谷 氏 は 長 く 武 蔵 工 大 、 早 大 の 建 築 科 、 東 京 燥

大進国科で造図史を訴殺され、すでに「西洋造園

史」などの箸舎もあり、日本挙国学会で学会1 t ・も

受けられている 権 威 者 であるだけに、す、っ しりと

した重みを感じさせる 本である 。

西 洋 造園 変 遷史

自転車 ・歩行 者 専用 の 「川 崎 橋」開 通

このほど、天満橋 の 上 流、旧淀 川 ( 大 )11) に新しく

自1伝車と歩行者専用の精が完成した 。橋 の 名 は か

つての波しゃ橋 の名を 世に残そ うという趣旨から

f) l l崎 総」と決ま った。 この械の完成によ って 大 阪

城公園から毛馬桜之宮公園にかけで、散策の範聞

もずいぶんと広がった。

都島区網. i ，i PIT と北区天満一丁目を結ぶ延長129m 。

この付近の公縦や川 の 条 件 、 船 の 航 行 も 考 え て 斜

張橋 という型式で、 橋 脚 は 北区側寄り につくられ

ており、高さ 30m の H 型 の 塔 か ら 合 計20本のケー

プルで橋 を つり上げている 。 “ やじろべえ 稿" と

もいわれるこの型式は、笠皇大橋、大手口橋、かも

め紙 についで市内 では 4 番目であ る。



「中村哲学」批判

一 道 具 と 人 間 に つ い て ー

予 め お 断 わ り す る 。批 判 は 非 難 と 銀 な る 。 r研 究

の進展を念願する以上、ＮＡ￬ｩｾる解釈の相違か、そ

れ と も 誤 読 に 由 来 す る 理 解 か を ど こ ま で も は っ き

りさせようとする心柿えは 、 われわれにと って や

は り 絶 対 に 必 要 な の で は な い か と 考 え る J ( 大塚

久雄、岩波、図己n

中 村 *二 郎 氏 の 「 人 間 の 時 間 に つ い て 」 を 読 ん だ

( 岩波、図 在 、 1 月号) 。 そ の 中 で 「 デ ジ タ ルl時

計 は 不 忠 議 な 感 じ の す る 時 計 で す。 高 級 な も の は

臼 で も 避 で も 月 で も 澗 年 で も 何 で も 記 憶 さ れ て い

て 、 必 要 な と き に は 示 し て く れ る 。 ところが、私

た ち がl昨日1 ] というものを生活のなかで使 っていく

場 合 に 、 便 利 で あ れ ば そ れ で い い ん だ ろ う か。 H寺

言! の歴史についてみると、日日制| から機械H針十へ

と進むにつれて、われわれ人間と ＱＱ Ｚ 干問との ｍ ｴＡ ｉｾｦｅ が

ますます i雄れてしまうようにな った。H寺計を 1 11 

1 回 ぐ ら い 巻 く こ と や 、 き ょ う は {IIJIIM日あるいは

f可日だ と い う の を 思 い 出 す こ と に よ って わ れ わ れ

が 実 に い ろ い ろ な こ と と か か わ る し 、 自 分 の な か

で の 自 分 の 位 置 づ け が で き る の で は な い か 」 と い

う。 こ こ で は 「 自 に 見 え な い 制 度 . m習 J r生き

られる H寺問 J r歴 史 的 記 憶 」 な ど に つ い て の べ ら

れている 。

「きょうは何IIlil 日だ った か な 、 と い う と す ぐHキ，n

を見る人が多し、。それがとても気になるんです」

という中村氏に問! 惑ですが、論 旨 が あ い ま い で す。

それは単に 30 日 の 並 ん だ カ レ ン ダ ー で 見 る 習 慣 が

あるからで、はないか。 こ れ は デ ジタJ レJt寺1. 1と量1': ず

読者の頁

大阪工業大下 金 谷 英 一

"寺，il との比較においても考えられる 。後 者 は ア ナ

ログl時計だから、 H寺刻を知るのみでなく、あと{ 可

分 で ち ょ う ど 何 時 に な る か 、 あ と 何 時lll 問、正午に

な る か を 視 党 的 に 示 し 、 現 在 を 位 置 づ け る こ と が

できるので、ある 。 こんな J舌を同{ 祭としていたら、

つ ぎ の よ う に 考 え 及 ん だ。

技 術 や 道 具 の 逃 歩 は 後 も ど り す る わ け に は 行 か な

いだろう 。 そ の た め に 自 然 の リ ズ ム と 人 IHI の 生 活

とがl縫 れ て 行 く と い う 中 村 氏 の 危 倶 説 の み で は 読

後 感 を 生 じ な い。 これは文化の代償であるから、

その新たな使用法と安全般保の必要を伴う 。 とす

ると、これが「公害防止 J r行 エ ネ ル ギ ー 」 の 恨

底であろう 。 H乍今の身近な道具の新たな登場は賞者

以ーでさえある 。 ポ ー ル ペ ン や コ ピ ー 機 器 は 定 着 し

た。 シ ャ ー プペ ンシル 、 ロ ッ トリング、カ y タ一、

，'nr . r 機様、小形カメラなどの新製品には、アフタ

ー ケ ア や ア ダ プ タ ー の 不 備 か ら 未 定 .{i の も の が 多

い。 これに罰ZJI命家カサ比判を加|えるのは当然だが、

カ ラーT V よ り も 姿 の 兄 え な い レ コ ー ド プ レ ヤ ー

を 、 む し ろ 不 思 議 に 感 じ て 育 った世代には当惑す

ることだろう 。 世 代 の 相 逃 を 認 め な が ら 、 指 摘 の

みに五冬始する中村説にはうなずけな L 、。 不 良 品 や

未 完 成 の も の は 自 然 淘 汰 さ れ る だ ろ う か ら 、 む し

ろ工学関係者としては、その特性を験討し、さら

に研究開発の方，f .iJ に 進 む の が l当然であろう 。

論 議 の 活 発 な 昨 今 、 留 学 過 剰 の 傾 向 も あ る 。批 判

は縫んでも、ヂi エネルギーのために、 「新幹線」

JJt. 止; 命を 11昌えることはない。

「哲学から技術へと降りでは行けなし、。 技 術 の 理

解 の あ と で 述 べ ら れ て こ そ 感 興 も 深 い J (吉 田 夏

彦 ) 。 また辿想、されるな見として、日本語の混乱

や 敬 語 の 波 用 へ の 笹 告 の 後 に 「 ま ね で な い 美 し い

ことばを望むけれども、主主迎しすぎて貧しくな っ

ては困る 。鐙かであ って欲しい J ( 飯沢匡) とい

うのが実感であろう 。 技 術 者 の 見 識 が 必 要 と 忠 わ

れる 。

計 算 尺 が 使 え な い /

大 阪 工 業 大 学 金 谷 英 一

安 価 で 便 利 な 「 電 卓 」 が 普 及 し た 。 ほ と ん ど 皆 が

f寺っている 。 r計 算 尺 を 貸 そ う か 」 と い え ば 「 分

らない」と言う 。 使 用 の ル ー ん と 読 取 り の わ ず ら

わしさであろう 。電 源 も 電 池 も 不 安 で 、 こ と に 定

数釆 ｮ と比例 ， ｮ ＧｦＺＱＮ には簡便だ 。 しかし ｾｩ Ｚｴ ｊ＿ＭＺ で加減

を布Ii う必要があり、苦1)お な 値 段 の 計 算 尺 は 消 滅 し

つつある 。 ( 丸 形 計 算 尺 で 工 夫 さ れ た 安 価 な も の

がある )

石 油 ス ト ー ブ に 点 火 で き ず に 黒 煙 を 上 げ る 学 生 が

いる 。 r下 宿 は ガ ス ス ト ー プ で 、 マ ッチ も 不 用 の

ものがある」と言う 。些細なことかも知れないが、

機 総 の 発 達 と と も に 初 歩 の 知 識 が 消 失 す る 危 棋 が

ある 。 木 造 建 築 の 図 面 の 描 け る 人 は い な く な る と

いわれる 。 心残りである 。 一方 で はT V は{ 交えれ

ば良いので、皆が作る必聖書はないという反論もあ

ろう 。

問 題 は 未 経 験 の こ と に 取 り 組 も う と し な い 安 直 と

甘 え に あ る の で は な い か。 多 分 「 屯 卓 学 生 」 は 有

効桁数を無視して Ｘ 桁の数字をｻｾｾき、プログラム

'nr 卓は{ 史わないだろう 。

入 試 制 度 の 改 革 論 と は 別 に 当 人 の 考 え 方 や 問 題 解

決 の 誘 導 に 「 教 育 」 の 目 標 が あ ろ う 。

【私 た ち の グ ル ー フ。No. 1  7]  ' 1""""""' """""""""""' 1""""""""' 1"""' 1"""""""""""""""""1"1""""' """""""""""""' 11""""""""""""""""" 

対する保全 ｴｍｾ 長の展示 Ｈ ＧＷＴ 年 Ｙ 月 Ｉ

Ｈ Ｓ Ｉ ［ Ｑ ヒｾＺｹＮＧｩｦＮ ｭｾ の ｻ 品会に対するｻ引きかけ

里子界わいを守る会」に発展させるように、これま

での経験をふまえて、北里子界l波の其の環境保全の

「北野界わいを守る会」
o rマリンエンタープライズ」取りこぼしに対して ためにがんばらなければならなし 、

反 対 表 明 ( ' 74正lo 8 月 )
( 文 武 宇 都 宮 隆 夫 )

会 の P R の 趣 旨 の 最 後 の一節 を 紹 介 し ま す。 r紅、 Ｐ 同上に対する市への公 ｉｊｈ ｴＧｴ ｉｉＺｪ 状提，ｾＧｯＨ Ｇ 74年9 月)

遥 ーやl' 戸を愛ーする市民ーは神戸 の シ ンボ J レとして、 0 北 野 、 山 本 通 の 住 民 ア ン ケ ー 卜 発 送 ( ' 74年9月)

愛 さ れ 、 親 し ま れ て い る 北 野 矧 波 を 環 境 破 壊 か ら or "  ' ) ンエンタープライズ」の実測調査

守ごろうとするものです。 j (' 74年12月)

会員の fj'li成は、あらゆる年令層( 10歳 代 - 80歳 代 ) 0 北野保全について市当局と対話集会( ' 75年8月)

あらゆる戦域( サラリーマン、主制、学生、画家、 (4 )ニュースの発行

医 師 、 建 築 家 、 商 底 主 な ど) にわたり、男女をj : : ) 1 号 (74年 11 月)、 2 号 (75年 5 J=I )、3 号 (75年 8 月)

わ ず 、 北n を変ーする人述約100入。 の 3 回 発 行。

〈今 ま で の 活 動〉 現 在 、 会 の 活 動 は 停 滞 し て い る 。 それは発会当時

1974年 6 月発会後悩広い市民運動を行う 。 の 巡 動 が マ ス コ ミ に よ って 軌 道 を ゆ が め ら れ 、 会

ＨＱＩ 北 野界， ｭｾ のよさを ｦ Ｎ ｭｦ ｬ符してもらうために の 勉 旨 の 環 境 保 全 な ど は 、 後 へ 追 い や ら れ て 、 ひ

O 第 1 回北野を歩く会・・ . . . . .74if. 9 )-)  参} J IHl O人 た す ら 袋 入 館 の エ キ ゾ チ シ ズ ム や 、 フ ァ y ション

0 第 2 回 北 野 を 歩 く会・ーーー ' 75年l Or I 参加'200人 性などをがI蔚に. j rjl し出し、市当局の施後= もこれに

O神戸まつりに参加・・ ーーー' 75年 5 F1 追従している 。 昨 年 秋 か ら の N H  K  r風 見 鶏 」 は

0 北里子バザール( 貿易センターピル ) ・' 74年 9 月 北野舛| 波の環境にと って は一 般 の 破 滅 的 な ブ ー ム

( 2 )北 野 界 1，民の環境保全への提案 を招いてしま った。 こ の よ う な 状 態 の 下 で は 会 の

0 雑 誌 「 近 代 建 築J ' 74年4月号に. J t' l ! f 保全修公，i / 活動は非常に困苦{ ( ; なものにな っている 。

i l ! J j を発表。 こ れ か ら は 、 今 ま で の 、 市 民 だ け で 進 め て 来 た 北

0 義人館「マリンエンタープライズ」取りこぼしに 里子の地域運動から、住民参加による、力偵し、「北

E F AN03齢
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京都工芸繊維大学教授

川 秀 夫

大阪市建築局建築指導部長

千 原 大 五 郎

大建設計代表取締役副社長

崎 敬 三

近畿建設取締役社長

日影規制とソーラーハウス

隣地の日! ! 買を保証するため、自分の敷地に建てようとする建築物の高さ、位置、ひいては形、大きさについて制

約しようとするのが日影規制についての法律であり、ときによ っては、自家の平面計画を不利な方向に、すなわ

ち室に対する日! ! 君や通風などを犠牲にしなければならぬこともあるでしょう 。

他方、エネルギー源不足の危倶感から、石油、石炭などに代るエネルギー源利用のーっとして、建築物に直接当

る太陽稲射熱を利用するソーラーハウスの研究が進められていますが、要するに現在のところ、屋根上に集熱装

置を設け、水を温水とし、その混度を利用しようとするものであり、従 って屋根商は当然、設けられた装置のた

め彩となります。屋根面だけでは集熱面制が不足ということで、庭にまでその装置を設ければ、さらにその下の

土地は影になります。

自家の利益を犠牲にしてまで隣地の日! ! 古を配慮して建築しようとしているのに、その犠牲を無にするごとく、隣

地の住人は白から進んで、その敷地や建築物に彩をつくろうとしていることになり、甚はだしい矛応・のように思

われます 。 このように考えるのは考え過ぎでし ょ うか 。 超大規模になれば、環境上、気象上にも［ｾｾ年ＮｾＭＡするでしょ
う。昔、 「太陽は取 ってはいかん」と年寄がいうのを聞きましたが、やはり迷信でし ょうか。 ( T )

地 下 街 有 用 論

ひところブームを呼び、盛んに計画された地下街は、防災上、衛生上などの問題が多いとされ、最近、国あたり

からも抑制の方針を打出されているが、特にー音11の技術者の方々から、地下街は、交通緩和に名を借りて人聞を

地下に追いやるもので、車優先、人間 i怪視のも ってのほかの方策である、むしろ太陽の下で地上を人間が悠々と

歩き、かつ，憩える歩行者天国とするべきである、という主強がなされているやに 聞いている 。これは、 一 見正

しいようであるが、我が国の気候風土の特巽性を無視した空論であるように思える 。

諸外国、特にJ g j ; 米に比べて我が国は 、夏は温度が高くてむし暑く、冬は反対に低温であるため寒さが厳しく、そ

の上四季を通じて風が強いためほこり っぽく、しかも雨の日が多いという悪条件であることを忘れてはならない。

こうしたところでは、青天井の下ではすごしにくく、シ ェルター内の方が1夫適であるのはいうまでもない。我が

国の都市に広場が育たない理由は、このところにある 。 カフェテラスでの飲食とか、広場のベンチでの陽なたぼ

っこは、残念ながら絵としてはあり得ても、現実にはむしろ苦痛なのである 。

例えば、大阪の船場におけるなんとかプラザは、発案者グループが鳴物入りで P R しでも、利用者が殆んどない

有様である 。 しかし、ぶらぶら歩き 、 ウインド ショッピング、休疋! などのニードは高いので、これは地下街にお

いては快適に満たせるのである 。であるから、防災上、 f!ij 生上の必要な対策をしたうえで、地下街のよさを見直

し、今後とも、効用が認められれば、建設をすすめてい ってよいのではなかろうかと考える 。 ( N)

' 0 0君をおとなしくさせる会」

この数年来の一種の流行ともいえるものに、 roo君を励ます会」というのがある 。私も人を励ますどころか、

励ましてもらわないとひ っくりかえ ってしまうような存在のくせに 、世の中のおつきあいとやらで、大枚の会費

を出して、しばしば人を励ましにいく 。励まされる対象にされている人物は、デ ツカイ造花を胸にふe らさげて金

扉風の前に訪問着姿もあでやかな令夫人とともに立 っている 。 まさにーl隔の現代日本画の傑作を鑑賞するおもい

である 。

ところで多くの場合、励まされるご当人というのは 、別に特別に励まさなくても、おおいに励んでいる人であり、

なかには励みすぎではないかとさえおもわれる人もある 。 いったい誰がいつこのような会を発案したのか「励ま

す会」の歴史を知りたいとおもっていた矢先、過日さる友人が、目下猛烈に励みすぎているある仲間の建築家を

励ます会があるらしいぞという 。 そこでわれわれは、あの男には roo君をおとなしくさせる会」というのをや

った方が、仲間として将来のことを考えると、本当の意味で励ますことになるのではなかろうかと話あい、プラ

ンを練ろうとしたのだが、そんなことをしていると、 二人とも励ますどころか助け起す会でもや ってもらわない

といけなくな って、世の中に迷惑をかけることになるからやめようということにな った。 ( c )

業 界 向 上 の た め に 結 束 ・ 団 結

先般来 、新聞で公営住宅の欠陥工事、手抜工事などと大々的に報道されたり、公共事業の前波金云々と国会で問

題にな ったり、我々自体反省すべき点が多々ありますが、今頃一般人から手抜工事などといわれることが心外で、

あって、およそ今の建設業界で手抜きなどといわれる工事は殆んどないと確信するし 、モルタルとコンクリー卜、

鉄筋と鉄 Ｇｉｾｪ ・の区別のつかない程度の 知 識の新 聞 に大々的に手放などと苦かれるのは誠に残念であります 。
また、今後いろいろ調査が進められると思いますが、公共事業の前波金問題にしても建設業者から下請業者にほ

とんど渡 っていないから公共事業がうまく進まないとか、下請業者ーが資材の手配などに充てる資金に困 っている

ということですが、これとで 一部にはそういうこともあるかも知れませんが、実情は保証制度自体が一方的でト、

国や地方公共団体などの発注者と建設業者との聞には保証制度があ っても、建設業者が下諮業者に対する前波金

に保証制度がないので、 ｾｦｦｩ れかれなしに先波しができないのが現実の姿であることも知らされねばならない 、 誠
にむつかしい問題であります。

我々建設関係者は、国土開発、都市づくりの第一線にある重要な役割を持つ業界でありながら、案外 その地位が

充分認められていないため 、絶ず不信の限でみられがちで、あらぬ迫害を受けているような気がするのです。 そ

の地位向上のためには、業界全体の結束 ・団結が目下の急務でありましょう 。

設計業界にしても建設業界にしても 、よく反省してエゴを排し 、強い団結のもとで国会にも多くの代表者を送り

こみ 、業界の士也位の向上を計らねばと痛切に感じる次第であります。
( K )
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外 壁 塗 装 材 料 の 変 遷 と 現 状

酉 忠雄

l  はじめに

建築の成立には秘々の表現があろうが、多くの必要条件を州納すると、機能性、芸術性、並びに経

済性の 3 点に絞られるといわれる 。このことは「もの」 としての建築物についても全く同じことで、

そんな観点から表題 をトレースすることもまた一つの解析法 とも言えよう 。 このところ 2 年余、筆者

は「建築仕上技術 ｊ 誌の ｉ， ｾＺｩ Ｎ 修をつとめているが、外壁 ｲ 全装材もその中の 一 つであり、また種々興味を党

える対象物の一つでもある 。表題に接するとそれは、何とい ってももはや30年を遡る、かの終戦後の

さく慌たる世' 1 i '1と荒廃 した建築の外比の散比する中に、主として米半施設に| 以 って先行したセメント

ウォターペイントに始まる泊潔ι 殺な外装仕上の用法が燦然一 一当時はそんなj瓜に映じたー ー と始ま っ

た当 ｈ 与の印象カ、つい先だ つ てのことのように ｾｲｴｬ ｬＮＭ、印象 として焼きつけられているのによるともいえるこ

とである 。 そんな立 l味もこめて、いささかti きに失するかとも思われるが、その芽生えともいえる H寺

Jt) J を含め、その変避をだどってみたい 。

2  外壁塗装材料の変遷

建物外装のもつべき「性能」には材料性能として、美装、 IV i 水、耐久とい った事項が求められ、地

工性として塗装能、仕上げのバラエティー、地工時条件のｾＱｉ ｾ 易、とくに下地水分Ｈ温シ ｯ に対する忽

限界などがあげられ、併せて地工を通じて発搾される材料の本質の顕現度一一脇工時、技巧に左右さ

れる成栄の影響の度合いのごときもの一 ー をあげることヵ、できる 。 そこでこの材料の変避を辿っても、

これら襟侍する性能、ニーズが少しずつ充たされていく) j ri 'j に進んできたとみられ、今一つは全建築

事価格の中に占める該手法の村工コストの比率とそれに対するトータルな評価、そのまた建築物種

別によるその評価へのウエイト、たとえばどんな極類のものが需められるか、などの変遷、具体的に

は、建築物の種別々件数一 一集合住宅、貸事務所、学校、集会場等々一ーの推移からくる材料の量産

態勢への変移なども、建築経済の一端に係わる事項とし、またそのフィードハ ックとしての路響因子

として内蔵されながら変避していくものとみられる 。 この材料の変遷にはおのずから戦前、戦中そし

て戦後のかなりは っきりした区分があるといえる 。

2. 1 戦前および戦中

昭和初期から白色セメントに顔料を入れモルタル壁に I次付けを行う工法がすでに現れているが、さ

らにその前提となったのは、わが国内で育っていた住宅の和洋折衷化から板かべ lこ代わるモルタル昨

の伸展と、それの意匠化として行われたと考えられる色モルタルと称したモルタルの彩色化と、刷毛

引き、掻き落とし等々仕上テキスチ ャの変化をも導入した手法の後 、あるいは併行して行われたと考え

られ、白色セメント顔料入りの吹付手法は昭和13年頃まで飛躍的の増加を示した 。



引き続き戦時中は外装に迷彩の問題がクローズア ップされ、終戦時までの外装は意匠的なものがひっ

塞し、黒、緑、茶あたりを主調する迷彩塗装が支配的であった。

2. 2 戦後

ほぼ発生的に記述するが、それぞれラップしながら、新しく変遷してゆく様相がうかがえる。

(1)エマルション塗料 ワニス類を乳化した油性エマルション塗料で、戦後間もなく、すなわち昭和21

年すでに姿を現している 。ま だ物資不足はなはだしい H寺期で、耐久性などはごく低位のものであった。

(2)油性系塗料 米軍地設、住宅のコンクリート素地面に塗装されたケースもあったが、セメントか

ら出るアルカリによる齢化のため争IJ 離の誘発ヵ、多く 、当然のことなカ、ら、 使用には過さなか った。

(3)酢酸ビニールエマルション塗料 昭和24- 26年には油性系エマルション塗料に比べ耐アルカリ性、

耐水性、幅十賞変性が{ 亙れ、一躍塗料界を風思表した 。 しかし耐候性はまだ低位で、耐久性も不十分のた

め外装用には不向きとされ、おのずから内装用に限定されるようになった 。一方、同時期に白色セメ

ントの l吹付け を引 きつぎ 、つぎのセメントウォターペイントの登場も起こっている。塗料の素材とし

てのエマルション類も注目され始めている。

(4)セメントウォーターペイント 既述のように戦後、外装の変化を需める人心に応え、米軍宿舎、

庁舎等に始まり 、l喧伝された 。 これは元米米国連邦規格 ( T T - P - 2 1 ) 規定により米軍工事に主とし

て採用され、在日在沖縄米半 の外装 j、4料の主体をなした 。 また北海道のコンクリートブロック住宅な

どの防水塗料として昭和25年頃から永< 40年頃まで外装塗料の主体をなし、セメント系塗料の一時代

をつくったといえる。下 地条例 二に ｾ ｉｉ を 伴 ｌ 、ながらも、 Ｍ ｽｪ ヒ Ｇニール系ペイントも 、その膜厚、光沢、色

彩などの点から使用される "IJ きも一昔11にあった 。

(5)セメント系リシン これはセメントをパインターとするリシン状表装法の系列といえ、現在の J

1  ｓ にＡＡ｜ｾらせば、化総川セメント吹付材、新しくはセメント砂壁状吹付材となったものを指している。

I1s和28年頃から防水リシンとして戦前の白色セメント吹付けより進歩した機水性のつよい防水吹付材

として登場 、数年前まで外装吹付料 の主体となっていたものである。とくに 昭和30年設立された日本

住宅公団の外装材として保用されてから、 fifj 易にして耐久性のあるカラフルなリシンで、今日でもなお

愛用されている 。 Ikl みに リシンとはイ{ の IVLのようなもので、日本的には砂壁状といえるが、スクラ

ッチされたものも含み、日本へは 1928年頃すでにドイツから吹付けによるこの穐壁仕上げ工法が輸入

されている 。 ウォーカン、アートガン、かーンリシン等々、昭和 5 年頃から広< : r t ・用された歴史をもって

いる 。上の昭和30年という頃には外装ではないがゾラコート ( 同時多彩塗料) が始まり、エポ ック メ

ーキングなこととなっている 。

(6)合成樹脂エマルション砂壁状吹付材 合成樹脂エマルシヨン塗料に紺l骨材を配合してジュラク壁

状リシン状に l吹き付ける通称、樹脂リシンは昭和32年頃から登場、 A 類( 主として顔料による着色のも

の) と B 類 ( 主として骨材による苅色のもの) の別があり、陶磁器粉末や色砂をエマルションに配合

したもの ( 8 類) は洗い出し状や色調の堅牢さで、ともに今日でも賞用される。

(7)アクリル樹脂エマルション塗料 昭和32年より発売された従来のエマルション塗料は酢ビ系で耐

候性に劣っていたため、外装塗料としては不適であった 。米国から輸入されたアクリル樹脂エマルシ

ョンによって外装に進出することができ、水系塗料として画期的な伸びを示すようにな った。なお こ

のエマルションによって (6) の砂壁状吹付材も安定な耐久性を得ることができた 。昭和40年前後からア

クリル系樹脂に匹敵する合成樹脂エマルションが次々と開発され、外装用塗料や I吹付材も多くの種類

が出るようになった 。主 として耐久性の改善が目立つ。

(8)吹付タイル いわゆる吹イ寸タイルと称される仕上がりがタイル面のようになる塗装であるが、発生

的にはつぎのような順序があった 。す なわちセメント系 l次付タイルは昭和38年、エポキシ系吹付タ

イルは昭和42年頃からであり、ついでアクリルエマルション系吹付タイル並びにエポキシエマルショ

ン系吹付タイルは同46年頃といえ、爾来急激な伸びを続け、高級外装吹付材の主体とな っている。 こ

2 3  
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のタイル状吹付仕上の材料と工法はおおよそ外装塗装の過去から現在に到る過程での総決算的開花結

実の様相 をみる思いがするのであり、その最初の開眼に資せられたいわゆるボンタイルの与えた影響

というか貢献というかは 、けだし大きなものがあり、少し練ってこの周辺の消息を尋ねてみよう 。 ボ

ンタイルがドイツから技術導入されたのは昭和38年で、セメント基材の仕上材としてであるが、おお

よそ外壁仕上というものに待望された一つの理想的イメージにどんなにマ ッチしたことか、それは過

去の経験から得た「ペンキは剥げる 、タイルは落ちる J に言い表せられる両極端のしかも切実な悩み

に応 えるというかいわゆるペンキでもなく、また焼物のタイルでもない、しかもタイルの捨て難いイ

メージにもマ ッチしているというのがこのボタンイルであったといえ、最初に述べた建築の機能、美

観、経済の大きなリンクに十分に応えるものとしての将来を托したとも受け取れる 。 さらにこのもの

が日本できわめてよく岨鴫され、また日本人の感覚にも訴えて独特な発展を遂げてゆき、それは下地

造成( プライマー含む) 、主材の工夫、さらにト ップコートのバリエーションと多くの組み合わせの中

に優秀かつ生き残る手法が現在を闘いつつあるともいえよう 。

(9)マスチック塗材 昭和45年日本住宅公団と塗料メーカー 5 杜が共同開発した l コートフィニ ッシ

ュを目的とした ローラ塗工法である。従来のコテ塗、吹付塗での厚付けの殻を破り、多孔質ローラー

の塗装ができる画期的なアイディアで、爾後ローラーによるパターン付けなど新しい仕上工法を聞い

た初めとなった 。外装用、内装用および内外装用の 3 種がある 。前二者はエマルション系で外装また

は内装用に、最後者はセメント系であり内外装用に適用が許される 。

(10)セメントスタッコ状吹付材 セメン卜系リシンと異なり、厚付け吹付によるもので圧送吹付機な

どによりスタ ッコ状の豪華な仕上がりとなる 。l次付けのみでなく、コテ塗によるスタ ッコ状仕上など、

セメント系による厚付け工法が多くなってきている 。 リシンが表面意匠からくる名称であるのに比し 、

スタ ッコは本来造形的に塗り上げて造る、石灰の練りもののようなものに基づいており、厚肉仕上げ

であり、壁の単なる仕上というよりも壁作りに近い感覚のものとなり、それだけ奥行きを持っている

が、タイルに近づくことは主旨ではない。

(11) 無機高分子吹付材 シリケートポリマーを主体とした新しい型の吹付材である 。セメントや合成

樹脂エマルションと異なりきわめて徽密、付着性が優れ、耐火性も優れたもので、今後期待される吹

付材となるものと思われる。発表されたメーカーは現在 3 社に止まるが、これによれば吹付はリシン

状、タイル状、またペイント状、スタ ッコ状、いずれも可能であり、いわは‘ 夢の待望に応えうる性状

を具えた外装塗装材といえよう 。

(12)高弾性吹付材 アクリルゴムなどを主体としたもので、屋根用の塗膜防水機構を壁面に当てはめ

ようとする考えに発しているといえ、塗膜自体が伸縮可能で、素地の膨張・収縮に追随して塗膜のクラ

ックの発生が極小 とするものであるが、意匠面である壁面への適用としての意匠性、その色彩能、耐

汚染性、そして下地への付着と、その値が大でありすぎると、下地のキレツに追随して破れる確率も

大となるという弱点も蔵していると言わざるを得ない。一応設計者には歓迎されているようであるが、

種々の問題点はまだ残しているようである 。

3 外壁塗装材料の現状 ー そのニーズと特長一

2 . に変遷として掲げた中の(5)- (10) が一丸となった姿が現状といえる 。(11)-(12) は現在新しく始ま っ

たもので、まだ J 1  S 化に及んでいないが、前者は J 1  S の整備とさらに建築学会建築工事標準仕様

書 ( J A S S ) の中にも全く新しく J A S S 23 建築吹付工事が設定( 昭和52年) されたことが何と

いってもあずかつて大きな事項である 。詳しくは建築吹付材ディテール、工文社 (' 76および' 78) とし

て一昨年および昨年それぞれ集大成のパブリ ッシュメントがあるので一見されたいが、その概貌をこ

こに示せば、おおよそつぎのようである。



3. 1  J  I  S の設定

(1) J  I  S  A  6907セメント砂壁状吹付材 この J 1  S は昭和45年に化中間3セメント吹付材として新し

く作られたものを同 52年に名称変更し、合成樹脂エマルション砂壁状 l次付材と対照させ、適用範囲で

内装、 外装いずれでもよいことを確認している 。 これはこの系が完全不燃材であると同時に、テクス

チャーの変化 も豊富になってきた実状による。 品質規定の項目を多くし、結合材、骨材の組み合わせ

の自由度をふやし 、性能および適用箇所による材の区分を確立、品質規定では薄吹きとなるこの種材

の要求性能を代表する初期付着性、吸水率、耐摩粍性、耐久上の付着性そして耐候性等に及ぶきめの

純lかい品質に手を差しのべ、試験方法と限度値を設けることに努めた跡、が目立ち、 品質の 向上、 内容

を斬新としたものである 。

(2)J  I  S  A  6909合成樹脂エマルション砂壁状吹付材 この J 1  S は昭和47年に作られた 。( 1) のセ

メント素材に対し、合成樹脂エマルションを用いるものであるが、普通アクリル樹脂を中心としたエ

マルションによるもので、セメント系と 比べると自筆現象のないこと、清掃性のよいこと、 l汲透水性

が少ないこと、色調に幅を持たし得ること、などをあげられる 。適用はセメント系と同じく内外装と

し、それぞれに用いる骨材の採用区分を設けている 。種類には用途区分、着色材料による区分、骨材

の混合形式による区分とし、品質規定で、は施工性も考慮に入れ、 I次イ寸! 習の耐久性を重点的に規制する

よう注意されている一方、前者セメント系との閉じ土俵における性能比較というような設計者、使用

者に応える内容については今後の協調、努力が俊たれる点を残してもいよう 。

(3)J  I  S  A  6910復層模機吹付材 この J 1  S は昭和50年 3 月に制定されたもので 、現状では最も

新しい J 1  S の一つである 。複層模様H欠イ寸材の名称は下塗り、主材塗リ、仕上塗りなど多層にわたっ

て施工し、変化に富んだ色調やテクスチャーを作りあげるところからつけられたものである 。いわゆ

るタイル風仕上げと呼称される吹付材で、比較的厚吹きのものとなる 。昭和40年頃から使われ出して

きたものが、最近一段と多用されるものである 。 タイル風または状といってもタイルのような単位の

集合ではなく当然ながら、継ぎ目がなく、耐防水性に高み、模様の多様性などとも併せ蹴んに外装に

適用される 。この対象の材料は下塗材、主材および仕上材に区別される 。下塗材は下地調務に用いる

材料で、 主 として合成樹脂エマルションを用い 、主材は細骨材、充て ん材、着色材、そして結合材か

らなり、凹凸仕上面のもとを形造るものである 。仕上材は主材の上にコーティン '7"する材料で、つや

出し、着色などのほか、耐候性を高めるために用いられる 。種類は結合材の種類によ ってセメント系

合成樹脂エマルション系、反応硬化形合成樹脂エマルション系、反応硬化形合成樹脂溶液系などに区

分される 。結合材の種別に応じて優劣特性が現れる 。品質については、これら結合材別に性能に対する

要求値がおのずから変移するが、外装塗料とその塗装面ならびに層に対する要求性能について限度規制

値を打ち出しており、総合的性能としては上記結合材の順位、すなわち第 1 から第 4 のものに到る

ほど上値と判断されよう 。

(4)案としての厚付け吹付材 これはまだ現在審議中のものであるが、俗にスタッコ状吹付材 と言わ

れているもので、結合材にはセメントによるものと、合成樹脂エマルションによるものの別があるが、

現在審議の対象にな っているも のはセメント系のものであり、厚さ 5 - 12mm程度に厚付けするものを

指し、意匠的に種々バラエティーをもつもので、複層模様吹付材 との相違は下塗 1) 、主材吹 き、 上塗

りの 3 工程を必ずしもふまないでよい点で、主材塗が主役、かつ厚塗仕上に主要点のあるものである 。

使用者にと って、複層模様吹付材と、この厚付け l吹付材との選択区分には少々 問題もあるかとも考え

られるが、建築の種別 、要求条件、その他によ っては本案によるものの採択も、ときに要を得た面も

あるかと考えられるが、目下審議中で、いたずらには品質の低下 を招かないよう 、心懸けられるべき

と考える 。

以上は関係 J 1  S の摘録であるが、 J A S S  23 の誕生と、その施行への関心 にもふれる必要があろ

つ。
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3. 2 J  A  S  S  23 建築吹付工事 について

吹付けという施工法は既述のようにかなり古い歴史があり、それは 塗装工事の吹付けと左官工事の

吹付けとが別途に 起こり進んできたことを 思 っても 判るとこ ろで 、本題が ｉｉｾ 欠付工事 ｪ という一つの表

現でも って示すことに対してもこの点が障碍でもあった。具体的には最も古くより存在する「塗料の

吹付J と鉄骨などの防耐火ないし音響調整のための被覆のための石綿、岩綿等のセメント糊による吹

付け、あるいはショ ットク リー卜、モルタルガン、などを包含できないことに対するも のであったが 、

主として外壁塗装の吹付工事の既述のような新しい材料ないし工法の急激なかっ活実な進展( 既述の

諸様相) の抑え難い実態を予見し、かつは住宅公団等大きな使用の領域でこの I1次付工事」の総称名

は使用が始まり、定着しようとする気配もあり、その意味において建築吹イ寸工事の確立の要を迫られ

るところもあり、昭和49年、日本建築学会材料施工委員会では仮称、吹付工事の標準仕様書作成を発足さ

せた。そして昭和51年には大綱と内容を決定、広〈意見の聴取とそれによる改正も含め昨52年に今日

の J A S S 23 を制定したのであるが、名称、について、 吹付材工事か、吹イ寸工4. Jl かは最後ま で議論のあ

るところであったが、最終的に将来への意慾も含め、言うところの l次付材 ( 主として J 1  S に誠われる

もの) をも含め、ほかにロ ック ウール、軽量骨材、センイ質上塗材、現場調合モルタルl吹付材なども入

れ内外装一般を対象とし、吹付材工事施工上の基準が設定され、その名も I1吹付エギJ とした 。 これ

によって初めて公式な吹付工事の地歩が確立、新しい H寺期を画するものとして記録されるようにな っ

た。

4  まとめー 外壁塗装のニーズと期待と 一

1  . わが国の建物外壁ゅー装は、建物の洋風化とともに戦前は左官手法の中でとり入れられ、色モルタ

ル、リシン仕上げなどが先鞭とされた 。

2 戦後、米固め建築様式と手法が日本に浸透し、その外壁塗装材料並びに手法が大きく支配した 。

3 . 耐火建築を希求、あるいは防火、耐久建築の指向から外壁素材をコンクリートないしモルタル

とする建物が増加、これら下地に応ずる塗装材料が要望された 。

Ｔ Ｎ 外壁塗装材料の材料設計上の要点は防水、美装、経済に始まり、広〈行きわたりながら、 ｾＱ Ｑ￬修

あるいは更新用への塗装要件も加わってきた 。

Ｕ Ｎ やがて初期 Ａ の材料設計上の要求条件は美装に 止まらず、残る諸機能、断熱、 ｾｪｩｬ 性、結露防止、

清掃性、耐汚染性等々を求められるようになってきた 。

6 .  さらに施工加を含む、行力化、素地の不| 笠のカバー性、厚 I吹きによる同級イメージの造成等、

表装に止まらない、いわば立|疋の奥行きの造成への要望が伴ってゆく。

7 . なおかつ、資源をとりまく自然と経済のリンクの条件からくる大きな舞台の転移も無視できな

い。最近の無機高分子 I次付材などは省資源指向型といえようか。

与えられた主題に対しては少々頁数を気にしながら、ふり返 って ずI 足らずの部分がかなりあ ったよ

うである。まとめとして、上記のように箇条3・きに示してみたが、挫築にとっての挫築材料は、人体

にとっての食物、人間にとっての衣服などとなぞらえて考えることができるように思われる 。 人間仕

活の根源を支える衣食住、重点'1企の) 1 1 員なら食住衣であろうが、この三者に支えられ、外壁塗装材が，建

築材料中いかなる位置を占めるかは、この記述の全面からも汲みとれるところではあろうが、いわば

主食と副食の中聞のような材料で主構造材料であるコンクリートとのたち切れないかかわりのもとに

最外層仕上材料としての外壁塗装材 *'1. を、建築材料設計の手段の上で、諸要求条件一 一意匠、防水、

耐久、施工性、 経済性、さらに新い、世界の資源性一ーとし、う見地 で見守り、期待することができる

.  fj !，IJ Iill築It 七技術」吹付材う句おして と思う 。

小iZ一 夫 ( 11百平U50年 8 f j - 51年 8 月)

・主1l 築吹I't 材ディテール・76hよぴ '78 ( にし た だ お 東 洋 大 学 工 学 部 教 授 )
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外 壁 塗 装 材 料 の 将 来

小 林 孝 悌

現イE、外壁の塗装材料に何が求められているかが、つぎの塗

装材 t l.のあり方を示唆している 。 しかし、将来建築の外壁塗装

材が、どのようになるかは、その下地の外壁構成材または外装

材にどのような材料が月 J ｾ、られ、そしてどのように構成される

かによ って決定づけられる 。

こんにち、わカ、固め佳築外装としては、 一般に l次付け仕上げ

が圧倒的に多く、下地の椛矧に関係なくカツ l吹き、リシン吹き

から l予付け仕上げへ移行しており、さまざまなローラー仕上げ

のための圧送機やローラーなどの工具がさかんに |制発されてい

る。

これらは、 fi .余リ をi制作できることと、 R C の打設聞の不| 塗や

打ち継ぎ、またはボード匁iの継日の目追いをカバーすることカ、

比較的容易なことも、その流行の. f 11!. 由ではないかと推察される 。

。

しかし、鐙築外壁梢成材の近年の動向は、周知のごとく、ビ

ル娃築においては、起idJ1層はもちろん、中高層においても徐々

に P C . A L C あるいは金属のカーテンウオールに置き換えら

れつつあり、プレハブ作宅や、 2 X  4 工法の，建築においても、

木 1' 1系のノ f ネj レが多 j干J ;されている 。

これらのプレハブ化への動向は、工期の短縮、現場作業の省

略、品質の碓保などによる総令的経済性によるものと A 号えられ

るが、同時に市街地における現場作業の困難| 生や、現場作業員

の不足などもその素因のー っと見られ、 R C の欠陥多発をあげ

るまでもなく、その傾向は今後ますます増大するであろうこと

から、プレハフ、イlニへの動向は、よ 1) W: . i 1 主されるであろうことが

ＱＱｦｾ＠ ｾＧｦさ ｨ る 。

元来 R C を打設し、またモルタル塗の上に吹付け仕上げを施

した程度では、自己の乾燥収納によるひびわれのほか、太陽の輯

射熱や夜間の熱放射の影響を直接に受け、それに屋内外の温度

差も加わって、コンクリート壁体に歪みや捻れ変形を生じ、外

装に屯裂を生じやすい状態になることはすでに指摘されている

ところである 。

これらの理由からも、外壁の構成材をパネル化し細分化して、

その; ; 珍響を 1f.'i 1々 の単休の継目において吸収することが合理的であ

る。

また、近年の傾向として、金属ノマネルよりも、重厚なテクス

チャーの P Cパネル、または表面にタイルまたは石材を打ち込

んだ P Cパネルの方がユーザーから好まれる傾向にある 。 これ

は単に感覚のみではなく、コンクリートに対する防火、防音上

の安心感と、金属に対する熱伝導や腐蝕に対する懸念も潜在的

に加わっていると思われる。

最近某社は、アメリカのれんがノ f ネルメーカーから技術を導

入してれんがノ ぞネルを試作し、すでに笑験段階にある 。 これは、

れんがをコンクリート板に貼り付けたり打ち込んだりする従来

の方式ではなくて、何総11れんがを、特殊な合成高分子のエマ

ルションを j昆入したセメントモ n 'タルで貼り重ねてノ ぞネルを作

るもので、従来の組柏造の常識を破る画期的な工法である。

。

いずれにしても、将来の外壁構成材の主流が、パネル化へ移

行するとすれば 、本来、建築の外壁が必要とする防水、防音、

断熱あるいは、防火などの一般性能と、地域の環境条件に対す

る特殊性能、すなわち防雪 ・防凍あるいは、高度の断熱などの

性能を充分に具備するための材質とその構成を再検討する必要

がある。

すなわち、 地域環境に対するパネル自身の材質、形状および

ジョイン卜の構成のほか、外壁全体の形状、笠木 ・庇・水切 ・

開口部廻りの取り合いなどの納まりをこれらの条件下で、必要

にして充分な性能が充足されているかどうかの合理性を追求し、

建築 と社 会/ 1978年 4 JI ザ 2 7  



それらをきめ細か〈規準化する必要がある 。

。

数年来、 既設建物の外壁における亀裂 ・破損 ・漏水の事故が

きわめて多〈、外装の剥離 ・剥落 ・劣化は目に余るものがある 。

これらの多くは、その仕上げの材質によるも のはカ‘ りではな

くて、その下地の外壁の構成に起因すると思われるものがきわ

めて多い 。 とくに、下地の水蒸気または水分の始末が不完全な

ことに起因すると思われる事故が多発している 。

建物は、基礎を含めて、水蒸気の影響を合理的に防止すると

ともに、建築構造体内の水蒸気の排出を計画する必要がある 。

このことは、外壁の構成を設計する場合にきわめて重要で、、原

則として、外壁構成体内の水蒸気の始末を配慮しないと、内部

結露によって、その断熱性が著しく低下するばかりでなく、そ

れらが氷結 ・気化する際の膨張によって外装の剥離 ・剥落の原

因となるからである 。

このことは、外壁の構成材がノ マネル化された場合にも適合す

ることで、理論的には、二重構造化する必要がある 。すなわち、

単体のパネルとする場合にも、必ずパネル内の通気を考慮、しな

ければならない 。

。

現在、住宅公団その他で既設建物の外壁の改修が検討されて

いる 。 それは主として、コンクリートの亀裂、空隙の充填と長

期的な美装材の選定である 。 それらの外装の補修または改装は、

単に仕上塗装を再施工するだけでは完全ではあり得ない 。

一般に使用されている合成樹脂系の外壁塗装材料に下地から

の剥離事故が多いのも、上記の要因によると思われる 。 それら

の損傷の原因を検討し、その構成の欠陥を是正しない限り、再

び短期間に同様の結果となることは自明である 。すなわち、亀

裂や空l療の充填とともに排気システムの設定が必要で、これら

の仕様を規準化しようとする試みが、すでに検討され始めてい

る。

私は、年来、建物の屋根および外壁 は材料の別を間わず、 5

つの段階に構成きれなければならないと考えている 。すなわち、

外側から順に、曝露層、 j威圧層、防水層、断熱層、防湿層であ

る。屋根と壁とではその外国の影響の様態も異なっている 。本

文の対象は外壁の曝露層の仕上げまたは、仕上げを兼ねる曝露

層に当たる 。 したがって原則として、つぎのようなことが、外

壁の構成上の要点であろう。

① 曝露層のみ単層て、完全な 防水性能を保持させようとする

ことは誤りである 。

② 曝露層には、耐久性の大きな材料を用いるべきである 。

劣化 ・変質しやすい材料は、本来不適当である 。

③ 時暴露層に気密な材料を用いる場合には、下地の水蒸気の

28 

自然排出を考慮、して、そのための措置を忘れてはならない 。

したがって、外壁塗装材は、その耐久性と通気性の点から、

無機質を主材とするものの方ヵ、望ましい。

無機質系の塗材は、 一般に下地の挙動に対応しにくい欠点が

あげられるけれども、 2 m X 3 m内外の程度に区分された面積

においては適当な合成ゴムエマルションを固形分換算セメント

重量比2 0 %程度混入することで、充分の接着性と対挙動性とを

充足し得ることが実験によ って確かめられている 。

しかし半面、セメントモルタルなどの吸水性の大きい無機材

による層が、直接外気に曝露された場合、表面の劣化および破

損がはなはだしく、とくに寒冷地では、冬期吸水した水分が凍

結して凍筈を発生する 。 その対策として、セメントモルタルま

たは石材の表面に、その劣化または凍結を防止するために、 i参

透性のよい防水材を塗布して表面から 3 - 15' %i 参透させる工法

がある 。私はこれを第 3 の防水工法と呼び、在来の塗膜 ・積層

工法およびマステ ック工法と区別している 。 この惨透工法はモ

ルタルの表面に別の層を形成するものではなくて、下地の表層

その ものを防水性のよい層とするところに特色がある 。ア メリ

カでは、かなり以前からこの種の材料および工法が開発応用さ

れ、コ ンクリート製品の表面劣化を防止し、同時に美装を兼ね

る製品が用いられている 。この種の製品には、黒色のもの、カ

ラフルなもの、透明なものなど種々あり、用途に応じて使い分

けられている 。

ただし、この種の材料はいずれも通気性は、余り期待できな

いものが多いから、その層を曝露する場合には、下地材の裏側

または基材の内部に通気させる方策を採らないと、夏季または

冬季に高湿な地域では逆効果となることと、材 J丘にもよるカ、耐

久性は 3 - 10年なので、その耐用年数に応じて定期的に仕上塗

装を繰り返す必要がある 。

。

わが国の建築が、アメリカ摸倣の風潮からようやく独自性を

とり戻すとき、外壁は形状的にも単純な平面で、材質、色彩も、

通気性のある無機質の湿式厚付け材がさらに発展して I爆露層と

しての所要の性能を充足するか、あるいはれんカ、なとーの断熱性

のある基材を下地としてその上に塗り付ける型式となるか、い

ずれにしても、 パネル化された外壁構成材の仕上材として、無

機質系の、重厚で、淡白な色調のものが、新しい日本的感覚と

して主流となるであろうと、私は予想している 。それは、スイ

スやドイツに見られるよつな、白と黒との対照を主なトーンと

する落ち着いた意匠が、伝統的日本建築の美的構成を云々する

までもなく、安定した日本的感覚に適わしいと考えるからである 。

( こばやし たかよし 砧建築技術4>務所)



外壁には 、建物の用途、構造、立地条件等によりいろいろな化粧

材が使用されているが、いずれも風間雪、出湿度、紫外総、大気汚

染等の厳しい条件に而.t えるものでなければならない。

この化粧用材料は木材、各種左官材、石、煉瓦、陶磁器質タイル、

石綿スレート、鉄板等て¥一部を |徐いてはその材料が持つ固有の色、

テクスチャー、物理的機能を利用し塗装を施さずに使用するのが普

通であった 。 ところが施工技術の進歩や軽晶化 、 プレハフ。化に伴い、

前 記 化 粧 材 の ほ か に 精 度 の 高 い コ ン ク リ ー ト 化 粧 打 放 し 、 P .C 、

A L C 、アルミパネル、耐候性鋼、 G R C 、石綿成型品等種々の材

料 に 「 塗 装j を 泊 し て 利 用 さ れ る 傾 向 が 'J !1i くなってきた。このよ

うに多様化した外壁材の塗装を考える場合に最も大切なことは、その

基本となるものを正しく理解して正しく応用することである 。

なお本稿で取り上げる塗装材料は J A S S 18 の塗装工事と J A S S

231吹付工事の範囲内のものとする 。

1 . はじめに

外壁塗装材料

設 計 上 必 要 な 知 識

と留意点

吉 川 平

2  . 外 壁 塗 装 材 選 択 の 基 準

外壁塗装材は種類が多く選択に迷うことが多いが、何をどのよう

に塗るかを考える場合の基準となるものを務理すると、つぎのように

なる 。

1  ) 塗装の下地材料は何か ( 鉄 、アルミニウム、モルタルetc )。

2  ) 建物の澱境はどうか。

3  ) 材料の表面状態はどうか ( 錆 があるか、目途い、不! 塗があるか、

乾き具合はどうか )。

4  ) 工期はいつ、どの時点でどれくらいの期間か。

5  ) どのような色艶、テクスチャーがほしい

か。

表 1 塗料の種類 と性能・適応褒
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l  ｾｽｪ 火材料［ｴＲＮ定 O印のみ該当

6  ) 予算はどれくらいか 。

7  ) どの経度の耐久性が必要か。

以 上 7 項目を検討して、予算と性能のバラ

ンスのとれた塗料を選ぶべきである。

2  - 1. 塗 料 と下地材との関係 外 壁 下 地 材

と塗料には、その組成によりそれぞれ種々の

性質があり、その組み合わせには述、不通が

ある 。 そこで下地材料の性質を充分に把握し

ておくことが必要になる。たとえばコンク リ

ート、モルタルなどは、打設または塗り付け

直後は大量に水を含み、アルカリ性を呈し、

佐燥とともに水分が蒸発し、空気中の炭酸カ‘

スを吸収して表面から次第に中和していく。

塗装の際には、つぎの 2 点に留意する必要が

ある 。

1  ) コンクリー卜の乾燥j支

2  ) 表面のアルカ リ皮 ( pH)

2  - 2. 建物の環 境 常に潮風にさらされる海

浜 地'Hf とか亜硫酸ガスの多い工場地幣では、

使用する塗料もそれにふさわしいものでなけ

ればならない 。一般に考えられることを 列 記

すると、

1  ) 水分や湿気を受けやすいか。

2  ) 温度( 春夏秋冬、温暖I也、寒冷地)

3  ) 酸 、アルカリ の洛液とガス

4  ) 光線 ( 紫外線)

挫築 と社 会/ 1978年 4 月号 29  



また地理的環境としては、つぎの地域が考えられる 。

1  ) 都市

2  ) 海岸

3  ) 工業地' 箭

4  ) 田園地帯干

2  - 3  . 素地調整 素地を、塗装するのに最も適した状態にするこ

とを素地調整という 。たとえば鋼材の場合、素地調箆( サビの除去)

がよければほぽ完全な防錆ができる 。 したがって鋼材の塗装はサビ

孫としの程度により著しく防蝕効果が変わることになる 。

3  . 外 壁 塗 装 材 料 に 求 め ら れ る 性 能

前項 2 で塗装材料の選択基準を記述したが、これらを満足するた

めには、塗料につぎのような性能が必要となる 。

1  ) 色、光沢、バターンが美しいこと

2  ) 塗料自体の安定性

3  ) 塗装作業性

4  ) 乾燥硬化性

5  ) 補修の難易

6  ) 安全および無公害性

7  ) 素地との密計性、耐衝撃性

8  ) 耐洗浄性

9  ) 耐候性 ( 変槌色 ・白:!J!i:化 ・亀裂 ・ふくれ)

10) 耐水性、耐アルカリ性、耐エフロレ ッセンス性

11 ) 耐汚染性

4  . 各 種 外 装 材 の 塗 装 に つ い て

4  - 1 . モルタル、コンクリートなどの塗装 これらの材料は乾燥が

充分でないとアルカリ度が高〈、塗料の付恭力の低下、変色、しみ、

ふくれ、流れなどをおこすが、一般に含水率1 0 %以下、 pH8. 5- 9  

以下であれば塗装可能とされている 。 コンクリートやモルタルは治

浄な空気や水中では半氷久的に安定しているが、外部から化学作用

が加わると侵食され被害を受ける 。 したがって適当な時期に お主装に

よって保護することが必要になる 。

4  - 2  . 鉄鋼の塗装

4 - 2 - a  外公にさらされる鉄鋼の塗装を完全にする必要最少限

度のことは素地調盤につきる 。鋼の表面は普通黒皮で額われている

が、黒皮の厚さ、組織、性質などはその種類によ って異なる 。ゆる

くついた黒皮は鋼の腐食を促すので除去するのは当然であるが、堅

くついた黒皮の処置については完全に除去するのが得策ばかりとは

いえない 。黒皮は安定した化合物なので、いつまでも鋼表而に国治

していれば鋼の不動態化に役立って防食上有利であるが、笑| 努には

折り曲げ、衝撃、寒暖のくり返しで割れたり争I j がれたりする 。 とく

に黒皮が露出鉄面と共存して水が作用すると腐食が起こり、黒皮に

くらべて露出鉄面が少ないとその部分に腐食が集中して孔食が起こ

る。充分な錆おとしを行わないなら堅い黒皮を残して塗装するのも

一つの方法て‘ ある 。

4  - 2  - b  素地調整とさび止めペイントとの闘係

1  ) さび落とし方法 (程度) と塗料の種類の関係はさび止め効果に

大きな影響がある 。

2  ) さぴ孫としが完全であれば塗料の種類による影響はあまり見ら

れない。

3  ) さび落としが不完全なれば油性系や長油性の半合成のビヒクル

を用い鉛丹 ・塩基性クロム酸塩 ・シアナミド鉛などを含むさび

止めぺイントが良い 。
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4  - 3  . 亙鉛メッキ鋼材の塗装 亜鉛メ ッキ鋼材に塗装する場合、

塗料の選定を誤ると所期の性能が得られず、塗膜のはがれを起こし

たりすることがある 。 これは表而構造がち密で. i f l ! . ij 莫の足掛かりがな

いことや、: ! J [ i j 告の活性が大きく表商用にできる間変化: ! J ! i : 鉛の府が素地

金属よりはがれやすいことが原因の一つである 。 このような事故を

防ぐため、在来から、つぎのような手段が講じられている 。

1  ) 長期間 ( 6 ヵ月) 屋外にさらして、表面に商変化亜鉛の府を作る 。

2 )  1) ん酸またはクロム般などを用いて表面処理を行い、足。卜かりを

つける 。

3  ) エ ッチングプライマーのおE装を行う 。

上記の 3 つのうち、いずれかの処理をした上、さび止め塗料を塗

るのがよい。

4  - 4  . アルミニウムの塗装 アルミニウム .ffi.Hの冷装 Li 説付の特

性を生かすため透明性が日〈、耐 11x'l' l 、耐アルカリ' ド| 、制度のよい

ワニスや、 .{i 色した続料が似われる 。 この冷宇|のほとんどはアクリ

ル樹脂系のものである 。什 ッシなどには 6，{c椴アルマイト法で依化 J:i{

膜をつけて封孔処. 1 " 11. ｦ 去、Ｇ，ｾＺ ［ i日L乾燥 F刊のアクリルラ ソカーを冷装した

り、新しいものでは般化皮股処月! と UJ rf 続装をf ，iJII ，' f ! こ行うプロセス

が開発されている 。

アルミニウムカーテンウオールのような外装材を冷装する場介に

はりん殿、クロム円安系の化成処理rr を行 ったのち、熱硬化性アクリル

樹脂塗料を塗装する 。

4  - 5  . 耐候性鋼の安定化処理 鉄のさびやすいという欠点を冷装、

メッキなどの被波材料や I>2i M(1坊食のような刀法でカバーする以外に、

欽そのものの耐{ 氏一性を向上させようとする試みが今世紀初 JIfi か ら行

われてきた 。 わが同でも開発が. i l l i み、すでに実用段附に入リ控築に

利用されている 。而村氏性鋼は似のまま大気中にさらすと初期には比

較的! 腐食が進み、のち下 j習にち訟な間変化欽の j習を つ くり、その後さ

びの進行を阻止する 。耐候性鋼の さび府が安定するのは大休 6 ヵJJ

から 1 年を要し、生成する初期のさびは赤褐色の作; r u のさびである

が、安定したさび層は環境によリかなり色調が変化 し亦補色、赤紫

色から黒褐色、黒紫色を呈する 。両H民'1生鋼を傑の まま外装に使用す

るときは、この安定さび府をいかに早く っ くり、初期! の流出さびによ

よる外装材などの汚加を防止するかが問題になる 。 さび安定化処J 1rr

は鋼材から JJII 工製作された日1¥村に付し て行われ、通常、工場処J 11! と

先日設現地処J 11!.! 二分け て処却される 。下地Ji!. ! : J1i l .と_I : 冷りによ って耐11定

性鋼 の ＮＦＺｉ Ｈｩｪに彼介冷肢を形成 さ せるも の で、下地処 ｬＧｲｲ は銅 ＱｾＱ Ｈｴｪ の Ａｾｊ

ーな両変化を促進し、 卜y全りはさびの iJIUI ¥をおさえて、安定さびへの

転換を促す作用をも っている 。 この彼イ子被綬は 8 - 10年経過する 1:¥1

に消火して安定さびに置換され、この 1::1 流出さびによる汚染はほ

とんど生 じないとされている 。このさび1;_:iE化処J 1j ¥の主同的は、似

{ 変則の| 燃に問題となるさびの i丸山を| 坊ぐこと、および初'J1引の外観を

良くすることにある 。 したが って処理を施した場合でも安定さひカ、

生成するために必要な条例 二 は ｊ ， ｈｾＨｬ 万には保使用の場介と同じと巧え

てよく、保使用にくらべて {I，II 約条件はか主リ緩和される 。 しかし、

いずれにしても、 r  iJId L さびJ による汚染は起こるので、汚れやす

し、大!' i l . :?I やコンクリート 1Mにストリ ンプペイントや li _ i l ! i : 化しやすい

冷料を冷 ーっ て汚染防止をはかるとよし、。 さび安定化処J 1I の 詳細11につ

いては処理専門会ねまたは処ｊＱ Ｑ Ｑ Ｎ 液メーカーの資料を参 ｮｾ されたい 。

5  . 外 壁 塗 装 材 各 論

現イE 多〈使用されている数種にしぼって、その性能、特徴などを

記述する 。

5  - 1. 合成樹脂エマルションペイント 合成樹脂が水中に分散し



ている乳濁液を合成樹脂エマルションクリヤーとし、い、素地押さえに用

いる 。合成樹版エマルションクリヤーで、作ったノ f テが合成樹脂エ 7

ルションパテであり、着色顔料とクリヤーを練り合わせたものカ、合

成樹脂エ 7 ルシ ョンペイントである。 使用する樹脂により大別し て

酢酸ビニル系 ・合成ゴム系( ポリスチレン ・スチレンブタジエンな

ど) ・アクリル系 ・へオパ系などいろいろあり、性能にも特長があ

る。塗りやすく、比較的乾燥が速く、7 / < が蒸発するに従い、徐々に

多孔性皮膜を形成し、つや消しあるいはややつやをもっ仕上がリに

なる 。 施工中引火の心配がなく、乾燥塗朕は水洗いができ、かつ耐

薬品性も比較的よいので、室内外の壁塗用として使用量が増加した 。

乾し、た色は乾燥前の色より濃くなる 。 l 極 2 種とに分けられ、 1 穏

は主として外部用、 2 稀は主として内部用となっているが、 l 純は

屋内の水のかかりやすい場所にも適している。

5  - 2  . 塩化ビニルエナメル 塩化ビニルワニスと顔料を練り合わ

せて作った液体である 。 ラ y カーエナメルと同様溶剤の揮発によっ

て塗膜が形成されるので、乾燥H寺院lが者しく短〈、低温でも乾燥す

る。不揮発分が少なく乾燥塗膜が比較的薄 〈、シンナーを加えるこ

とにより 11欠付 ・はけ塗とも 可 能 であるが 、 シンナーはかならず製造

会社指定のものを用いむければならなし、。また 下 塗 用 ・中 塗 用 ・

上主主用の像料も製 iii 会社桁定の- 11 した製品を用いなければならな

L 、。

塩 化 ビ ニ ルt全米|は l耐水性、耐薬品性などが非常ーにすくれているが、

共l Ti . 合体 l ドの広化ビニルと酢椴ビニルとの ;II IJ 合 により性能に差を生

じるので J I S で も 一 般 用 ( 1符およ び 2 的 ) と 耐 薬 品 用 ( 3 粍) に

分けている 。一般則のうち、 I 慢は主として l吸収性の而の塗装に、

Ｒ 開は ｾｉＧｉ 吸収刊ーの ｬ 師の塗装用となっているが、前者はつゃなし、後

者はつゃありと々えてよい 。

5  - 3  . アクリルエナメル メタアクリル円安エステルを主体とした

ワニスと顔料を繰り令わせて作ったエナメルで、熱可塑性と熱lilJ.i化

'1'1:の 2 純 U[ があり、この塗料は高祖にさらしても比較的変色しにく

く、 i{t. 肢は強制でノ〈ク跨耐久力にすぐれ、耐水性、耐アルカリ性、

耐 般'1'1: がある 。

5  - 4. アミノアルキドエナメル 一般にはメラミンアルキド樹)m

系カ、大半で、メラミン主主料の名で親しまれている 。 J I S では焼付楓

l支によリ l 純は 140' C 、 2 toll 120'C 、 3 符 100' C を襟 tいとして、可

動間仕切、銅製位以，、フ ァンコイルカバーなどに使用されて い る。

プライマ一、パテ、シンナーなと 、い ずれも専一用 のものを 用いなけ

H ばならない。

5  - 5  . ポリウレタンエナメル l 液型 のものと 2 液型のものがあ

リ、 l 液711 は ilh変性721、湿気硬化型、および高温; 焼付型の 3 般類あ

る 。 ｩｬｬ Ｑ 変性別、 ｩ，ｬ ｦｾＨ 硬化型 ｬ は木部、 ｪ 末而や建具のクリヤー仕上げに

用いる 。 2 液 J¥リは{ 氏 i} lIi硬化性が良く、木書11、金属、プラスチックゴ

ム、コンクリー卜、紙、皮革などにも付活性がすくれ耐衝撃性、耐

! 字、粍性、 6更さ、に万能性がある、また耐薬品性、耐水性、光沢にす

ぐれているが日光によって賞変する欠点がある。この欠点を解消し

た非武変性イソシアネート硬化斉IJ を用いたものはすぐれた耐似性を

もっている 。

5  - 6  . フタル駿 エナメル 油性系合成問) J 旨 を溶解したものを一般

にワニスといい、これに顔料を十分に練り合わせたものをエナメル

という。フタル椴ワニスは主として然水フタル酸 、グリセリ ンおよ

び乾燥性の )J旨肪 ilhをおもな原料として反応させ、溶剤でうすめたも

のであり、フタル般ワニスを用いたエナメルがフタル酸エナメルで

ある。これは不揮発分が少ないため塗膜が薄い欠点があるが、耐候

性が大きい 。

6  . 吹付材

建 築 用 l次付材 とは建築物の化粧や保護を目的とする内 外装仕上材

で、主として l次付 けにより 0 .3 - 12mm程度の各種形状( 砂壁状 ・ク

レータ状 ・波状など) の塗膜を形成するものである。セメントまた

は合成樹脂などを結合材とし、これに充填材、骨材およ び混和材( 防

水 材 ・顔料など) を調合した製品を主材とし、シーラ塗付( 下塗) 、

主材 l吹付け、仕上材塗という工程で仕上 げ る 場合は、 下 塗 材、 主 材、

仕 上 材 が 1 セ ットで市販ざれている 。

H欠付材の種類とその性能は 表 2 による。

表 2 吹付材塗の種類による性能 ・適応表

」二 性 能 紫Jt! ! の種類 防

世世 火

乾 付 面I 面I 耐 画I 面I 木 金 モコ g号・刃ι・

燥 1民
ン

定

ア

キオ
備 考jifi 新 時

1街 E普

性
l レク

r，f! 
J レ

(  料

"VIi 水 属

タ l

(  

(  

ば昆

同基時半
粍

力

懇

硬

ろ外
ルト

等材HlJ化

性 性 性 性 性

、、ー，〆
書11 部 商

)  、、ー戸〆

セメント砂1空状

。 6 1 0  。 。 。 。 。 J IS A  6907 3  

吹 ( ，t 材向E

砂I : t ! 状吹付材

3  。 。 。 。 。

A  1 罫i 冷

。 0 1 - 。 。

J IS A  6909 

外 装 用

J IS A  6909 砂壁状吹付付

5  。 。 。 。 。 。 む ー 。

外 装 用B  官i 自主

J IS A  6910 阪府1共機吹付H

0 1 6  。 。 。 。 。 。

C  

5  

C  類 検

J IS A  6910 ト ｅ 層 ｴｾ 様吹ｻ十村
5  。 。 。 。 。 。 0 1 6  。

E  E  ｾｉｩ＠ 後

J IS A  6910 政府m様吹付材

5  。 。 。 。 。 。 0 1 6  。

R E  R  E  m ｾ佐

絞j晋1良線吹付材

R  S  Ui 塗

5  。 。 。 。 。 。 ム 。 。

J IS A  6910  

R S  

(1"1  能 。i姿、 O良、 A 可、× 不可

[目J 評価{ 京地の納町i : @最適、 O 過、ム紫地ぷ! 被必要、 不通

l  ｾｊｪ 火材料認定 ｏ のみ該当

6 - 1  下 地 Il j¥{ ，HU' ，げに@応しれJ:る下地は 、つ ぎの表 3 のよう

になる 。

表 3 吹付材仕上げと 適応する下地

コ P セ A コ し 石
ぷロ泊、

鋼

下地の種類
メ

、ノ

ン C  
L ク 新1

ン

リ っ

ク C  ス

，ミ

モ ，{ 
レ

プ 〈

耳、
/レ

タ

ネ ロ

仕上げの組t' i y  

ト ノレ
ノレ ノレ ク し、

ト 板 中反

セメント砂墜状吹1'1 材 。 。 。 xl O  X  1  X  

セメントスタッコ ｾｫ ｬ 吹イ十材 。 ム O X  I  X  X  I  X  

合成樹脂エ 7 ノレション砂壁状吹付材 。 。 。 。 。 ム ×  

セメント系絞! 荷脱線吹付材 。 。 。 x l O  X  1  X  

合成樹月旨エ " 1レンヨン系複層紋織吹付材 。 。 。 。 。 ム ×  

反応硬化形合成樹脂エ" 71レy ヨン系綾層1M機吹付材 。 x l O  x l O × ム

反応硬化形合成樹} I ¥i ' 浴液耳、絞屑打線11'大付材 。 x  10  x l O  x  10  

[注1 0 : 1軍部仕様で適応し得る下地

6  特記により下地処理を行う下I也

× ・一般に使用しない下地
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A L C パネルの表面は コンク リート、セメントモルタルにくらべ

てかなりぜい弱で粉っぽい。したがって吹付材の種類に よっては表

面の凝集破壊を生じ、はく離する。

7  . 吹 付 材 各 論

7  - 1. セメント砂壁状吹付材 セメン卜砂壁状吹付材は、セメン

ト、 消石灰、ドロマイトプラスターおよび骨材を主な原料とし、 こ

れに顔料、調湿斉IJ ( 塩化カルシウム) などを加えたもので、一般に

はセメント リシンという名称で 呼ばれており 、吹付材としては最も

古〈、また安価 であることから、現在でも大量に使用されている。

一般には上吹き材と下吹き材による 2 府吹き仕上が多〈、上吹き材

にはステアリン酸金属塩のような「はっ水斉IJJ が加えられている。

上吹き材のみで圧送ポンプによる l 府吹き仕上も普及しつつある 。

既混合形と使用 l侍混合形のいずれにも付着補強材として用いる合

成樹脂エ 7 J レションはさらに別の容器で供給される。合成樹脂エマ

ルションとしては、アク リル樹脂系、酢固まビニル樹脂系のエマルシ

ヨンまたは合成コ'ムラテ ックスなどが用いられるが、セメントと混

合したときの安定性、および耐水性、耐アルカリ性の良いものが必

要で、上吹き材と下吹き材は同一業者のものでなければならなし、 。防

火材料として基材同等第0003号の通知l認定が与えられるが、その場

合、有機物の含有iit は 5 %以下に限定されている 。

7  - 2  . セメントスタッコ状吹付材 セメントスタ y コ状 l次付材と

はスタ ッコ模様を形成する吹付材のことである 。 スタ ッコ模様の厚

さは 5 - 15mmくらいの範囲である 。吹付材の中では最も厚い仕上げで

あり、吹き放したままのものと、山の音11分をこてまたはローラーで

押 さえた模様がある 。

材料は、下主主材としての合成樹脂エ 7 ルションシーラ一、スタッ

コ模様を形成する主材、および仕上材としてのアクリル樹脂塗料と

があるが、製品によっては下塗材を用いないもの、または仕上材を

用いないものもある 。仕上材のアクリル樹脂塗料には浴液系とエマ

ルション系とがあり、前者は耐候性 ・光沢について優れているが、

後者は溶剤を用いないため作業性に優れている 。 セメントスタ ッコ

状吹付材で難燃一級に合格するものは、仕上材を塗らないものにつ

いては法材同等 ｾ￬ＰＰＰＳ 号、仕上材を塗ったものは恭材同等賞 ￭ＰＰＰＵ 号

の通則認定が与えられ、その場合、主材の有機物含有量は 5 %以下、

仕上材の有機物含有量は90g/ m'以下に限定されている 。

7  - 3  . 合成樹脂ヱマルション砂壁状吹付材 合成樹脂エマ j レショ

ン砂壁状吹付材は、セメント砂壁状吹付材のセメン卜の代わりに合

成樹脂エマルションを用いたものであり、下地に対する 付着性、豊

富な色彩、エフロレ ッセンスがないことなどが優れた点といわれる 。

外装用には、とくに耐水性、耐候性が必要で、主にアクリル樹脂

系合成樹脂エ 7 ルションが用いられ、内部用には耐候性が必要ない

ので、主に酢酸ビニル樹脂系合成樹脂エマルションが用いられる 。

また内装用には細かい骨材を用いたソフトな感党の吹付材が好まれ

る。 着色材料による区分としてのA 類は、合成樹脂エ7 ルションに

顔料を加えて着色することにより 、 自由な色彩を出せるものであり、

ｂ 類は合成樹脂エマルションに色砂、 ｾｦ 色骨材を加えて骨 材 の色調を

出すものである 。一般に A 類は樹脂リシン 、 B 類はスキン材と H乎ば

れている 。合成樹脂エマルション砂壁状 l吹付材の維燃一級に適合す

るものは、防火材料として基材同等第0004号の通則認定が与えられ

るが、その場合、有機物の含有量が15 %以下で、かつ 170 g  /  m'以下

に限定されている。

7  - 4  . セメント系複層模検吹付材 セメント系複層模様吹付材は、

下塗材 ・主材 ・仕上材をl順次吹き重ねて、総合塗膜で仕上げる外装用
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日欠付材であり、種々のパターンをもった仕上 げが特長である 。代表

的なものには、クレータ様械の多彩色仕上げがあるが、その他、凹

凸模線 ・ゆずJ l l L模 様 ・ローラー押さえ模様 ・サンダカ y ト模様など

がある 。複層棋 i隊l次イ寸材のなかで i訟も古くから 用いられ、磁器+タ イ

ルのような光沢と硬さのある外観から、一般に l次付タイルといわれ

ている 。

下塗材には、アクリル系合成樹脂エマルションシーラーが一般に

用いられる 。 主 材 は セ メ ン ト に 細 骨 材 . i昆和材を加えて 、必要

なパターンを形成するように粘性を調繋したもので、主材を着色し

て、異なった色を吹き付けすれば、多彩色仕上げ、になる 。仕上材は 、

つや出 し、着色、耐候性向上のために用いるので、 l 液型のアクリ

ル樹脂系合成樹脂塗料と、 2 液型のウレタン樹脂系合成樹脂塗料と

がある 。後者は一般にアクリルウレタン共重合樹脂であり、主主膜が

竪ろうて唱す候性にすぐれているのが特長である 。 しかし前者より高

価 であり、また微量の遊離 イソシアネー 卜を含んでし、るため 、l吹付

作業時にマスクを 用 いるなど、 人体の保護が必要で、ある。また最近

では耐候性、光沢の良い合成樹脆エ 7 ルションの仕上材も用いられ

るようになってきた 。

多彩色仕上げの場合は、主材で色彩を出すため 、仕上材には透明

なものが用いられる 。 またメタリ ック仕上げの場合は、アルミニウ

ム粉末を加えたメタリック塗料が用いられるが、最初の l 回はアル

ミニウム粉末の入らない塗料を塗り、その上にメタリ ック主主料を 吹

き付ける 。 このことは主材のアルカリとアルミニウム粉末が接触し

て反応することを| 幼ぎ、また、メタリ ック仕上げの色むらを |幼ぐた

めに必要である 。

セメント系複! 習院機吹付材は試験を行い難燃 l 級に適令するもの

は、 |坊火材料として北村 同等0005号の通則認定が与えられ、その場合、

主材の有機物含有 i止5 %以下、仕上材の有機物含有誌が90g / m'以

下に限定されている 。

7  - 5  . 合成樹脂エマルション系複層模様吹付材 主材の結合材に

合成樹肪エマ l レションを用いた政府脱線 l次付材て¥セメント系と同

様に種々のパ ター ンがあり、また多彩色仕上げもある 。セメント系

に比べて主材にひびわれの発生が少むい特長がある 。

下塗材には、耐水性 ・耐アルカリ性の良いアクリル樹脂系合成樹

脂のエ 7 J レションまたは j存液が用いられ、その何世Jl には合成樹脂の

みの透明なものと、顔料を )Jnえた7 {f色塗料とがある 。裂造業者の指

定により使い分けられるが、溶液タイプは溶剤l を使う 7 イナス而が

あるため若干問題はあるが、下地に対する段透性に優れ、7 t
V

j 色タイ

プは最終仕上げでの色むらを少なくすることができる特性がある 。

主材は耐水性 ・耐候性の良いアクリル樹脂系合成樹脂エマルショ

ンに、利市・材、無機質充填材、 1ft粘斉IJ などを加え、必要なノ ぞターン

を形成するように粘性を調主主したものである 。

仕上材はセメントの場合と同じく l 液型のアクリル樹脂系合成樹

脂塗料、または 2 液型ウレタン樹脂系合成樹脂塗料が一般に用いら

れている 。 また最近では、耐候性、光沢のよい合成樹脂エ 7 J レショ

ン仕上村も用いられるようにな ってきている 。

また新しい傾向として、アクリルゴムあるいはクロロプレンゴム

などの合成ゴムラテ ックスを主材の結合材に用い、ゴム弾性をも っ

た塗膜を形成するものが普及しつつある 。 このような弾力性のある

吹付

1り) 、ある厚さの主主膜をつくることで、壁面防水材としての性能も発

+軍できる。

7  - 6  . 反応硬化形合成樹脂エマルション系複層模様吹付材 主材

の結合材に反応硬化形合成樹脂エ 7 J レションを用いた複層模様吹付



材で、反応硬化形合成樹脂エマルションとしては、エポキシ樹脂エ

マルションが用いられ、硬化斉IJ と反応して硬化するため合成樹脂エ

マルション系に比べ耐水性 ・付着性、引張強度などがすぐれている。

ノマターンとしては 二五吹きした後「こて」またはローラー抑さえをし

たものが一般的であるが、押さえをしない凹凸模様もある 。下後材

には、アクリル樹脂系合成樹脂のエマ j レションまたは溶液、および

エポキシ樹脂エマルションなとがあり、またそれぞれについて合成

樹脂のみの透明なものと、顔料を 1JJI えた着色塗料とがある 。

主材は、エポキシ樹脂エマルションに細骨材、無機質充填材、増i

粘剤を加えた基材に、硬化斉IJ を加えて、必要なノ マターンを形成する

ように粘性を調獲したものである 。一般に基材と硬化剤の 2 液型で

あるカヘそのほかにセメントを力日えてイ変用するものもある 。E更イじ斉IJ

は直接皮 l白に触れたりするとかぶれることがあるので‘ 直接手に触れ

ないようにし、また換気を十分に行うなど、取り扱いに注意が必要

である 。

仕上材はセメント系の場合と同様に、 1 液型のアクリル樹脂系合

成樹胎塗料または 2 液性のウレタン樹脂系合成樹脂塗料が用いられ

る。 さらに最近では耐候性・光沢の良い合成樹脂エ 7 ルションの仕

上材も用いられるようになっている 。

7  - 7  . 反応硬化形合成樹脂溶液系複層模様吹付材 主材の結合材

に液状の反応硬化形合成樹脂を用いた複層紋様吹付材て¥セメント

系と同様に種々のパ ターンを形成することができる 。複層模様吹イ寸

材のパターンは、主材の粘性や l次付法によ って決まり、おおむねど

の複層模様吹付材を用いても一通りのパターンを出すことができる 。

しかし、種類によ って、一般的なノ マターンとそうでないものとがあ

る。反応硬化形合成樹脂としては、エポキシ樹脂を用いたものとウ

レタン樹脂を用いたものとがある 。エポキシ樹胞を用いた主材のノ マ

ターンは、 f訟も竪ろうて而;t7]( 性 ・耐アルカリ性、付着性にすぐれ、

一方ウレタン樹賄を用いたものは伸び、復元性に富み、下地のひび

書IJt しなどの変形にたいする追従性が大きく、壁面防水を兼ねたゴム

弾性のある外壁化粧材として用いられる 。 下徐材には、エポキシ樹

脂またはウレタン樹脂の 2 液型溶液タイプが用いられる 。

エポキシ樹脂系の主材は、エポキシ樹脂に純l骨材、無機質充填材

むどを加えた基材に、変性ポリアミン、または変性ポリアミドから

なる硬化剤を混合して、必要なノ マターンを Jf : 滅するよう粘性を調主主

したものである 。 ウレタン系の主材は、ポリウレタンプレポリ 7 ー

の ｊ ，ｾ 材にポリオール、キ ＱＱＱ Ｑ￬材、無機充填材などを似合したｬ￭ｒＡ化斉 ｉｊ を

1)11えて必要なノ マターンを形成するように料i性を調艶したものである 。

L 、ずれも 2 液2111 で、反応硬化形合成樹脂エマ j レションの場合と同様、

可使時間内に用いることが必要である 。

仕上材はセメント系の場合と同様であるが、ウレタン樹脂を用い

た主材は、コーム弾性があるので、仕上材にも伸びの大きな塗膜を作

るものが必要である 。

おわりに

塗装は被塗材の 「保護と美装J を目的とするものであるが、やや

もすると一方に片寄り過ぎることがある 。拙稿がバランスのとれた

塗装設計に役立てば幸いである 。執筆にあたり、武重な資料を下記

の文献から引用させていただきました。誌上をかりて謝意を表します。

J  A  S  S  18 塗装工事 日本往築学会

J  A  S  S  23 吹十l工 事 同 上

建築塗料と 主主装 蔵 野 亘弘若

建築の主主装 関西ペ イント (附

( よしかわ たいら 臥日建設計大阪本社参4>)
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外壁塗装材料

施工上の留意点

深 沢 明

まえカずさ

建築物の外壁塗装仕上げとしては古くから、左官の分野て"行われ

ている塗壁と 、塗装の分野で施工されている塗料による仕上げがあ

るが、近年これに加えて、各種目欠付材による吹付け ( ローラー工法

も含む) による外装仕上げが、かなりの分野を占めるようにな った。

この吹付仕上げは建築物の外壁面に下塗り ・主材吹き ・上塗り( 仕上

材 ) などの工程によるものが多く 、複層的構成に よって外装に要求

される諸性能を有する仕上げである。これらの仕上げは外壁而にあ

る種の造形的なテクスチャ一、パターンをつくると同時に、必要に

応じて着色 ・つや出 しを行うものである。そのテクスチャ一、パタ

ーンには砂壁状、ゆず肌模様、スチ ップル桜様、凹凸模様、凸音I1処

理模様、クレーター模様な らびにス タッコ状模様などがあり、その

仕上厚さは仕上材の種類によ り O.3 - 10mm程度にわたっている 。

外壁塗装 ( 吹付け ) 仕上材は近年急速に開発され たものが多く、

材料も無機質、有機質、ならびにこれらの複合型のものなど、その

種類も多岐に 亘 り、開発途上の ものなども用いられている。
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このようなことから、主主物の外装に用いられて比較的早期にひび

割れ、膨れ、争IJ れ、変退色ならびに塗膜の劣化などの故障を生じる

例も少なくない。故障の要因としては外装に用いられて l耐候性のな

し、材料を使用、不適当な下地への適用ならびに下地処理・施工時の

気象条件 ・施工技術上の種々の要因を含む施工の不備などが絞令し

た結果として現れている 。

外壁の塗装 ( 1次付け ) 工事については、 日本建築 学 会 建 築 工 事

標準仕様書 rJ A S S  15 左官工事 ・同18塗装工事」が数年前改訂さ

れ、それぞれの分野の仕上げの一部が仕様書として制定されていた。

しかし、その頃から急速に多種類の仕上げが行われるようになり、

トラブルも多くな ってきたことから 、 r  J A S S  23 日欠ゃにC'j'¥-J がil，11

定されることになり 、約 3 か年を婆して 52年末、解説せ! っきで先行

されている。

本誌での筆者の担当は* 外壁塗装材料一地工上の留立1γ とな っ

ているが、誌 l耐の関係などで十分な 内谷には至っていないので、 liij

述の J A S S 23 1次イ寸工 'F を参WI して いただきたし、 。 また本J ( [ もこの

J A S S  23 の外装に相 当する部分を引用させていただき、これを袋

約したような内谷となっていることをおことわりしておく 。

1. 一 般 共 通 事 項

1. 1 吹付工程・工法・模梯などの決定

外装塗装 ( 1次付け) 工 'F は多くの場合、設計図 』で一般名称また

は商品名などで指定されることが多い 。一般に設計者ならびに地

工管理に携わる人達の中には、この位の比較的建築材料の化学的知 ｉｉｾ 般

についての認識の欠除から誤った材料の選定あるいは材料設計がi並i

切であるかどうかの判断の甘さがあり、これが地工の不備などと政

令してトラブルのもとになることが多し、。 したがって外装の t全装 l二

事においては、実績があり、耐久性のある仕上村 を選び 、材料製造

メーカ ・地工業者の仕械に依存することが多いが、 njz付工校、各段

階の工法、主要な吹付用機材、足場および主主生 )j 法などについて

十分検討しておかなければならなし 、

日欠付工事は校機 ・色 ・つやおよび l吹付材の4承知に応じた続回数と

所要量などについて、あらかじめ定められた見本と同様の試し吹き

を大型の板または施工する予定の下地に l吹付けて見て決定すること

が肝要で・ある 。

1. 2 材料の取り扱い・ 気象およひ環 境条件

1 . 可燃性 l次イ寸村の似竹'は 、lゑl!i J として専用の山場を設け、火気に

十分主E . 立しなければならなし、。 とくに浴剤釘l を{ 米首; するときには、

消防法および危険物取締条例にす¥1;拠し 、かつii'i 火r. 号制 を1riii えてお

く必姿がある 。

ii .  ｲｍ 欠などの ［ｩＡｾ 糾を受けやすいセメント系 ｬ 次付村 の 保竹・は、 ｉＺｉｄ ノ ｫ

のかかる所や、スラブに直泣きなどをしてはならない 。

ＱＱＱ Ｎ 合成樹脂エ Ｗ ルションなどは ｦｲ ｜［ｩｾ時に凍結させたり、ゲル化し

ないように注立する 。

w  寒冷11寺の地工は、 liU!化不良 ・膨れ ・争IJ 縦 色むら・ II 撃な どの

故防が多いので、 5 'c 位!止の条件で行うように、 1I，t: かい H をii ! iん

で施工するか、シート被いなどして保温する 。降雨 . ｾｔｉｬ 胤などは

塗股ヵ、 ｬ￭ ＡｬＡ 化 ・ 泣脱 するまでに ［ｪＡｾ 轡を受け 、 じんあいの付 ｾｙ ｩ あるい

は ｬ 次付材 が ｊｉｾｩＦ して他の ｉ 凶 を汚染するなどの支障をきたすので、

その養生を万全にするか、場合によっては作業を中止する 。

V .  r:J I火性蒸気の発散するおそれのある l次付材 を地工するときは、

火 Ｗｾ の取り扱いに注ｘＡｾするとともに、通風の悪い場所での施工は、

有機溶剤lの杉響を受けないよう労働安全衛生法に基づいて作業す

る。



2  • 下士也

2. 1 外装吹付仕上げに適応する下地および一般的条件

外装日以付仕上げの種類とそれに適応し得る下地については、前崎

、、設計上必要な知識と留意点" の fJ l の表 3 を参照されたい 。

I次付仕上げは厚さは比較的議〈、下地の精度がそのまま仕上面に

現れるので、現場打コンクリートの場合など、壁商としての精度、

建物の出隅 ・ 入問 ・ ｬ ｾｦ ｊ 口苦 ＱＱ 回り Ｈ 出附・入隅・ ちり回りなどＩ ・各

階の打ち継さ' の水平目地ならびに亀裂誘発目地などの通りに注意し、

精度よく下地情えされていなければならない 。

下地の一般的条件として、つぎのような点に留意する 。

1 . 下地の不陸や接合部の目途いは、 l次イ寸材の極類、仕上l平さおよ

び表面仕上げ の状態などにより許容できる範囲とする 。

11 . ごみ ・油) J 旨・さぴならびにセメントモルタル ・コンクリートな

どのこ』まれなどがイ寸X ' rしていないこと。

iii. 1吹付材 の変形の拘束 、十分な付必強度を得るため、 l次付材以上

の強度と問1) 性を有していること 。

w  コンクリート . P C ノマネル ・A L C ノぞネノレ ・セメントモルタ l レ

下地などではひび割れ ・破J J J . . 浮きなどのないこと 。

v  1吹付材の種類に応じ、それぞれ適した条件に十分乾燥 している

こと 。

叶. 下地の取付金物 ・木ねじ ・くぎ類などは 、 'I ! i . 鉛めっきなど、十

分| 坊せい処理してあること。

2. 2 各種下地について

(1 ) コンクリート下地 コンク リート打ー波し下地凶に l次付仕上げする

ことが多いが、下地祈j 皮の不良によるトラブル、下地調桜の不備か

ら、膨れ ・ 剥れなどの欣 ｉｾｾ を生じることが多い 。 精度に ついては 、

J  A  S S  5  ( 欽筋 コンクリート工' 1 ' ; ) 11節 「コンクリートの仕上カ、

1) J に示された程度に 打抜しされていることが肝要である 。 また表

uJI は密笑で気泡や硬化不良などなく、平滑な下地而が要求される 。

( 表 1 参照)

表 1 コンクリートの仕上がりの平たんさの標準値 ( J A S S 5 . 11)

'f た ん さ タP ζ  
Jj '  

コン 7 リート町内外装仕上げ ( 巴l凸の差)

( mm)  it .  ＢＮｾ の 場合

打肱しコ ノク リート仕上げの場合、または 打放しコン 7 リート

fI : U' l -が極的て薄い場合、 その他良好な. & 3  mにつき 7 以下 じか愉投

Ｑ Ｈｉｪ状態が必ｾな場千子 .fl i じか1mリ

II : J:.I'/.が 7 mm 料品の場合、そ の他かなリ H

3 mにつき 10以F

じか吹付け

ｾｉ Ｇ む‘ ドた んさカム 必弘 ｔ な ＲＴ［ イ ｔ タイルli 守，{i

II : U' I- が7 mm以上の場合、またはドI也の彬
1  mにつき 10以下

平準 ｉＺｴ ｾＮ＠ 一

特をあまリ受けない場合 腕 紋 下 地

イ) グライン ダーなどで V カ y

トし、シーリング材を充てん

する。

ロ) 合成樹脂エマノレショ ン入り

セメ ント モルタ J レを充てんす

る。

ハ) サンダカ刊十しててj Z Ji I . にする。

図 1 コンクリートひびわれの補修要領

強を行っておく。また表面に型わ〈剥離斉IJ などが残存すると付着

不良の原因となるので、ワイヤーブラシなどで入念に取り除いて

おく 。

V . 外壁はコンクリートの乾燥収縮により、ひび割れを生じて竣工

後に、吹き降りのとき漏水の原因となる。またこの補修が見苦し

く施工されることが多い。したがって 亀裂誘 発 目 地 を 設 け て 有 害

なひび ｬｾｬｊ れを一般壁面に生じさせないようにしておき、この白地

には必ずシーリング材を充てんしておく。( 図 1 参照)

(2) P  C パネル下地 P Cパネル面に l次付仕上げされることは比較的

多〈、適した下地と言える 。l次付材仕上げの下地としては、つぎのよ

うな注意が必要である 。

1 . 述搬、組み立てH寺などに損傷 ・破. J J1した箇所は、その程度により、

外壁などに取り付けられて吹付仕上げされた状態での耐久性に支

障のないよう、樹脂モルタルによる補修、エポキシ樹脂接着斉IJ 注

入など、適切な補修をしておく 。

ii 表面のレイタンス ・型わ〈制離剤 ・剥離シートなど、 I次イ寸材仕

上げに支障となる付着物は入念に除去しておく 。

iii P  C パネルの接合音11は、カーテンウオールなどはあらかじめ層

間変{ 立を々 l直して検討された所定の取付方法、雨仕舞により確実

に取りつける。一般の場合は金物 ・ボルト ・鉄 筋 に よ る 接 合 な ど

を行って、コンクリート ・セメントモルタルあるいはシーリング

材充てんなど指定の工法により、建入れよく目違いなどのないよ

う取り付ける。

(3)セメントモルタル塗下地 コンクリート ・コンクリートブロ ック

. ワイヤラス ・波型鉄板ラス ・木毛セメント板および木片セメント

板などの而にセメントモルタル塗りした下地が対象となる 。 こ の モ ル

タル塗り施工は日本建築学会襟準仕様書 J A S S 15  Ｈ左 ￭ｾ ・工事Ｉ 3  

節セメントモルタル塗により、亀裂、剥離などの生じないよう、あ

るいはひび割れなどの少ないように施工に留意する。吹付けにかか

るまえにモルタルの浮き、著しいひび割れなどの有無を点検し、こ

れをあらかじめ処置しておく。

l吹イ寸材仕上げとセメントモルタル下地表面の仕上げの標準を 表 2

以下に吹付仕上げの下地として のお!i 度 、補修などに ついて記す。 に示す。

1 . 打放し面の不陸や按令官11の目追い ・突起などは、吹付材の種類

やその紋械により許谷できる範囲に下地調援を行っておく。

11.  コンクリート面に突出している鉄筋 ・セノ マレ ーターならびに木

片などは取り除き、穴などは樹脂混入モルタルで埋め、鉄さびの

膨娠によるはがれや汚染などのないようにしておく 。

111 . コンクリートの打ち継ぎ ・コールドジョイントおよび乾燥収縮に

よるひひ' i 1i 11れなどは、竣工後漏水のj京因となるので、適切な 1¥方水処理

をしておく。

IV . コンクリート表面に硬化不良が生じたりして著しく強度の小さ

い箇所があると、 l次付仕上げ後、塗践の剥般の原因となるので、点

検してこれらを取り除き、セメント系フィラーなどを用いて下地調

表 2 吹付材の種類とセメントモルタル下地表面の仕上げの標準

五戸淳子ベ竺!

はIt ヲ|き

仕上げ

セメント砂! 笠状吹付材
。

セメ ントスタ ッコ状吹付材
。

合成樹防エ" 7 1レンヨン砂壁状吹f'J 材

。

セメント系政 I Mm.J;'(i 1吹付材
。

合成樹脂エ" 7 1レション系複府以様l次付材

。

反応、制化 j杉合成樹脂エ" 7 1レション系複l自脱線吹付材

反応1，由化I fH干成樹脂溶液系絞階段械欧イ.J 材

金ごて 木ごて

仕上げ {土ーヒIf

。

。

。 。

。 。

。 。

。

。
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(4)A  L Cパネル下地 A L Cパネル下地は強度が小 さ く、表面も組

商でもろい。し たがっ て吹付材仕上げの うちでも、 反応硬化形合成

樹脂エマルション系複層模様吹付材、反応硬化形合成樹脂溶液系複

層模様吹付材ならびに厚塗りのセメ ン トスタ ッコ状吹付材仕上げな

どには適さない。 これは、仕上材の凝集カなどによ って 、下地の表

面を破壊し て剥離することがあるためである 。

吹イ寸材仕上げの下地 としての注意事項を、以下に記す。

i .  A  L Cパネルの取り付けは鉄骨造の外壁などの場合、建物の高

さ、桜様などに応じて、 地震、風ならびに温度変化 によるムーブ

メン トなどに追従できるよ うに検討して取り付け られていること

が必要である。

ii パネルの接合昔日の反り 、目違い あるいは充てんされた モルタ ル

のはみ出しなどは、 A L Cパネルを損傷しないように適当な方法

で取り除き、目違いなどは補修用モルタルなどで下地調整して吹

付けに支障のないようにしておく 。

iii. A  L Cパネルの運搬 ・組み立て時に損傷 ・破損した箇所は、 l次

付材仕上げに支障のないように補修しておく 。

1V . 外壁接合部の目 t也、サ ッシ粋回りなどは指定のシー リング材 を

用いてあらかじめ入念に充てんしておく 。

(5)コンクリートブロック下地 外壁に コンクリートプロックを化粧

積みして吹付材仕上げとする場合は、ブロ y クの乾燥収縮によるひ

び:，'flJ れの発生にともない 、吹 き降りのとき漏水の原因となることが

多い 。 したがって位 ・梁との取り合いおよび 2 - 3 m間悩 に主ー胞に

伸縮目地 を設け、シーリング材 を充てんしておくことカ、必要である 。

ブロックの組み和みについては J AS S 7  ( コンク リートブロック

およびれんが工事) によ り、入念に施工されていることが肝要でレあ

る。

(6)鋼板下地 外装のl吹付材下地に鋼板を用いるときは、 J ASS 19 

( 内外装工事) 10節 「金属板類J により 、亜鉛めっきなどて'防せい

処理 した下地 とし、 凹凸などな く、雨仕舞などに留意して施工され

れていることが必要である 。

×  

以上、外装のl次イ寸仕上げ、に 用い られる 各種下地の設計 ・焔工上の

留意点について記したが、これらの下地調整の詳細については誌面

の関係て官IJ 愛 したので、 J ASS 23'次付工事を参照されたい。

3  . 各種吹付け仕上 げ の 施 工

3. 1 吹付工法の一般共通事項

1 . 施工に先立ちあらかじめ、吹付ー仕様 ・吹イす模様 ・吹付工程 ・下

地条件 ・I次付足場 ・l吹付機器などについて施工要領舎を 作成し、

工事管理にあたる 。

ii I次付用作業足場は、 l次付面と足場との間隔に ついて、 1次付材の

種類 ・模様などを考慮し、吹付作業に支障のない距離ーを保つよう

に架設する。一般には壁面から 30- 4()cm離し ておくと よい。

111 . 外壁の吹イ寸仕上げは他の仕上げ而の養生のほか 、かなり遠〈へ

飛散するので、十分な養生を行う。

iv 吹付材料は使用 に先立ち 、材料の分離 ・風化などのないものを

用いる 。

v  I次付材料は機械練りを原則とし、均質に混合して用いる 。 とく

に反応硬化形合成樹脂エマルション系および合成樹脂エマルショ

ン系複層模様吹付材は、 気泡を巻き込まをいように注意する 。 ま

た練りませ' 量は気温および吹イ寸施工能力を 考えて l 回の訟を定め 、

可使時間以内に用いる 。

¥11 . セメント系吹付材を吹く下地で吸水位のある下地は適度の湿り
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気をもって いなければならない。 またそれ以外の下地は吹付材と

の付着が損なわれない状態とする 。

表 3 下地の乾燥期間の標準

下 地 材 料

コンクリート

セメントモノレタノレ

冬 季

28 日

21日

V11  I次付けは、スプレーガンのノズルを下地面に対し て直角に保ち、

模様むら ・吹き継ぎむら ・吹き残しのないように注意して施工する 。

スプレーガンの種類、ノズルの 口径 、吹付距離な どの吹付条件は

材料あるいは模様によ って異なるので、あらかじめ吹付見本作成

時に決定しておく 。

V111 . 吹付施工後の養生は、セメン ト系の場合早期乾燥によるドライ

アウトを生じないよう、通ＩＡｩｬｾ . 日射 を避けるよ うにシート養生を

行い、かつ心要に応じて散水養生などを行う 。

吹付面の足場ばらしは、仕上回 を損傷しないよ うに注意して行い 、

足場つなぎの駄目部分は l次付業者と事前によく 打ち合わせし 、ネ111

修計画をたてておき、見苦しくならないようにする 。

3. 2 セメント砂壁状吹付材( セメントリ シン ) 仕上げ

1 . 下地はコンクリート . P Cノマネル ・セメントモルタル ・A L C  

パネル ・コンク リートブロックおよび石綿スレートとする 。

A  L Cノf ネルは 吸い込みが激しく、 吹 き付けたリ シンがドライア

ウトするので。合成樹脂エマルションシーラーを塗布しておく 。

11 Ｎ 下地 の 不陸 、 目迷いなど の ｩｵ ｬ ｴｬｾ［ 惑には、 外壁 の 場合 は 必 ずセ メ ン

ト系 フィラーまたは合 成樹脂エマル ション ｩｬ ｾ 入 のセメントペース

トまたは モルタルとする 。エマルションノ マテを用いるとアルカリ

性の水などに侵されたり、膨il品l して膨れ ・制れの原因となる 。

iii コンク リート打放し函 . P Cパネル蘭および石綿スレートのよ

うな平滑面は 、下吹材に合成樹脂エマルションを混入してイ寸ポ性

を高める 。

ル. 砂壁ti¥Pj ( 付材C仕上げの工桜 ・材料 ・調合・所要虫 ・主主回数およ

び間隔 JI寺聞などの標準を 表 4 、 5 に示す。

表 4 砂壁吹付材 C 仕上げの工程 ( 2 固吹き)

調 dロh  所 J長 滋 権 1111 隔 時 1111 ( h )  

工 位 キ者 事L 回

( 盛量比 ) (kg/ m'  )  数
工 位 liIl 最 終 誕 生

下

砂ｾ状吹付材
100 

C の下 吹 き 材

0 .8 - 1  

l 吹

セメ ン ト脂混 和

用 合 成 樹 エ 。- 10 2 前 後

7 1レション

き オく

製 造 業 者向

指定による

上

砂 1翌状吹付材

100 

C 向上 吹 き材

0. 8 - 1  

2 吹

セメ ン ト月1昆旨和

用 合 成 樹 エ 0 - 1 0  l  3 ι A  j 二

て7 1レショ ;..-

き 水

製 造 業 者向

指定による

表 5 砂壁状吹付材C 仕 上 げ の 工 程 ( 1 回吹き)

コ二 f'i キt 事十

制 合 所 要 抵

数強回 批格発生時 1111 ( h  )  

( l l U注比) ( kg/m'  )  

ー七

砂 i世状吹付材

100 

C 向上 吹 き材

1.5 - 2  

セ 〆 ン ト 温 和

I 吹 用 合 成 樹 脂 エ 0 - 10  3 以 上

7 1レショ ン

き 水

製 造 業 者の

指定による



3.3 セメントスタッコ状吹付材( 吹付スタッコ) 仕上げ

i 適用する 下地は、 コンク リート ・P C パネル ・セメントモルタ

j レおよ び コンク リート ブロックとする。

11. 仕上げの工程・材料 ・調合 ・所要量 ・塗回数および間隔時聞の標

準は 、一般の場合 ( 吹放しの粗面のまま) は 表 E に、凸部処理の

場合は 表 7 に示す。

表 6 セ メ ン ト ス タ ッコ 状 吹 付 材 仕 上 げ の 工 程 ( 一般)

関 合 所 要 最 塗 !日1隔時間) ( h )  

工 縫 材 料 回

( 盆最比) (k g / げ)
数

工程内 工程問 最終養生

( 1 ) セメントスタ

下 y コ状吹付材 100 0. 1- 0. 4 

(1)  

の下主主材

1 - 2  0. 5以上 0. 5以上

塗 水 製指造定業者の

による

セメン吹トスタ

y コ状材 付材 100 

王 の主

5  - 1 5  

2  材吹

セメン樹ト1昆和

用 合 成 脂 エ 。- 10
1  - 2  24以内 24以上

マノレション

き

水
指製造定業者の

による

(1) セメントスタ

上
ッコ状吹付材 100 0. 2- 0. 6 

(3) 

の上塗材

1 - 3  3 以上 24以上

主主

水または薄め
指製造業者よの

液 定 に る

[ 注1 ( 1 ) 製造業者の仕械または特記によリ省略することができる 。

表 7 セ メ ン ト ス タ ッコ 状 吹 付 材 仕 上 げ の 工 程 ( 凸 部 処 理 仕 上 げ )

キオ 料 部1 ぷ口入
所喜za 望量 1: J 腕時間 ( h )

工 程
(  ) 内は仕上処

( 重量比) ( kg/ m') 
回

理置を示す

数 工組内 エ程問1 最終誕生

(1)  

のセッ下メコ状主ン主吹トオ付ス材タ下 100 0. 1- 0. 4 

(1) 1- 2  0. 5以 上 0.5.以上

主主 水 指製造定業に者よ向る

ヨ」
セのy 主〆コ状材ン吹ト付ス材タ

100 

キオ

用セ合メ成ン樹ト泌脂和エ

5 - 15  

2 吹 。- 1 0 1 - 2  24以内 0. 5前後

き 7 ) レンヨン

水 指製造定業に者よ向る

3  処凸音理11 こててますた申はロー

ラー さえる
24以上

(1) 

材セy のメコ状上ンの主ト主吹材スイタ，) 上 100 0. 2- 0. 6 

(4) 1- 3  3 以上 24以上

主主
議または薄め

指拠定造業に者よのる

[注J ( 1 ) 製造業者の仕様または特言白こより省略することができる。

3.4 合成樹脂エマルション砂壁状吹付材( 樹脂リシン) 仕上げ

1 . 下地はコンク リート . P Cパネル ・セメン トモルタル ・A L C

パネル ・コンク リー トブロックおよび石綿スレートとする 。

ii A  L C パネル、 軽量コンクリート、コンク リートブロックなど、

吸 い込みの大きい下地や部分的に下地補修された面は著しく吸い

込みが異なるので・合成樹脂エマルションシーラーで全面に吸い込

表 8 砂 壁 状 吹 付 材 E の 外 装 用 A 類 仕 上 げ の 工 程

昨:.1 合 f; r' l芸品 主主
/111隔 時 間 ( h  )  

工 桟 bオ 料
図

( 耳I鼠比) (kg/ m' )  
数 エ位内 工程! 日l

司最駐
料生

(1) 

砂E 壁的状外吹付用材A  0. 1 

下

劃I下塗装周

100 

- 0. 25 

(1)  

l 以上

E量 オく
指製定造業者向

による

上

砂E 5の2状外吹装付用材A  

100 1 - 2  

2 吹
劃1

1 以上 16以」ニ1- 2  

き

指製造定業に者よ向るオく

[注1 ( 1 ) 上吹きを 2 回行う場合は下塗を省略することができる .

表 9 砂 壁 状 吹 付 材 E の 外 装 用 B 類 仕 上 げ の 工 程

1調
ぷ口入

所襲五t 塗
IHl 隔時!日，) ( h  )  

工 位 キt 料 回

( ill 鼠比) (kg / rn') 数 工 総 内 最終誕生

上 砂 ｅ の ｾ外状装吹用イ ｴ ｬｂ 材 J航 100 1. 5- 3. 0 

l 吹

指製定造に業者 の

2  2 以 上 16 以 上

き 水

よる

み止めを行う 。

1Il 樹脂 リシンは 、 JI S  A  6909 ( 合成樹脂エマルション砂壁状吹

付材) の外装用に規定するものを用いる。

lV . 外装用 A 類仕上 げの工程 ・材料 ・調合 ・所要量 ・塗回数および

間隔時間の標準は 表 8 により、外装用 B 類仕上 げの工程は表 9 に

よる。

3. 5 セメント系複層模様吹付材( 複層吹付材 C ) 仕上げ

1 . 下地はコンク リート ' P Cノマネル ・セメントモルタル ・A L C ノぞ

ネル ・コンク リートブロックおよび石綿 スレートとする 。

11 仕上げの工程 ・材料・ 調合 ・所要量 ・塗回数および間隔時閉め

標準は 、一般の場合( 吹放しのままの粗面) は表10、凸部処理仕

上げの場合は表 11 による 。

表 10 復 層 吹 付 材 C 仕 上 げ の 工 程 ( 一般)

制 合 所嬰五t
塗

/11)隔時 111) ( h )  

エ 位 年者 料 回

最有島
生終l ill 位比 ) Ikg/ m') 数 工筏内 工筏1:11

下

復府吹付材 C

100 

0. 1 

下 権 材 - 0. 4 

l  1- 2  0. 5以上 0. 5以上

望昆

製造業者 向

水 指定による

組j日吹付材 C

100 

1. 0  クレ ー タ

ヨi

主 材 - 4 . 0  院 機 l 以

2  I  H  
1- 3  内 5 以上

吹

製造業者 向 凶 ｉｾ 悦織
き

水 指定による 1 以上

f上

+且! 日吹イτj 材 C

100 

0. 2 

仕 上 材 - 0. 6 

3 上
2- 3  3 以上 24以 上

材

水または薄め 製造業者 の

盤

液 指定による

表 11 復 膚 吹 付 材 C 仕 上 げ の 工 程 ( 凸 部 処 理 仕 上 げ )

宇寸 料 曹司
〆ロ。、

所要最 塗 1111隔時 IUI (  h  )  

工 位
(( )  内は) 回

仕上処理 ( ill 位比) (kg/ m' )  数 二Cf 'i内 工程/ 1 1 ' 1 級料誕生

阪府吹十l 材 C

100 0. 1- 0. 4 

下 下 段 半々f

l  1- 2  0. 5以上 0. 5以上

水

裂造業者 向

主主 指定による

主 復1M吹付材 C

100 1. 0- 3. 0 ローラーf以ま'1' 

キオ ヨi 中寸
たはこ て

2 吹 1 - 2  
l 以上

内さえは l

サンダ

き

水

製造業者向

がけは以内6 以

指定による 上24

凸
(こラて まて守た甲はロー

24 以 上

部
ー さえる

3 処

理主
( サ ンダがけ )

24 以 上

f上 政府吹付材 C

100 0. 2- 0. 6 

上 仕 上 材

4  キイ 2 - 3  3 以上 24以上

主主 水 ま た は 製造業者 向

7耳 め 液 指定による

3. 6 合成樹脂エマルション系復層模検吹付材( 復層吹付材 E ) 仕上げ

i . 下地は、コンクリー ト . P Cパネル ・セメントモルタル ・コン

クリー トブロック ・石綿スレートおよび A L C パネルとする。

11. 仕上げの工程 ・材料・ 割合 ・所要量 ・塗回数および間隔l時間の

標準は、一般の場合は表12によ り、凸音11処理仕上げの場合は表 13

による 。

37 



表 12 複 層 吹 付 材 E の 工 程 ( 一 般 )

J刈 ぷE勤Z、 所 要 最
主回主

IUl 隅時/ l 1I ( h )  

工 程 材 料

(1!l 吐比)
(  kgj m' )  数 工 程 内 工 程 ral 政終j量生

下

館1M吹付材 E

100 0. 1- 0. 4 

下 塗 材

l  1- 2  0. 5以上 0. 5以上

塗

I専 め 液 製造業者の

ま た は 水 指定による

2 王H  

被府吹付材 E

100 1.0- 3 .0 

ぷ 材

1- 3  0. 5以内 24 以 上

砂、

製逃業者向

き 水

指定による

阪府吹H H E

100 0. 2- 0. 6 

3  上材it 

仕 上 村

2- 3  3 以 上 24 以 上

I専 め 液 製i主業者向

塗
ま た は 水 指定による

表 13 復 層 吹 付 材 E の 工 程 ( 凸 部 処 理 仕上 げ)

.羽
ノr←、s、 1叶 袋 詰 Vす1 IHI 限時/ l lj ( h )  

工 位 1)内 山 月
凶

ｦ 叫 Ｑｾ
( 重量比) (kgj m') 数 工 程 内 工 位 IHl 政終往生

下

復府吹付材 E

100 0. 1- 0. 4  

lニ 食 材

l  1- 2  0. 5 以上 0. 5 以上

町民

F事 め 波 製造業者の

ま た は 水 指定による

主

紋! 日吹付材 E

100 1. 0- 3. 0 

主 材 0. 5 以上

2 吹4きt  1- 2  0. 5 以内

水

1) : 1泣業者の
l 以内

指定による

凸部
( こてまた はロ

24 以 上

3  処理 ーラー押さえ)

{土'

復帰吹付材 E

100 0 .2- 0. 6 

上H  

仕 上 材

24 以 上
4  2 - 3  3 以 上

控

I再 め 液 製造業者 向

ま た は 水 指定による

表14 複 層 吹 付 材 R E 仕 上 げ の 工 程 ( 一 般 )

，J品 メg、g  

所 要 iit
設回

UII 陥時/ l 1l ( h )  

工 f';¥ M 料

( 屯111比) (kgj m') 数 工 程 内 工 位 JI:l J 最終養生

下

絞 1M吹 付 材

l∞ 0. 1- 0. 4 

R  E 下 喰 村 0. 5 以上 16 以 上

l  1- 2  

格

i" め 液
裂造業名4 の

72 以内 72 以 内

ま た は 水 J肯定による

王

彼! 副吹千t H

100 1. 0- 3. 0 

2  1!1 

R  E 主 付 16 以 上

1- 2  l 以 内

吹

拠造業者の
72 以 内

き 水

指定による

iJ: 

ト担刷吹 H 材

100 0. 2- 0. 6 

3  上材

R  E  0:  jニ材

2- 3  3 以 上 24 以 上

時1
t革 め 液 製造業おの

ま た は 水 指定による

表15 復 層 吹 付 材 R E 仕 上 げ の 工 程 ( 凸 部 処 理 仕 上 げ )

エ 位

1羽 合 J升: 袋量

後ITi I  

11I J  臨時/ 111 ( h )  

マ( )lAj I H

t げ処E理 ( 111泣比) (kgj m'  )  数 工 程 内 工 ｦｾ IUJ 最終発生

下

絞! 日吹付材

100 0. 1- 0. 4 

R  E  f 故 村 16 以 上 16 以 上

l  1- 2  

首1

v再 め 液 製造業者の
72 以 内 72 以 内

ま た は 水 指定による

2 五H  

阪 1M吹 付 材
ロ- 7 - '

R  E 主 材

100 1. 5- 3. 0 こて押さえ

1- 2  i 以 内

町が1内6け以場. 合3  以吹

製造業者の

サンダ

き 水

町場合

指定による 上

凸
( こてま たはロ

3 以 内

3 2  

ーラ - j申さえ)

理
( サンダがけ) 72 以 内

4  上仕材

阪 1M吹 付 材

100 0. 2- 0. 6 

R  E 仕 上 材

2 - 3  3 以 上 2 以 上

ｾ＠ 1革 め 液 製造業者の

ま た は 水 指定による
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3.7 反応硬化形合成樹脂エマルション系複層模様吹付材( 複層吹付

材 R E ) 仕上げ

i  下地は コンクリート . P Cパネル ・セメントモルタル ・コンク

リートブロックおよび石綿スレ ー トとする 。

ii 仕上げの工 程 ・材料 ・調会 ・所要量 ・塗回数および間隔時間の

標準は 、一般の場合 ( 吹放 しの粗面 ) は表 14、凸部処理仕上げの場

合は表 15によ る。

3. 8 反応硬化形合成樹脂溶液系復層模機吹付材( 複層吹付材 R 5 )  

仕上げ

1 . 下地は、コ ンクリート . P Cパネル ・セメ ン トモルタル ・コン

クリートプロック ・石綿ス レー トおよび鋼板 とする 。鏡板の下地調

整は表 16による 。

表 16 複 層 吹 付 材 R S 仕 上 げ の 鋼 板 の 下 地 調g

工 約! 処 ;0' 

汚/1 付活物の除去( 1 )

汚れ ・付A' r物をスクレーパー ・ワイヤブラシなどで除去

する.

2  iJ ll 矧 の 除 去 ｦＮ ｾ ，発柑 Ａ ぷきまたは溶 剤 洗いとする Ｎ

3  さ び 落 と し (2)

プラスト工法によ って 除去し 、処 理後直 ちに つぎの塗工

経に移る .

[注1 ( 1 ) 鋼板の下地制強は、 一般に加工場において紫材の組み立て前に行う.

(  2 ) 下地調態後は放註せず直ちに下塗 1 ! i i I 捻を行う . また亜鉛めっき お よび更

鉛め っき 処思鋼板的場合は、 3 の工伎を省略する .

ii 仕上げの工 程 ・材料 ・調合 ・所要量 ・塗回数および間隔時聞の

標準は 、一般の場合 ( 吹放し の粗面 ) は表17 、凸苦[1処理の場合は表

18による 。

表 17 複 層 吹 付 材 R S 仕 上 げ の 工 程 ( 一 般 )

よ間 合 日rr 嬰 百i 検 !日l 同 時 間1 ( h )  

工 位 f;t 科 l!:! 1  

( 1! l 品比)
(kgj m'  )  数 工 程 内 エ 位 JHJ 蚊終長生

下

絞 府 吹 付 材

100 0. 1- 0. 4 

R  S 下 塗 材 3 以 上 3 以 上

1- 2  

塗 I専 め 液

製造業者の
72 以 内 72 以 内

指定による

2 王H  

復 帰 吹 付 材

100 1. 0- 2. 5 

R  S 主 材 24 以 上 24 以 上

1- 2  

吹

製造業者の
72 以 内 72 以 内

き 落 め 液

指定による

3  {上材上

絞 層 吹 付 材

100 0. 2- 0. 6 

R  S 仕 上 村

2 - 3  3 以 上 24 以 上

古住 I専 め 液

製造業者 の

指定による

表18 複 層 吹 付 材 R S 仕 上 げ の 工 程 ( 凸 部 処 理 仕 上 げ )

材Ｈ ｾ上Ｉげ内処は ｻ理士料 )  

J唱 令 所望書 ltl: 地 IUJ 隔時! 日1 ( h )  

工 程
数回

( 重量比) ( kgj m') エ 筏 内 工 筏 IIJ J 最終養生

下

複 層 吹 付 材

l∞ 0. 1- 0. 4 

R  S 下 食 材 3 以 上 3 以 上

1- 2 

E量 T革 め 液

製造業者の
72 以 内 72 以 内

指定による

2  玉材

絞 府 吹 付 材

l∞ 1. 0- 3. 0 

ローラま

R  S 主 材
たは二て合押

1- 2  l 以 上

さえ町場

吹

製造業者の

3 以内、サ

き i ¥I t め液

ンF がけの

指定による 場合24以上

ト一一

凸
( こてま たはロ 24 以 上

3  音処11  

ーラー押さえ 72 以 内

理
( サンダがけ ) 72 以 内

4  寺仕

複 府 吹 付 材

100 0. 2- 0. 6 

R  S 仕 上 材

2- 3  3 以 上 24 以 上

塗
薄 め 液

製造業者 向

指定による

L _ ー

( ふかざわあきら l U l 竹中工務広東京支庖工事部部長補佐)



建造物のクラックに追従する弾性

アクリルゴム壁画弾性防水化粧材

M工法( 凹凸小模様) L 工法( 凹凸大模様) c 工法( クレーター)

S 工法( リ シ ン) A 工 法 ( キ ャ ス ト ) R 工法( スチップル)

電匝診
イ 守 色 塗 料 椋 式 会 祖

大 阪 ・ 滋 賀 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡 ・仙 台

建材販売事業部
大阪市淀川区三津屋南 3 - 9 - 8 〒532 T  E  L  06 (308)  

東京都板橋区東坂下 1 - 16 - 7  〒174 T E L  03 (969)  2131 (代)

生活を彩る共立の内外装吹付材

実sJ [ リt - :..s

特殊ロ ー ラー無機質厚付仕上材

ω共立タイコ一卜 7 クリ Jルレ系吹付伽刊夕州イ

被層模様吹付材E

共立バリトン セメントスハコ岬附

( 防火材認定 ・基材同等第0005号)

共立タイトン セメント系吹町 Jレ

被層様様吹付材C

( 防火材認定 ・基材同等第0005号)

共立吹付タイルC

複R雪模様吹付材C

Gう共立リ シン セメント砂壁状I附材

( 防火材認定 ・基材同等第0003号)

共立ミ ックセメン卜 内部天井軽 I，t骨材l吹付

( 防火材認定 ・器材同等第0003号)

Gう共立ウオ ール・ 50…・アヲリ} レリ シン

合成樹脂エマ Jレション砂壁状I次付材

( 防火材認定 ・基材同等第0004号)

の共立カラーナイト 7 7 リル多彩色リ シン

合成樹服エマ ｊ レ ン ヨン砂ｾ状 ｉ 吹付材 ｂ 額

の共立工ポキシタイル …・エポキン I吹付タイ jレ

被層模械l次付材R E

共立ローラーコート ローラー用仕 |て塗装材

@一一百、: f +&- - f ! . ム
アセ Ｎｬｌ 元民ラ長ＮｾＱＧＧＧｔＧｴ不エ｜，ｾ

建材事業 Ｚｾｉｓ 干 455- 91 名 古 尾 市 港 医 築三 IIIT 1  - 20 

T E L  ( 052)  65 2 - 5121代 表

大 阪 出 張 所 干 5 7 3 大 阪 府 枚 方 市村里子東 III T45- 5

T E L  ( 0720)  47ー 1 6  8  1  

東 京 営 業 所 ・ 名 古 屋 営 業 所 ・ 福 岡 出 娘 所
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ラフトン弾性シリーズ :??:zfffL::;:;: ニイ憂

輔しい 築 創る

ｾ開問泊ｼ
泣芯士投泣投出必必伝広史ar

特 長

1. 耐候性に優れた弾性塗膜て¥長期間にわた

り、美装・保護- 防水の機能を発揮します。

2 塗膜は伸縮性があり、下地に発生する小さ

空コ凶弾性ローョー
l  
• 
.•• 
• 
.•• 
• 
.•• 
• 
.•• 
• 
.•• 
• 
.•• 
• 
.•• 
• 
.•• 
• 
.•• 
• 
.•• 
• 
.•• 
• い

冒

.•• .•• .•• ••• .•• .•• .•
• 
••• .•• ••• ••• ••• ••• .•• • •• • •• • •• • •• • .• 

[一一戸P F 1

.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  
- ・・.

.  .  .  .  .  .  .  

• • .• .• •• .• .• .
• 
.• .

• 
.• .

• 
.• •• 

.• •
• 
.• •• 

.• .• .• .
• 
.• •

• 
.• .• 

.• •
• 
.• .• 

•• •• 
.• .

• 
.• .• 

.• .• 
.• .• 

.• .• 
.• .• 

.• •
• 
.• •• 

.• .• •• •• 
.• .• .• .• 

•• 
-

-

a

-

•
• 

. ・・ ・・・・・・ ・・・・ ・・・ ・・ ・・・・・. ・・・. ・ .

・・・.
.  .  0 "  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

・・・・・ ・・・・・・・・・. .・ - ・. .  .  .  .  .  .  .  .  .  

.  .  .  .  
.  .  .  .  
.  .  .  .  

ｅ コ日間 ｾｌｉＭＧＭ
⑥鈴鹿警??

〔チチブスタツコの特長 】

1 . 同一材料で鍾塗工法及び吹 4. 骨材の理想的配合、また厳

付け工法の両工法に使用で 選された各種混和剤の配合

きます。 により、接着力、保水性が

2. 変化に富んだパターンが自 良く 、速乾等による硬化不

由に表現できます 。 良や亀裂が生じません。

3. 簡単な下地調整のみで、 モ 5. 無機顔料を使用しでありま

ルタル付け送りなどほとん すので、耐候性に優 れ変槌

ど必要としません。 色致しません。

⑧ 

綜一者都献一…E限悶一文競一京枢区欄榊……1げ吋巾丁司市目即 一2

秩 父 コ ン ク リ 一 ト 工 業 株 式 会 社
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既 存 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 造 建 築 物の

耐震診断基準・耐震改修設計指針

(そ の 1 )  

その体系と解説

八 木 常 美

大正11年の関東大地震以後、わが[ ' 61にも中・低

柄 R C造建物が汗及し、同時にいわゆる震度法に

よる耐震設計法がとり入れられるようにな った。

以来、世界的にみてもレベルのおい耐震建築物が

多数建設されているが、 一方その後の大地震一一

福井地震、新潟地震、十勝沖地震、大分地震など

ーーにより予想外の被害 を受けた建築物があ った。

その後地震H寺のffQJ的な挙ffQJ を考慮した R C 造建

物の耐震設計法に関する研究が進み、その結果の

一昨日はすでに建築器準法施行令、円本建築学会鉄

筋コ ンヲリー卜椛造計算基準にも採り入れられ、

実用に{ 共されてきている 。

構造耐震指標( I s) は

建物の各階のはり間およ

び桁行方向それぞれにつ

いて次式によ って算定さ

れる 。

l s- E ox C x S ox T  

E o  保有性能基本指標

比較的良好な構造計画、

施工のなされた建物が、

標準の地鐙、地形に建て

られている場合の精進耐

渡性能を表す指標で、強

度指標 (C) とじん性指

撚 ( F ) より計算する 。

強度指標 ( C) は、建

物の水平保有強度が高い

ほど大きく、じん性指標

(  F ) は建物の水平変形能

ならびに塑生域における

エネルギー吸収能が大き

いほど大きくなる 。 した

がって、 E ot旨標は C 指標

および F 指標が大きいほ

ど大きくなる 。

く; 啄扮を

ｾ ｳ＠

Ｑ Ｊ Ｑ 第 ｬ 次診断では柱 Ｎ ｾの形状。断面寸法

を実測する。

第 2 次診断では鉄筋量. コンヲリート強

度を仮定してもよい。

しかし、これ以前に建設された既存の建物の耐

震安全性に関する検討は未だ十分とはいえない。

また、最近の関東地方その他の大地震発生の予想

とも関連して、大地震の起こ った場合の建築物の

安全性の問題について関心が高まりつつあり 、耐

震診断の必要性が認識されてきている 。

たとえば、 図 1 に示し

たように、強度は高いが

じん性に乏しい建物 ( A)

( 非常に壁: ! i 1 の多い建物)

図 2 Is  指標算定のフローチャー卜( 例)

このような背景のもとに、日本建築学会、建設

省建築研究所その他で各種の耐震診断法、耐震補

強法が発表されている 。 ここでは、そのうち最も

一般に推奨できるものと して、建設省住宅局建築

指導諜が (財) 日本特殊建築安全センターに委託し

て作成 し、昭和52年 3 月発表された「既存鉄筋コ

と強度はあまり高くない

がじん性がある建物 ( 8 ) ( 純ラーメンの建物) の

Ｒ 穏があるとき、地震応答の性質が図 ｬ こ ＢＧ ｾｊｬで示

されているように、建物の破壊限界点 ( X 印) を

超えなければ、 同程度の耐震性能を備えていると

し、 E o指標としでは同じ値になるようにするのが、

基本的な考え方である 。

×  破i喪限界点

v  地震日寺町、答

ンクリート造建築物の耐震診断基準、改修設計指 草

〉え

ず く 建 物 A

× ーーーーー×
針、付解説」について紹介する 。 力

1. 耐震診断基準について

この基準は、通常の設計 ・施工法により建設さ

れた 5- 6階建以下の既存 R C造建築物の耐震診

断を、できるだけ短時間に実施することを目的と

したものできまた使用者のレベルは一級建築士程

度とな っている 。

また、この基準は椛造体の耐震診断だけでなく、

いわゆる非精進 lj ll材の耐震診断も含まれており 、

耐震性能を表す指様として、

- 構造耐震指標

l s  ( Sei smic  1ndex  of  Sl rucl ure)  

. 非fl荷造部材耐震指標

1N  ( Sei smi c  1ndex of  Non- Sl rUCl ural  

El emenl s)  

を定めている 。

1  ) 構造耐震指標 Is

※属高nのレベルの民な る第 l 次、第 2 次、第 3 次の診断法よ

りな ってい る。

水平変形

図 1

建物 B

第 1 次診断のEot旨標1; 1 : 壁の量および柱の断面積

のみから求めるもので、壁の多い建物に適した略

' f f . 法である 。第 2 次診断は、はりは剛でかつ強度

が十分で、あると 仮定 しで鉛直部材の曲げまたはせ

ん断により水平終局強度を計算する方法である 。

第 3 次診断は、はりの曲げ降伏あるいはせん断破

壊により往の水平力に対する性質が支配される場

合および基礎の浮き上がりなどにより壁の性質が

支配され る場合も考慮の対象とな っているが、基

本的な方針lま第 2 次診断法と同じである 。

G : 地動指標 建物が建でられている地域の地震

活動度、 地盤種別 と建物の性質との 関係な ど、主

として建物基礎に作用する 地動の大小を示す指標

である 。標準値は 1. 0 としているが現段階ではこ

れを簡単に評価することは困難であるので、すべ

て l. 0 としている 。

5 0  ・形状指標( 構造計画指標) 計算で評価するこ

とが困難な精進計画上の要因 、た とえば建物の平

面 - 立面形状、剛性の分布などが耐震性能に及ぼ

す彩斡をチ ェックリスト方式により 、考J. ¥!i. しよう

とする指標である 。E oにたいする 一種の低減係数

で、標準をl . 0 とし、精造計画に不備があれば数

値が低くなる 。

T  経年指標 時間とともに生ずる 精造的な変化、

たとえばひび ｾｩｬｊ れ、変形、材料の変質、老朽化な

どが耐渡性能に及 lます影停を評価するための指標

であり、 E oにたいする 一種の低減係数で、簡単な

調査表によりチェックリスト方式により求められ

るようにな っている 。

第 1 、 2 、 3 次診断法の特徴と適用方法

第 l 次診断法は、診断の手間は非常に少なくて

よいが、結果の信頼性は低い。 しかし、元来耐震

性能の非常に高い建物、たとえば壁の非常に多い

建物を短時間に診断するには適している 。

第 2 次診断法l立、多少のm造計算を必要とする

手法であるが、信綴性は上がる 。 とくに純ラ ーメ

ン造建物などでは、第 1 次診断法を用いると 、耐

震性能が過少評価される傾向にあるので、第 2 次

診断法を適用した方がよい 。

第 3 次診断法は、骨組みの崩壊メカニズムを求

めるなど、やや高級な技術が必要とされる 。第 l

次、第 2 次診断法を適用して、その結果に疑問の

ある均合に適用するのがよい。

図 2 に各次診断法を l順次適用する場合のフロー

チャー トを示す。 (つづく)

( ゃ ぎ つ ね み 似 阪 府 強 築 部 建 築 側車主幹 )

財団法人大阪府建設監埋協会 /  
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わた って、速度、加速度、逆方向走行などを段視 2  .5 耐震対策 高速エレベータとしては、建物

して 、異常があれば直ちに最寄階停止または急停 mlJ の動的耐震設計データを基礎にして、ガイドレ

止させる 。 ールの強度、巻 t 機などの固定の強化並びに感電

② 万ーの過速に対しでは、調速機です早く検出 器の作動信号により最寄階に緊急停止させる 。急

4 5  

高速工レベータ

浅 川 元 治 郎

， . 高速工レベータの実績

昭和53! 下4 月に東京・池袋に 60階建て 「サ ンシ

ャイン60J が竣工 し、超高府 ピルの高さ記録 とと

もにエレベータの速度記録を更新す る。

これまで、の 高速エレベ ータ の実績は表 1 に示 す。

エレ ベータ の速度は最 l二階までの直通運転H寺院1が

30秒前後 になるように 選択され るので、 50- 60階

では 500m/ 分級のエレベータが必要 となる。建物

が 100 附 くら いになると 、エレ ベータ計l首|が スカ

イロビ一 方式 と呼 ぶ乗り継ぎ方式に代わ るために、

し、定格速度を大きく越えない作動速で非常止め

を{ 動かせる 。

③ 非常止めは高速で作動しでも シューが摩練熱

で局部的に溶融し、ガイドレール箇に付着して市IJ

動力か瞬時に増大することのない特殊合金製とし

て、 図 1 のよ うに安定した減速で乗客の筏限の安

全 を確保する 。

2  .2 気圧変動の影響 超高層ビルのエレ ベータ

では、大気圧老 o也1: 200mの所では地表に比べ

て 240ml l ' 木住の老) によ って耳づまりが生じる 。

これは内動車で・山道を登り降りするときに経験す

るの と問機のも のである 。三菱電機では、すでに

立川航空自衛隊航空医学実験隊の瞬間減圧装世を

利用 し、昇降行程とエレ ベータの速度の条件を極

々変えて模凝実験した結果、速度550m/ 分、界降

行程 400mのエレベータでも者干の耳づまりはあ

っても悪影料を及ぼすほどではないとのデータを

得て いる。 また、すでに稼動中 の高速エ レベー タ

でもＩＷＮｾ枠は報告されていない 。

2  .3 振動・騒音 これにはかご室内、 昇降路外

300 - 500 m / 分級 のエレベ ータが組み合わされて の居室への彬特の 2 つの問題がある 。 かご室に対

使われ る。 ( シカゴのシアーズタ ワー 110 附では しては、ガイドレールの加工精度の向 J-. 、吸振性

急 行問480m/ 分、ロ ー カル用300m/ 分、展叩! 室用 の{ 愛れた大口径ローラガイドシ ュ一、しゃ音形か

540m / 分である) サンシャイン 60の600m/ 分は ー ご室構造の採用などで、 600m/ 分でも 300m/ 分級

般乗用 エレベータとしては 実行 t の最高限度に 逮 と同等の快適性カ匂在保されている 。

した と宍 えよ う。 居室に対しでは、建物がしだいに経fil 化されて

表 1 高速エレベー タの実績

最初に納入された建物 工レベ一世仕機 メー力一

町'1 ｾＱ Ｔ Ｓｩ ド 一般乗用16∞kg 3∞m/分 日本オーチス

霞ヶ関ビＩｾ 31発
展望階周 14日kg 3∞m/分 目立

ｈｲｬｾＱＴＶｩｆ＠ 客 用15似 9 3ωm/分 三菱

京王ブラ切なテル 47階
展望儲周1500kg あ 加 /分 目立

1I({tfJ 49: ド

一般乗用 15似 9 540m /分 三蔓・目立

新宿住友ビル 521渚

町!自IS3i ド

一般乗用 16∞kg 6∞m/分 三菱

サンシャイ: . . - 606( 蕗

2. 高速エレベータの諸問題と対策

2.  ， 安全 システム エ レベー タが高速 になるに

つれ て運動エ ネルギーは著し く治大する 。 また、

乗心地良 〈、能率の おい運行を目標に、指IJ 御装置

はおm幅度の フィー ドパ y ク系で椛成され でいる

ので、 もし 故障す ると 短時間のうちに高い迷度に

いることも あっ て、ある程度の ｲＪｾ 半年は遊けられな

い状況にある 。静粛さを必要とする部屋は昇降路

に隣接させない、ガイドレールの支持ビームを建

築梁 とは別に設けるなどの配慮が必要である 。

図 2 は高速エレベータ走行時の昇降路内騒音デ

ー タを示すので、建築設計時においては十分な配

慮 を望みたい。

行区間を走行中のエレベータでは、 一旦急停止さ

せ地震終了後に自動的、または監視室からの操作

により最寄階まで低迷運転して乗客の救出をはか

るようにする 。

3. 高速エレベータの新しい技術

3  .， サイリスタレオナード方式 高速エレベー

タの速度制御は直流電圧を変化させて、巻上電動

機の岡転数を器1J 1 却して行 っている 。直流可変電圧

を得るには 一般に電動発電機 (M G) が用いられる

が、サイリスタレオナード方式はこれをサイリス

タ ( シリコン制御務流素子) の時IJ 間l に樗き換えた

もので( 図 3 ) 、つぎのメリ ッ トが生じる 。

① エレベー タの消資電力が2 5 %減少する 。機械

室の冷房負荷の減少も考慮に入れると 3 5 %の省電

力となる 。

② 電源設備容虫が減少する 。

③ 性能、信頼性が向 t し、機械室騒音は低下す

る。

ワードレオナー ド方式 (M G使用)

サイリス' J レオナード方式

図 3 サイリスタレオナード方式の期間成

3  .2 マイコン化群管理方式 一群のエレベータ

を能率良〈待ち客の「呼ぴ」に応答させる群管理

方式は従来 、半導体ワイヤードロジ y ク回路で織

成されていた 。マイコン 化群管理方式は 7 イクロ

コンピュータを用いて群管理のロジ y クをソフト

化するもので、つぎのメリ ッ 卜が生じる 。

① フレキシピリティが向上する 。 ピル用途の変

更にも群管理内容を容易に適合させることが可能

になる 。

② エレベータサービスが改善される 。予測演算

なってしま う可能性がある 。 したがって安全シ ス 2  .4 換気 高速エレベータのかご室は、し ゃ音 を含む高度なソフトウエアが可能となり、待ち時

テム はエレベータの巽常 ( たとえば過速度) をで 形にして強制換気を行うが、停電を考慮すると十 閉が大幅に短縮できる 。

きるだ け早いH初期に検出し、対処するこ とに 主眼 分な自然換気も必要となる 。 これには、かご室を @ 乗 場 で ボ タ ン が押された とき、きわめて高い

が向 かれ、 つぎの よ うな対策がとられている 。 2 重墜とし ( しゃ音性能の向上) 、その内{WJ をかご 精度で到着工レベータを表示できるので、 利用者

① エレベー タの走行開始から停止までの 全域に 室内の乗客の熱放散で生じるかご内外の温度差 に に使いやすいエレベータを提供できる 。

図 1 超高速エレベ- 9用非常止め装置の減速特性

42  也築と 社会 / 1978年 4 月日

よるドラフトの通路にして自然換気をはかる工夫

を している 。 このドラフト 利用 の効果は、実機 か

ご室モデルに定員数の人を乗せた実験で、 1 時間

後においても、かご室内は保健衛生上必要な環境

(室内酸紫波度18%以上) を十分満たすことカ河在

3忍されている 。

。

最後に高速エレベータの採用に当た っては、設

備計画の段階より、エレベータメーカーの参画を

考慮するのか望ましい 。

( あきかわ もと じろう 三菱電機l低昇降機設計部諜長)



施工材料の頁
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逆打ち工法の概要

古 荘 昭 憲

1  . 逆打ち工法とは

地中に建物を機築する工法として最も 一般的な

工法 1: 1 : 、法切オープンカ y 卜工法 ・ILJ I1: めオープ

ンカ y ト工法に代表される l順打ち工法が大勢を市

めている 。 これらのて法は、法または山止め安保

工により建物外周のJ自然jj) jt哀を防ぎながら、 最終

段階まで掘出Ij を行い、 l順次、 止方に向か つて 本礎

躯{本 ・地下堀{ 本を情築しでゆく工法である 。 11頃打

ち工法の場合、掘削面積が広く、深い掘商Ij の場合

には支保工および桟縞 に多大の費用を必要とし、

鋼製切梁等の可筏性の支保工で大きな土水圧を負

担するには商秘的に限界がある 。

これに対して逆打ち工法は 、外周に配置した山

止め墜と中央部に配托した仮設または本設の支住

とから隣成され、たとえばグランドフロアの床版

・梁 ・伎の一部を構築し、安保工お よび作業床と

して利用しながら、順次下方に向かつて掘削 ・地

下領体の構築を繰り返 して 地中に建物を椛築する

て法である 。 (図ー1参照)

一般的な逆打ち工法の施工手順を示すと 図その

ようになる 。

2. 逆打ち工法の種類

逆打ち工法は、 H白羽130年代の中期に去工した建

物で、大規模な、地下の深い建物にすでに採用さ

れている 。 この当H寺は、今円のような泥木工法に

よる R C 地 中連続i ! i I は発迷しておらず、主として

山 I[ めとしてケーソンが用いられていた 。 大阪の

大阪神ピルの施工例をみると、地下5階 ( GL- 25. 6 工事政が布くなると同H寺に、鉄骨・位の吊り下げき卒、

m ) の椛築に、外周の土止め噌および周辺部の娼 柱まわりの作業が複雑になる 。嘱体柱位円に降客

体としてウオールケーソン工法が用いられ、中央 物があり、 ピヤが施工できない湯合などに採用さ

ff llには深E礎是工法によ つて掘 つた孔の 中に5鉄止'Fl

本を建て込み、 外 周のウオ一 ｊルレケ一ソンと当架｀ｾ構 ｨ でで、 (e)吊り下げ工法・ 地下編体に斜材を入れトラス形

つなぎ、安保工とし中央官11の偲削 を実施している 。 状の架怖を組み、外周の 111止め墜に荷重を f. : t犯さ

このように、逆打ち工法の種類は、外周に配置す せる工法で、比較的小規模な工事に採用される 。

る山止め墜と中央部に配誼する支柱の施工方法と 支柱がないので掘削作業は能率良〈進められるが、

の組み合わせにより続々の工法が考案されている 。 大規伎な工事の場合には、やはり、中央部に支柱

今日では、外周に配置する山止 め壁には、その施 を設ける必要がある 。

工精度と剛併の 関係から R C 地中連続壁が主流を (f )準逆打ち工法 : 11頃打ち工法と逆打ち工法の折衷

内め、住列工法 ・シートパイル工法の採用は小規 案である 。つまり、 l 階床胴体を仮設の安住で仮

伎な工事以外 にはほとんど採用されていない。

支位の施工方法および編体の支持方法の遠いか

ら分鎖すると、下記のようになる 。

(a )深礎による工法 : 地下階外周部に剛な 1LI止め般

を設問し、 1 階の梁下まで鋤取りを行 ったのち、

深礎工法により大口径のピヤを 作成し、このピヤ

の t に地下鉄骨柱を建て込む。 つぎに、 H 符の鉄

骨梁を架設し、床版 ・梁 ・柱の一部を施工して支

保工とし l順次下方に掘削 - 地下極体の構築を進め

てゆく工法である 。 このて法は、深礎工法を用い

るために軟弱な地終や地下水の多い地然では採用

しにく L、。

(b )機械錨削による大口径ピヤを用いる工法 山 I[

め墜を設程したのち、ベノト ・アースドリルなど

の蝿削機により、 4垣f本位の位向にピヤを作成し、

このピヤの中に地下躯体用の鉄骨を、コンクリー

トが閉まらない 聞に地 kから怖入する工法である 。

この工法は、今日採用されている最も 一般的な工

法であり、具体的には R C 地中連続壁とベノ卜ぐ

いとの組み合わせによるものが主流を占めている 。

この工法の問題点は、作成したピヤのコンクリー

トカ句更化しない間に、 f也とからJ ; l ; ' 行柱を建て込み、

しかも、後続工事の地下鉄台梁の取付作業をスム

ーズに行うために高い垂直精度と正確な位置決め

が要求される点にある 。

(c )場所打ぐいを地下躯体本柱に利用する工法 ・艇

{本位位置に、ベノトやアースドリル掘削機などで

場所打ぐいを l 階の床高さまで栴築し、地下躯体

の位と支柱を兼用する工法である 。 この工法は、

受し、安保工 ・作業床として利用しながら下階の

施工は、掘削 ・鋼製支{ 呆工の架設を繰り返して i吊f

終段階まで掘削し、 11頂打ちで地下編{ 本を構築する工

法である 。市街地工事で、 H 符床を作業ス ペース

として利用したい場合には有効な工法である 。

3. 逆打ち工法の長所と短所

長 所

(a)山止め全体としての剛性が高い ・フド建家の編1本

を支保てとして利用するために剛件ーがお し、。 した

が って不幣形な平面の地下て事、 f粗削が広くて深

い地下 t 事に有効で、ある 。

(b )工期短縮 1 階床を先行して構築するために、

地 t 工事と地下工事とが併行して作業できる 。地

ｉ ｾ 階が日屑の場合には、とくに、工期が短縮でき

る。

( c )  1  階床を作業床として利用できる . 市街地工事

の場合には、政地いっぱいに建物が建つことが多

く、わずかな材料の取り込みにも十長崎が必要とな

ってくる 。逆打ち工法に よれば l 階床が作業床と

して利用できるために伐橋は不要となる 。

短所

(a H血下階の作業が床下となるために狭くて作業ド| 二

が惑い。

(b)作業中の荷重および l当重を安える安住や本礎て

事がI問える 。

ｉ ｣ Ｉ Ｔ 極体の打ち継ぎ再 ＱＱ の処瑚が按 ｾｦｩ 。

(d ) 上下作業を行うため 1 附床の動線が被告f! となる 。

l e) 支位の雫百精度の確保お、よぴ正確な位汽決めが

ピヤが地下躯体の往に利用されるために掘削1時の 鋭しい。

垂直精度に細心の注意が必要ーとなる。 ( f )地下編体の施工のための却枠ステージ等が必要。

(d )躯体仮受け工法 . この工法は、躯体の鉄' 丹位と 以 卜のように逆打ち工法には長所 ・短所はある

支位を別に考え、まったく仮設的な仮受梢台を作 ものの、軟弱地絡における深い地 F工事、婦問IJ が

山止め壁り、これにより躯体 を支えて、鉄骨主主は l順次、航 広〈深い地下工事、不終形平而 '}JjO也における地下

削に伴 って 吊り下げてゆく工法である 。 この工法 工事およびとくに山止め慢の変形を最小限にとど

の湯合、仮受精台がかなり大がかりな設備となり めなければ去らない t 事の施てにあたっては、本

工法の採用を迫られる 。逆打ちて J去を採用するた

①山止め墜の施工 めには、設計段階から逆打ち工法に適合できるよ

②支位用 ピヤの掘削 (ベ ノト工 うに考! 悲しておく必要がある 。つまり、階おのと

法}

③欽' 円支往の挿入 ー埋め戻し

@ l 次綿削 ・H背床躯体の施工

⑤ 2 次揃円IJ . 8  1階床領体の施工

③ 3 次繍削 ・8 ，階床領体の絡て

⑦ <1ホ:指i削・8
3
階床4届{ 本の飽て

および地 |二鉄1l ij!方

③最終姻削 基礎躯f本の路工お

よぴ地 上附の躯f本施て

③あと 打ちコンクリートの総工

一 一 図ー2 逆打ち工法の順序図一 一 一 一 一

り77 ・スバンのとり方 ・中柱の桝造について逆打

ち工法を考慮した設計になっていないと良い施工

は期待できないし、府造もできるだけ単純明解で

ない と思わぬトラブルを起こす原悶ともなる 。

今後、逆打ち工法の採用は J( ' l / J f I するであろうが、

詳細な施工方法にはまだまだ問題点が多くある 。

I也道なノウハウの蓄積に よりclO存された工法にな

ることを jglif する 。

(..1、る L t う あきのり ｋｋ 大林組本 ｖｾ て猪 ｭｬｔｦＪ 深 Ｉ
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日本建築協会

月間の動き

昭和53年 2 月 分

通

.d. .  

"" 

常 総

27日 4 11寺- 411寺半 於会館集会ｾ

出 席 者 塚 本 会 長 ほ か 9 名

議事( 1 )段取 1 名選挙の件

121本部所属評議員26名選挙の件

131本部所属評議員 l 名補欠選挙の件

141役nm: 任承認の件

151紺l則一部変更のf牛 (副会長 I 名増貝)

理 事

訓。h

"" 

15日 41時- 5時 於会館$ 会室

出 席 者 叡 聞 副 会 長 ほ か17名

殺事 111定時評議員会 II Mf 症の件

121日影規制鱗習会共憾の件

131台湾視察同募集の{ 牛

141寄付金受領の件

151昭和53年度収支予算原案検討の件

161入退会者承認の件

171報告事項

常 設 委 員 会 正 副 委 員 長 会 議

27日 51時- 6時20分 於会館集会室

出席者塚本、福岡正副会長ほか21名

議事 昭和153年度収支予算原案の検討ほか

出 版 委 貝

.d‘  

"" 

小委員会

3 日 12時半- 21時 於会館集会室

出席者 小林委日長ほか 2 名、問中隆夫氏

学芸出版社( 京極氏)

議事 1I 1技術選舎経過報告

12111:'.版契約件案検討

131エレベータ ・エスカレータ原稿の件

141
r
述物の防災」原稿の件

出版打合

14日 111寺半- 2時半 於会館集会室

出席者 山田委貝、学芸出版社( 京緩氏) 、田中隆夫氏

議事 「建物の防災」チェ y ヲ

編 集 委 員

d 合h

"" 

法令特集編集幹事会

3 日 31侍- 51時半 於会館集会室

出 席 者 福 井 秀 行 氏 ( NHK) 、

竹部正夫氏( 近畿電波監理局) ほか 7 名

誠司ｾ "t tr i皮降客と建築" ( 仮称) 特$ 企画

編集委員会、広告企画小委員会合同委員会

14日 411寺- 5時下 於会館集会室

出席者 中村委員長、渡辺 ・尾I色委員ほか 5 名

議事 1112 月号= 水と設備持集本文報告・広告報告

1213 月号= 医療施設ー病院と併報 システム特集

- 本文経過報告 ・広告報告と企画

44 漣第と社会 / 1978年 4 月号

1314 月号= 外壁塗装材料特集幹事会報告

一本文・広告企画一

1415 月号= 法令特集ー電波隊客と建築( 仮称)

幹事会報告

Ｑ Ｕ Ｑ Ｖ 月号 ｊ 十回特集のｻｾ，

161本年度収支見込み

171次年度委員会体制

作品作風小委員会

14日 6 時- 81時 於会館集会室

出席者 大辻別委只長ほか 2 名

議事 1112 月号、 3 月号の指紋作品について

1214 月号「み どりの地下鉄」符別企画の件

1314 月号以降の候補作品

141昭和53年度竣工の新建築調査について

151委員の交代

第 2 回構造分科会

158 6時 - 711寺半 於会館集会室

出席者 中東幹事ほか 2 委口、谷尾敏陣・井上一朗

新委日予定者

殺事 111委員の交代に ついて

121  r椛造の頁J 欄 4 月号以降の企画

1318 月号榊造持集の{ 牛

第 3 回設備分科会

16日 4A寺- 6 1時 於会館集会室

出席者 i可i.11委口、河崎委日

議事( 11委貝の交代について

121  r設備の頁」欄 5 月号以降の企画

1317 月号設備特$ に ついて

投稿繍小委員会

20日 5 時- 7時 於会館集会室

出席者 芝山別委只長ほか 3 名

議事 111 2 月号、 3 月号のJ則自原稿

121自由f量制の件と今後のシリーズものの企画

事 業 委 員

.d. .  

2玄

広報小委員会幹事会

6 日 6 時- 8 時半 於会館 3 階会議室

出席者 市川副委員長、南・佐藤両幹事

議事 111日影規制についての税l明会( または講習会)

企画について 121そのほか

若い会員の集い小委員会 「みどり学習会」分科会

9 日 6 時半- 91時半 於会館! ! ¥会室

出席者 森下副委員長、大附主査ほか 3 名

議事 111 " みどり学腎会" その 6 愛知県緑化センタ

ーの企画について

121同予算その他に ついて

台湾視繋団募集打合

13日 5 時半- 8時 於会館集会室

出 席 者 岩 佐 委 只 長 ほ か 5 名

議事 台湾建築事情視集団の募集案作成について

A S T M研修会現地打合

15日 3 時- 51侍

出席者 A S T M→丹羽目IJ 所長、真下広報係長、 ，

市川副委員長、佐藤 . m両幹事ほか 2 名

議事 A S T M研修会( その 2 ) の開俄日 H寺その他企画

全般について

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

企画分科会

9 日 11時- 13時半 於会館 3 階会議室

出席者 井 lニ委員長、 i酎 l' 幹事ほか 2 名

議事 111ハンドプ y クの体裁について

121校正作業の進捗状況について

131ハンドブ y クの P R について

建 材 委 員

.d.. 

"" 

正副委員長打合会

17日 5 時半 - 7時半 於会館集会室

出席者 山問、牧問、元木正副委員長

議事次年度の委只人選について

委員会

24日 5時半 - 8 時半 於会館集会室

出席者 山閉 ・牧田正別委員長ほか 7 名

作品神戸製鋼所より 3 名

議事( 11 r 7 ) レミニウム合金製プール」について

1213 月以降のメイノテーマについて

131  r新建材紹介コーナー j 4 月以降掲載のf牛

141次年度の委日委嘱について

法 規 委 員

. d. .  

"" 

正副委員長打合会

21 日 10時半 - 11時半 於会館集会室

出席者 市川委員長、岡本次期委員長、西川 ・経智

- 田淵副委員長

殺事次年度委員人選について

見

..，.、

ｾ＠
.d.. 

Z玄

“清酒 日本盛w 西宮酒造株式会社本社工場の見学

8 日 2 時 - 5 時 参 加 者 29名

建 築 ク ラ ブ

朝食会

14日 8 時半- 911寺半 於大阪グランドホテル

出席者 76名

当日は錦械薬品株式会社 社 長 永 藤一氏より「刀剣

四方山 ｾＵｊ をテーマにお話を伺 っ た 。

役員会

28日 正午 - 211寺 於会館集会室

出席者塚本代表、杉村運営委員長ほか 2 名

議事 1I 1昭和52年度収支見通し報告の件

121昭和53年度収支予算承認の件

1311生白半数改選の件

1414 月以降の講師の件

2 月 の 入 会 者 ( 敬称略)

喜

朗

力

維

弘

文

士

宮

谷

山

山

角

杉

東

悌

二

夫

洋

常

滞

野

林

大

河

中

洋

郎

浩

一

和出

越

〕

歌

小

名

世々

内

《

J

Vl

 

円以

一

羽

彦

明

会

洋

保

英

U

M

芸

多

野

崎

山

山

安

菩

岳

{

昌

建築士事務所実態報告書

昭和151年 2 月 に 「 建 築 士 実 態 調 査 報 告 舎 」 が

建 設 省 ・ 関 係 諸 団 体 で 作 成 さ れ た が、 今般、

それらにひきつづき、「建築士事務所実態報告

(I} J が発表された 。 内容は、 一級 ・二 級事 務

所 の 開設 者 の 個 人 ・法人目 IJ 、 資 格 、 事 務 所 の

形 態 、 所 員 数 、 事 務 系 と 技 術 系 の 比 率 、 業 務

内容、等々が、抽出調査により、図表化され、

紹 介 さ れ て い る 。

こ れ は 、 建 設 省 、 各 都 道 府 県 と 日 本 建 築 士 連

合会、学会、協会など、 12団体で構成される

「建築士事務所調査委員会( 委員長. 内山線)J

で と り ま と め ら れ た も の で あ る 。

日本建築協会事務局にも残昔日が若干あり、実

質 ￥ 500 ( 資料編は別 途 ) で 頒 布 す る が 、 部

数 に 制 限 が あ る の で 、 希 望 の 方 は 、 日 本 建 築

士 会 連 合 会 内 の 事 務 局 ( 東 京 都 中 央 区 銀 座 3

- 2  - 1 9  電 話 03- 535- 4391) へ問い合 わせ

られたい。



内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田 区北長狭通 4 一 1 (英和 ピル)

電話 神戸( 331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市葺合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

創 業50有 余 年 、 当 社 で は 製 品 製 造 か ら 責 任 施

工 ま で の一 貫 し た 作 業 シ ス テ ム に よ り 、 漏 水

原因を克服した理想的な総合防水層を完成き

せました。

・奥山式総合防水層の特長

継 目 が な い/ 温 度 変 化 に よ る 伸 び が な い / 腐

らない/ 柔軟性に富んでいる/ 酎候性に優れ

て い る / 製 品 及 ぴ 施 工 技 術 が 優 れ て い る / 完

全絶縁工法で施工出来る

奥山化工業株式舎紅

本 社東京都中央区銀座8-4-9 電 館03(571)  2703 

カッパー防水帯

コ- J 〈ータイト

オクロン防水帯

新工法プレノテクト吹付工法

- ぉ申込次第カタログ進呈

厚木出張所厚木市金図字富畑 2 5  9 電話0462( 21) 6092

大阪出張所 大阪市都島区都島中通り2-3-1 電話06(921) 2497 

名古屋出張所 名古屋市南区若草町3- 3 電話052(811) 3660

九 州 出 張 所 佐 賀 県 諸 富 町 電 話0952( 47) 2945

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社: 大阪市東区 両替 町 1- 12 日生ビル 宮 ( 943) 6571代 表

東 京 ・横 浜 ・盛 岡 ・郡 山・ 水 戸 ・浜 松 ・岡 崎 ・名古 屋 ・山山 ・大 津 ・京有11・堺・神 戸 ・広 島 ・福 |凋他 全国主 要 都 市
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空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

《多額朝日3 : . 業社

-1.: 干1 点京都港区芝松町 1 -25- 7  ';ti 話 ( 434) 6171 ( 大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川区1JU品 1 -58- 59 ｾｴｩ 話 ＨＳＰＲＩ 2271 ( 代)

文 1，1; 北 海 ill '  1111 fi Ｇ 名古屋 ・ 広 ｽＺｾｪ .  n' ，'; 問

符 業 所 由11 路 ・l羽 fi i I 政 問 横 浜 ・，'i). 1苅 . Ｚｊｾ、古 ＱＱ ・神 戸

233: 2 2 設 計 施 工

曇 〈 知 大 阪 城 口 研 究 所

46 

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局715l ( 代 )

京都市東山区大和大路正 面 上 ル 電 話 京 都5&1局4944( 代 )

神戸 市 生 回 区 下 山 手 通 六 / ー 電 話 神 戸 341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社

本 底 大阪市内r:<: i [J =' 綴 1 f 日10111' 17 号 干550 '.1I. !百(441 ) 8231  

本 社 *J ; (fjfS中央区銀座 2 f l =l 2 番17号 干104 '.1I. !古(535) 5251  

支 社 大阪 ・東京 名古Jt{

支 庖 札制・ flll 台 ・全沢 ・広島 ・紙1M]

営 業 所 新潟 大崎 ・! 日11[1 ・高松・ 熊本

出 張 所 秋 111 '  Ｇｉ Ｎｾ ｉ 日 Ｑ ・千葉償供静岡ー寓 ＱＱＱ 稲作ー佐川・

! J t 伺i 神い ー鹿児島 那 覇

空 気 関 和 般 備

総 排 水 衛 生 叡 備 段 計 施 工 各種送風機・製作販売

各種プラント蚊備

⑪ 締武舎社，，Ｚ，ｾシ

本 社 大阪市住吉区万代東 6 丁目 3 T E L  ( 672) 1281 ( 大 代)

営業所 東京・名古屋 ・京 都 ・広島・福岡 工 場 和 泉 ・名古屋

テレックス : 本社 No. 562ー7688 和泉工場 No 538- 5898 

- 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和設備 ・その他管工事一切の設計・施工

⑫ 斎 久 互 業 株 式 会 社

本 社東京都千代田区大手町2- 6- 2 ( 日本ビル)

電話 03-( 270) ー741 1(的

大阪支社大阪市北区中之島4- 2- 38 電話 06- (443) 5041(的

支 庖 札 幌 ・岡山

営 業 所 仙台 ・千葉・名古屋・金沢・高松・広島・福岡

出 張 所 福 井 ・ 倉 敷 ・苫小牧

空 気 制 和 貫 生 1t. ii

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

厨 房一

三 機 工 策

ム

環 境 衛 生 施 設

荷 役 運 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

22 大 阪 支 庖

取締役社長 各 務 節

大阪支庖長 稲 畠 和 治

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番 地 電話 大 阪 ( 202) 代 表 3071

本 府 東京・日比谷・ 三倍ビル

支 l苫 名古屋、福岡、札税、広島. 仙台、北陸

出 減 所 有町浜. 高松、静岡、史図、岡山、金沢

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施工

φ 三 建 設 備 工 期 総 書 社

大阪支底 大 阪 市 北 区 紅 梅 田T 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代)

本 社 東京都中央区日本橋蝋殻町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・ 札 帆 ・広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・ 新 潟 ・横浜

。
』在京本 l苫

大阪本l苫

支 庖

出 d長 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

発 空 調株式会社
--
-ー

東京郎新宿区西新宿 新宿住友ビル 屯話 03- 344 - 1911

大阪市北区西天満 3 丁 目13番20号 泣;lfi 06- 363- 1371 

名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 恩 町 11 - 2 泣，!f，052- 581- 8571  

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22 ｾＭ '111，;[; 0822- 47 - 4535 

悩岡市中央 区大 名 2 丁目 4 番22号' 屯 J，f;Q92- 761 - 3795 

仙 台 横 浜 福 井 ・京 都 神 戸 ・絵江 ・沖純

管 工 事 業

倫協和建設工業株式会社大阪支庖

取 締 役 支I占長 丙 J反 幸 ! 月

大阪市北区堂島 2 ー 1 - 27 ( 桜絡千代目 ピル)

郵便併号 530 電 話 大 阪 (06) 346 - 0 7 2J1( ¥: 

署 警 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 阪 支 広 大 阪 市 北区堂島浜 1 丁目 2 番 6 号( 新大ピル)

屯話 (06 )  344 - 6  0  3  1  (代)

本社・ 東京都中央区日本備本石町4- 2( 三井第二別館)

電話 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 九 州 ・ 広 仏 ・札 帆 東 海 村 ・ 北 陸 ・ 大 分

空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災

。須 賀 工 業

大阪市西区土佐沼 1 - 2 ー30 TEL  0 6 - 4 4 1 - 5171 

支 広 東京・大阪・検浜・名古屋・京都 ・神戸・広島・福岡

営 業 所 札幌・千葉・静岡・金沢・高松

出 張 所 仙 台

空 調 衛 生 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

多 株 式 会 社 精 is 

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番丁68番地( オートセン 7 ービル2陀)

郵便番号542 電 話 大 阪 ( 06) 768- 5  0  3  1 番

東 京 支 庖 東京都千代田区九段南 2丁目 2番5号( 九段ビル 8階)

郵便番号 102 電 話 東 京 ( 03) 262- 3  2  4  1  - 4 番
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空只調和 ノ / 、 ¥

給排水衛生 『て7
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設 計 崎 工

第一エ業株式会社

大阪支庖

一般空調段備・ ｴ ＱＡ ｩ 且恒［ｾ段備・ ｊ 令漬冷蔵 ｅ 宜備
冷 却 乾 燥 紋 備 ・ 環 境 改 普 段 備 そ の 他 上 犯 に 附

- - 帯 す る 衛 生 巴 気 等 一 切 の エ 司 ' ( 1 ) I宜置十・施工

i 巳イタ司r本ジフヲU ト繊ヨ8 U

忍bポ見 取 締 役 社長 北 川 一 郎

本 社 人［ 阪 市大海 Ｑ＼ Ｚ 中 泌本［ｗ Ｑ Ｑ￯ ｉＲｾ 地ホ ー コクビル

〒 531 従 ，[吊 λ l攻 ( 06) 372 - 5171( 11: 滋 )

支 1苫 東 京 都 中 央 1><: 11 本 備 本 因T 3 の 1 共 I.i J ヒール

〒 103 '<1.:，[吊 婦!';' :( 03 )242- 5521 ( 代 表 )

官官園陸所 Ｇ｢ ｾ j問 ， r， ' " 胤 ・ 広 島 札 純 { 山 内

。 大 晃 設 備 株 式 会 社
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日愛・冷房・空気温湿度調桜装置

回 設 計 施 工

高 砂 烈
員 4

-← 

大阪支席 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北阪急ビル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代表 )

本 社 東 京都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

く血哩型量コ 空 気 調 和 設 備

設計施工

換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 熊 工 総 織 豆 電 舎 極 大 陪 安 倍

大 阪 市 西 区 初本田T 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京僑 2 丁 目 9 T  E  L  (  562)  1  3  5  1  

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

給 ・排水・ 衛 生 ・消 火 ・暖 冷房 設 備

3522西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区 中津 6 丁目 8 番 4 号 電 館 大 阪 ( 458) 3531番

営 業 所 京 都 ・ 広 島 ・ 天 理 ・ 福 岡

空調・衛生・防災設備 設計並施 工

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

棋士ゑ東郡支底 京 都 市 南 区 西 九 条 湿 田 町 2 0 番 I也 CTl 1  

包括 ( 681 ) 5 1 0 1 - 5  イ引II t年別 : 691 ) 1045 

大 阪 支 I苫 大阪市北区天満 1 丁目 5 - 2 0  ( 天満僑北詰 )

電 話 ¥352・3 5 0 1 - 3

四 日 市 支 底 四 日 市 市 浜 凶 商 末 広 町 必活 ⑬7431 - 3  

滋 賀 省 蝶 所 大 法 市打 出浜 13 - 15 電 話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

添 嘗 蛾 所 沼 市 栄 町 2 - 1 1 1 1lL訴 0592 @ 3  6  1  0  

@ 醤 暖 房 限

唱 F"t・.......

③同掛議極主;ig

圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃E 咽V ‘・2・11 唱: 置

@平山互業株式会社

大阪市西 区江戸 経 1 - 22 - 7  T  E  L ( 441 )附 1994 ・( 443)附 0331

空気調和・ 恒温恒湿 ・冷凍・ 冷蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

@ 不 ニ 鱒 エ 紛 式 含 粧

本 底 大 阪 市 南 区 順 崎 町 2 - 5  0 電話 261 - 24お側

東京支庖 東京総大田区西馬込 1 - 2 - 1 ｾ 電 話 ＷＷＳＭＱＲＳＱ 間
営 集 所 銀 座 ・ 1兵 佼 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設/ 設計・施工

⑫山田工諸積試= * 1 :

本社且菅工事事E畠 大 阪 市 西 区車 町 握 1 - 6  - 8 電話06(443)8161(大代置)

碕壇甚置事草 郡 大 臣市淀川 区三書屋南 1 - 1  - 35 電話 06(308 )1491( 代表)

東 京 支 庖 車京都4 車区亀戸1- 8 - 4 Ｈ 自 由 ピ ル Ｑ 電 ｊ ｾ 03(ω318421 1t Ui l  

名 古 屋 王 庖 名 古屋市中区輩 2 - 16 - 13(京極ビル ) 電話 052(202)∞17(代置)

出 強 所 神 戸 悩 岡 ・ 松 山

47 



⑤ 

陽 電 気 株 式

f H<，取締役 山 本 ↑ 奪 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 - 2  - 4  朝 日 ビ ル

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 ( 代 )

市 雫 水 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  人・阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 )

市 布 京 区 内 点 組 事 草 野 町 2 1  

T E L 京 高s 075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( f-t )  

市 中 央 区 藁 院 1 ー 1 4  - 8  

T E  L  t I 宙開 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 設 備 の 頁

社
A

Q

E

 

設 計 施 工電 気 設 備

朝

電気・言十装 工 事 設 計施 工

栗 原 工 業 株 式 会 紅

ーを

回吹

本

本命士営割陣所

京事Z曾割陣所

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビル T E L0 6- 313- I I OI

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・ 京 都 ・天 理

大 阪 商 ・神 戸 ・ 広 島 ・四 国 ・九 州

信原栗取締役社長

伊( r. s  

九i 悶福 岡 出 張 所

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

常務取締役支社長 姉 川 正 男

大 阪 市 東 区 高 健 僑 五 丁 目 二 八番 地 電 話 大 阪 ( 202)0325 - 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 帆 ・仙 台 ・ 丸 ノ 内 ・名 古 屋 ・ 福 岡

営業所・出張所 全国主要都市 20ヶ所

電 気 工 事 設 計 施 工

血，、

代表取締役 林 敏夫

大阪市北区間天満 2 丁目 6 - 8 ( 堂 ビ ル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代 )

東 京 問 中 央 区 日 本 矯 術 的 町 3 丁目 2 番 地

fE 話 ( 671) 1  4  7  8  (代 )

川 崎 ・ 中11 校 原 ・ 堺 ・ 稲 山

会 社社一
一
一

株 式 会 社

ヰ土

底

本

支

出 張 所

設計・施工

司'

株 式

電 気 工 事

社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 東 区 成 行f 三 寸 日 五 詐 十 七 号

m ，1重 大 阪 (931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

大阪市城東i i < . 成育三丁ト! 十七 佐一号 電話大阪 (932)2869

奈良県御所市御医1; 血3ω m訴 御 所 (2) 0122 

枚方市山之上内町 l の l 電 話 枚 方 (43)8659' (44) 9232 

神 戸 市卦 ー 合ｩｩ＼Ｎ若ｾ通六Ｉￏ Ｍ ｬ 六需五号 電結神戸 (24 1)5969 

電 気 ・暖冷 房 ・空間工事段冒十施工

宝 電 機 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 掌ビル 3階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新僑 2 - 1  6  ( ニュー新僑ピル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

堺・千ｾＮ 宇 都 宮 ・ 熊本

ゐ
ム一

A

e: -

ヌL中 本 電

本

資 材 倉 庫

奈 良 営 業 所

枚 方 営 業 所

神 戸 営 業 所

社

H  

底

イ=

支

底支

神 戸ＧＧＺＺｾＧｾｉ［ ｊ￭Ｇ＠

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 粕 単 師T 1 丁 目 1 1  0 番 地

i {L J I i 大 阪 ( 472 ) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東 京 総 品 川 区 間4 反 田 6 丁目 25番 I I号 ( 似 品 ビ ル )

.-ir. !J i丹 東 京 ( 491) 1746 ( 492) 0182 ・ 0350

北 九 州 市 小 介 区 鋳 物 師 町 2 3 寄 地

t立 iVi 小 合 ( 56 ) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

1時 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ー 名 J_i 屋

総 合 設 備 工事 〈設 計 ・施 行〉

電 気 ・ア ン テ ナ ・送 電 線 ・プラント ・計 装 ・空調・土木 ・建 築

本土
. d.  

::o: 太 陽 工 藤 工 事 株 式

⑧ 

宇土

作

的

4< 

支

Ｎￊｬｾ＠四林取締役社長

営 業 所
大 阪 市 福 島 区 福 島 7 - 2 2 - 8  

T E L  (  0 6) 4 52 - 1151( 大代)

東 京 ・名 古 屋 ・大 阪 ・広 島 ・ 福 岡

社本

t 芋出 5長所

事業所

電 気 工 事 設 計 施 工

令富士電業株式会社

中 実

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

田取締役社長

杜本

車千縫亀締結式会組

取 締 役 社 長 岩 崎 久 雄

大 阪 市 郡 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 - 10 

. 極 大 阪 (06) 3 5 8 - 1  1  7  1 大 代 表

東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1 丁 目， 3 番 5 号

電 総 東 京 (03) 5 0 3 ー 0 7 1 8 代 表

徳 岡 市 中 央 区 天 神 1 丁 目 10 番 24 号

電 話 術 岡 (ω 2) 7 1 2 ー o 1  2  6 代 表

神戸 078 (351)  6441 鹿 児 島 0992( 24) 0115 

電 気 設 備 設 計 施 工

@  

社

窓

ヨド

支

営業所

型'.JIJT

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 平 木 究

大 阪 市 北 区 西 天 満 6 丁 目 9 番 8 号

電 話 大 阪 大代表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 - 名 古 屋 ・ 四 日 市 ・ 神 声

松 山

電気・計装・空調工事設計施工電気工事・膏十装工事・段骨十絡エ

&  �ｾ ト圏雲完工 ＺＯ［ｊ ニアリレヲ麟式 Ｘ 耐社

取締役社長 山 本 永 造

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 l 番 3 号

T E L  06- 364- 3056 ((-¥':) 

東京 ・神戸 ・広島- 岡山

名 古 屋 ・岡 山 ・ 札 幌 ・苦 小 牧 浜 松 ・滋賀

京都 ・高砂 ・三原・徳山・松山・新居浜・福岡・沖縄

社

支 庖

事 業 所

本

キ土

支 庖

営業所
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奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

⑪: :  '1) J奪窯 S i 局窓

司E館 大 阪 06( 532)代 0461 e  550 

姫 路 . . 所 姫 路 市 北 条 ロ 1 2  6 番 地( 住 友 生 命 保 険 ピ ル

. 伎省偲定の防火材料

セメント系吹付材 ソリジットスタイン 基材開等 0 0 0 3 -1t 

エ パ ウ オ ー ル 基 材 開 等 0 0 0 3 -1t

アクリル系吹付材 エ パ ー サ ン ド 基 材 問 等 o0  0  4号

本 社 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話 (06) 702 - 7814- 7  

東京司E療 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 級 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

. 複 層 模 倣 付 材 プレハタイル #20∞ |  

( 吹付タイル) ( セメン ト系凸状・カ ッ ト状仕上げ〉

エマルエボ #30∞
( エポキシエマルション系凸状・カ ット状仕上 Ifヲ

⑬ 明 研 化 学 工 業 株 式 会 批

I t 進発売元 本 社 明石市圏直江中谷町888番地 (078)928-34話 代

曾 寝 所 大阪・兵庫・車京名古哩広島・高松・福岡仙台

11川11川11川111川11川11川11川l川11川11川11川11川111川11川11川i川l川11川11川l川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川111刷11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川t“川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11 1  

⑩ 

Standard 

建 材 ・ そ の 他 の 頁

ト弓 1 ・ヒューム噌

ペン手Lーチ・ミ〉7k-ル

大阪市北区間心ー ノ九ノ 一 九

電 話 大阪 ( 358) 4  0  3  1  

Board&Sl ate 

フ タ ノY 罵 3阪

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支l吉

大阪市東区間施術 2 丁目 9 野村ビ J レ5階 屯 諸 大 阪 ( 202) 4905

消 火 設 備 の バ イ オ

、，圃ー

、 園 田 園 - ア

ハロン1301消火設備

二酸化炭素消火設備

粉 末 消 火 設 備

嘩 高 圧 瓦 斯 工 業 株 式 会 社

本 社 干 係4 伊 丹 市 伊 丹 婁 正 の 下 2 3  7 番 地 S 伊 丹 (0727) 82- 8561  ( 代)

東 京 支 社 干 102 東京都千代田区九殺南4丁目 7番13号 (大島ピル) 宮東 京 (03) 265- 7651  ( 代)

名 古 屋 事 務 所 〒 462 名 古 屋 市 北 区 御 成 通 り 3 丁 目 l 番 地 2 名古屡 (052)915- 0801- 2  

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋根材・壁材・谷樋棟包水切りに

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の 大島応用化学東大阪市新庄( 削
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本 社 工 渇 大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5 電 信 大 阪(471) 1493- 4 ・8267

第 二 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99 電 話 大 阪 (471) 0  4  2  6  

:J:J J ・左官用外・内塗装材

出

。特長= 化粧・防水・亀裂防止・

補修工事に最適。

100%アクリル弾性水系塗料材

〈ローラーワンタッチ仕上げ〉

I 強 力 水 性 シ ミ 止 シ ー ラ - 1  

セじた; と、スス等 ヨザ ｾ｢ｷｾｃ
、 J

左官コテ塗り仕上塗料

和、洋内・外装材の最高級品

( 緊楽仕上)

ＭＧＳ ＭＨｊ￞ｾ Ｎｬｊ ｂ＠

⑧管里Ff宮暫

新 興 壁 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 住 之 江 区 粉 浜 3 - 5 - 6 ・(06)672一1661 ( 代)

( 掛 九 州 新 興 建 材 工 業 所

福 岡 市 憾 多 区 上 牟 田 3 - 7 - 3 ・(092)411- 5225 ( 代)
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tヲ進式
|  簡 易 問 住 切 デ イ オ |  

オフィスでは人員の増減やシステムの改善等で，オフィスレイ? っトも流動的です。取付. 取はず

しガ簡単1eS. テ- ィオは時代の要求にマッチしだ新しい簡易間仕切です。軽くて，岡リ性のあるティオ

パネル( イソパンド36) の表面は 0. 5' %の湿ピ鋼板で偶成され. 美しい室内感覚を出しています。

C P A T . 6i牛 ヲ

奥村重呉衛株式会社口 語護軍;iiiz igiiii;Fi jiz
名 古 屋 名古 屋市西区ｻ表町 Ｒ 丁目 守番 Ｖ ｾ 〒 Ｔ ｾ 1  'm: di'J( 05<' )  522 - 5436 代

年中見ていただ、ける 皆様の見本室

タイル

常設展示場

A M. lO.∞- P. M. 5 ∞ 

日曜・祝日は休 館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町1丁目 1番25号

八 千 代 ピ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 

|実l

4毎回新i董 O  南森町

よセァ =.π 号"'"τ ヨ== - ' - 1 1  

ＱＱＱ Ｑ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ ＱＭＳ ι］ 斗ＡＮｾｲ［ー［ｊ［Ｚ平ヨスＭＧ 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 メヨーロ1 ープt: : . ". JL. ;  i 司

建 設 省建 築 研 究 所 監 修

月 干IJ

年間購読料 ￥8，400 

( 送料含む)

定価 ￥ 700 

同じ失敗を繰り返さないために

園主宰遁重重週設置産量凶E恒軍軍璽彊・

山

町

一

戸

一

一

日

則

一

辻

山

一

料

の
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送

へ
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ム
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一

的
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場

一

酌

一
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一

一
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(  6 月 号 〕

・密集市街地に対応 した 倦 法 2 題

| 銀座くのやの構法 …ー. . . . . . . .. . ..一 ー・・佐々木睦郎

2.  PCユニ ッ ト積層構法. . .. 一・・・・・・・… …・ ・・・・・渡辺邦夫ほか

・埋設配管の腐食とその対策. • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • . 岡 本 勝 群

・鉄筋ガス圧接部の超音波探傷. ..... ... ......・ 5事盛紀明ほか

・建築構造の話題 12 : 地震荷重と設計の思想・ 尾崎昌凡ほか

・集合住宅団地の真空排水収集システム・ ・・・・大谷邦夫

・設計者と現場 マ ンのためのわかる溶接 ( 9) ・…… 井 上 博

・構造計算デ ータ シー卜 ( 55) … ・… ・… … … 構建設計研究所

〔特集 号案内〕

・躯体生産技術の

向上をめざして

51年 4 月 ー特 価 Y 780 

- 建築と接合

51年 7 月 ・特価 Y 1，3∞ 

- 住宅部品システムの普及

51年 11 月 持 価 V 1，4∞ 

各樋建築偽造の計画 。E主計に役立つ実用1更覧

| 建 築 構 造 計 算 資 料 集 |

中川 ， 草 編 者 宝 自 宅

日鉄筋コン 7 リー l 偽造縄①

B5 判 118頁 ・" 2，5∞( 送料 "' 250)

困鉄筋コンクリート 4尾道縞②

B5 干'1 . 212頁 ・￥3，∞O( 送 料 ￥ お0)

筋

= 士

員冗

ｾｴ 中克己者 A5 J¥担 ・本文336頁 ￥3，500( ; 基科￥ 200) 小池正次著 B5 判 ・本 文 113頁 "'1 ，ωO( 送 料 ￥ お0)

殺計結工に必要な接着工法の決定版 図 畑

本 1 r 建 築 の 接 着 工 法 | 一一

4  

図鋼

やす{ 施工しや すい配筋の指導

| 新刊配

弁よ i専 北小dll 宏共著

B5 版 ・本文 162頁￥ 3，200( 送料￥ 200)

亀田泰弘監修

| 新版建築工事検査の実際 |

- よ巻

・下巻

西 ＮＧｾＮｩｬｴｾＱ 睦

B5 判 ・本 文505頁 ￥ 3，∞ O( 送料￥ 280)

4高 造 繍 ①

B5 判 ・225頁 ・￥3，200( ; 差料￥ 250)

4者 造 編 ②

B5 平1) .  256頁 ー 3，5QO( 送料￥ 250)

帰すすr r h術| 盟 諸 建 築 技 術

- 上巻 B5 やH ω 頁 ・

・下巻 B5 判 ・414頁 ・

〒 160 東京都新宿区北新宿 1- 8ー| 中島 ビル 8 F

f i 03  ( 363)  421 1附 振替 口座 東京0- 724 17番
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良品ぢZ157t l EI2dヲJa， J 9J l  

錆 び な い ノ

われない. ノ

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・オリエンタルスーバーメタル ( S P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( S T  L )  

、 波 板 規 格 S 小 波 ・S 大 波 ・V 波 ・ボ ッ ク ス 波 ・W ジ ャ ン ボ 波 ・V デ ッ キ ・其 の他

用 途 平 桓 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・谷 樋 ・ 竪 樋 ・軒 樋

各種換気装置〔モニター ・ベンチレーター ・ムーパー ・エキゾスター( 強制) )  

ホーンタイト (防音壁) ・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

運勢 市I J I !J 9J l J 9J l 製造掠式会祖

本 社

営 業 本 部

東 京 本 社 及 工 渇

大 阪 支 底 及 工 場

九 州 支l苫 及 工 場

名 古 屋 支 庖

〒 660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 2 6 松 本 ピ ル 電 話 大 阪 (412) 5131  ( 代)

〒 660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  電 話 大 阪 ( 488) 1081 (代 )

〒 335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨 ( 42)  3115 ( 代)

〒 660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  電 話 大 阪 ( 488) 1081  ( 代)

干 807 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末 電 話 北 九 州 ( 691) 2831 (代 )

干 450 名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 4 丁 目 4 番 8 号 電 話 名 古 屋 ( 581) 2781 (代 )

4

1
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現場の信頼に応える ｾｉＢｉＮ＠
セメ ント 防 水 ・防 湿 用

セ メ ン 卜 急 硬 ・止 水 周

セ メ ン 卜 硬 化 促 進 用

セメ ント 耐 寒 ・防 凍 用

コ ン ク リ ー 卜 型 枠 脱 型 用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 硫 ゴ ム シー ト防水用

ウ レ タ ン 弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

告 日 ロ

著書Eロロ

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

" 支 ヲ -

S封、- 6 - ート

ヲ ｾＹ［Ｂ

' 1守- q-」

セメント起泡・軽量 ・裏込用 % 2: 1- 1-

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用 ｚｾ Ｚｉ Ｍｉ Ｖ，＠

ー セメント混和剤・助材綜合メーカ一 一

欄緊油脂( 1 : 工事主

盃主" . . . 品川区二議1- 18- 8 ftJ 匝京 ( 787) 1131代表

東 北 支 庖 福 島 市 下 野 寺 字 遼 原3- 2 ft0245(91) 1l 31間

関東営業所 茨 城 県 土 浦 市 大 町 14 - 3  ft0298 (23)  113l(向

盛岡営業所 宕手県盛岡 市月 ケ丘3- 39 f tOl 96(45)  1331聞

大 阪 大阪市東成区東中本2- 17- 26 合 06 (974)  1131 
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水に、スキをみせるな。

0 .01 ミリのスキ |品lでも 、7K は遠慮しません。

〈日アス 〉は 、防水工 事 ひ とすじに 50余 年。

この小 さなスキ聞との長いたたかいを続け

ているのです。 もちろん、 O シグマートによ

るウエル ドシス テム O 特殊絶縁防水工法( 特

許ス トラ イプ工 法 ) 0 メルタン防水工法など

の技術と 、完全責任施工・ 年限保証が私 たち

の強 力な武器。 全国90カ所にも

およぶ く日アス 〉ネットワークの 、水 もモラ

さぬたたかいぶ りに、ぜひご注目ください。

地 区 会 社 名

北海道 日本防水総業株式会社

日本防水総喋( 株) 旭川出張所

日本防水総業( 株)jlll 路出張所

日新建工( 株) 札幌出張所

大和工業( 株) 苫小牧出張所

東 北 日新建エ( 株) 仙台支底

関 東 伊藤建材株式会社

いわき建材工業株式会社

春 日工業株式会社

金岡工業株式会社

北原建材工業株式会社

木下工業株式会社

協立工業株式会社

大東スレート株式会社

東京;歴青株式会社

トーフジ工業株式会社

日新建工株式会社

日本綜合防水株式会社

野 口エ材株式会社

構図工業株式会社

富士工材株式会社

藤涯青興業株式会社

フタパ興業( 株) 東京営業所

北条 if 膏工業株式会社

7 サル涯青工業株式会社

大和工業株式会社

if 青建材株式会社

有限会社神守建材社

金港ilf 青株式会社

不二防水工業株式会社

石田建材工業株式会社

石田建材工業( 株) 大宮支庖

石田建材工業( 株) ，宇都宮出張所

;. ! ! 青建材( 株) 宇都宮出張所

株式会社奈良屋商庖

信 越 同和建業株式会社

同和建業( 株) 長野営業所

株式会社仙嶺

北 陸 有限会社折橋政次郎商庖

有限会社小島工業所

島屋建設株式会社

石橋建材株式会社

協和建材工業株式会社

三井工業株式会社
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電 話

T  E  L  ( 231)  7  5  1  1  ｻｾ＠

T  E  L  ( 32 )  0  0  8  4  

T  E  L  ( 23 )  2  0  5  6  

T E L ( 221) 5 0  1  5  

T E L  ( 34 ) 3 3 5 8  

T  E  L  ( 62 )  4  1  0  1  {t 

T  E  L  (842)  1  4  3  1  {t 

T  E  L  (385)81羽田(389)4創6

T  E  L  (802)  3  8  7  1  ｻｾ＠

T  E  L  ( 363)  4  3  "  1  {t 

T  E  L  (462)  5  3  4  1  {t 

T  E  L  ( 634)  0  8  2  1  ｻｾ＠
T E L  ( 433) 1961 ・8485

T  E  L  (883)  3  1  3  1  ｻｾ＠

T  E  L  (803) 3  4  8  1  - 3  

T  E  L  (252) 5  9  0  3  

T  E  L  (803)  2  4  1  1  ｪｾ＠

T E L  (403) 0  ＱＷＱ ｻｾ＠

T  E  L  (444)  3  5  3  1  ｻｾ＠

T  E  L  ( 263).1 8  6  1  ｻｾ＠
T  E  L  ( 634)  0  1  6  1代

T  E  L  (362)5697'(369)5697 

T  E  L  ( 208)  0  2  5  6  ｻｾ＠
T  E  L  (643)  3  9  6  3  {t 

T  E  L  (842)  6  3  1  1  ｻｾ＠

T  E  L  (802)  4  7  5  1  {¥ 

T E L  (861) 27 0 6 - 8  

T E L ( 22 ).1 2 8 8  

T E L  ( 421) 6 5 2 1- 2  

T  E  L  ( 231) 4 4  6  1  

T E L  ( 22 ) 3 3 0 1- 3  

T E L  ( 53 )  12 2 5 - 9  

T  E  L  (35)2816・(34)8124

T  E  L  (22 )  9  7  3  7  

T  E  L  (. 11 )  5  1  4  1  ｻｾ＠

T  E  L  ( 45 )  2  2  5  1  {t 

T E L  ( 27 ) 0 2 9 8  

T E L  ( 58 ) 3 1 8 7  

T E L  ( 22 ) 0  9  9  9  

T E L  ( 23) 0 3 9 1  

T  E  L  ( 42 )  5  1  5  1  

T  E  L  ( 23 ) 0775 '  0885 

T  E  L  (- 15 )  2  2  2  1  ｻｾ＠

T E L  ( 85 ) 9 151 - 2  

地 区 会 社 名

東 海 三 信 感 材 工 業 株 式 会 社

大池建工株式会社

重喜防水工業株式会社

辰己防水エ業有限会社

中央建材工業株式会社

東京建材工業株式会社

東海物産株式会社

日本建材鋼業株式会社

宮崎建材株式会社

近 総 池 田 渥 膏 工 業 株 式 会 社

株式会社神原商庖

清水興業株式会社

日新工材株式会社

日新建工(株) 大阪出張所

日本綜合防水 (株) 大阪支庖

フヲ パ興業株式会社

マル工ス工業株式会社

有限会社丸藤高広

大島応用化学工業株式会社

久下商底

東洋建材株式会社

中村涯青工業株式会社

棚田建材有限会社

有限会社ミサキ商会

ヒカリ工業株式会社

国際工事株式会社

中 国束中国防水工業株式会社

株式会社三洋技建

三和防水工業株式会社

豊永建材株式会社

大和工業(株)広島出張所

株式会社巴商会

和光工業株式会社

四 国 大 三 工 業 株 式 会 社

大三工業(株) 高知支底

徳島大三工業株式会社

株式会社 " l J レマス河野商庖

株式会社山本商会

九 州 安 藤 工 業 株 式 会 社

加茂装備株式会社

日建工材株式会社

株式会社工材社

安藤工事株式会社

株式会社大二商会

日新興業株式会社

株式会社北原建材商会

上原建設工業社
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、ｾ 東京都足立区 千住東 Ｒ Ｍ Ｒ Ｑ Ｍ ＲＸ 日新 工 業 株 式 会 社 内 宮 ( 882) 2424大 代

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 - 2 8 日 新 エ 撲 内 包 ( 882) 2424大 代

中 部 支 部 名古屋市千種区千種通り 2- 19( 岐阜正ビ J レ) 日新工撲名古屋出張所内 公 ( 741) 6257 代

関 西 支 部 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 通 リ 4 - 3 0 - 2 日新工業大阪支庖内 企 ( 329) 7737 代

製 造 元 / 日 新 工 業 株 式 会 社 九 州 支 部 福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 1 - 2 4 - 1 0 日新 工 喋 九 州 出 猿刷 会 ( 451 ) 1095 代
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Jeヒューマン床材" シリーズ誕生O新しし

〉

問
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刃
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一
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橿

郵

便

物

認

可

三星アコスデイカルフロアーズと名つけました。

アコステ イカルフロアーズ! J . ，責 任ある施工 システムととも

に， 今，床材に 求 め られているあ らゆる条件を完 備した 長 尺床

材 で す 。

表

紙

デ

ザ

イ

ン

・

吉

引

顕

久

)

ヒューマンスペースを創造する

-"'音4M3qrr|
体 育 館 用

A C"3日F 回
( ジム)

5.5叩 X 184cmX 21  m・l 色

9.2001' 1 / 耐 (材工英)

病院・福祉用

Al C "3日F 回

3.5回国 x 184四 X 25m' 7色

'1. 800内/ m' (材工割、)

学校・ 一 般 用

Al C "3日F 図

匿E
2. 8mm X  184開 X l8m・15色

3，950円/ m' ( 材工共)

福 祉の国 スウ ェー デンか らや ってきたアコスチフロア 。 この

たび，田 島の す ぐれ た 技 術 で国 産化 仁 成 功 し ま し た 。 これを機

会 に， これまでの「 アコスチ J f ジム 」を用途 別に 分 け，新しい (1+1

聞を加わえて，アコステ イカルフロアーズと 名 づけました 。待

望 ! ヒュー 7 ン床材 シ リー ズの誕生です 。

この床材! J . ，これまでの 発泡 層 の な い 単一 層 の ベ ー シックタ

イプの床材， ク ッ シ ョンタイプの床材とは，ま ったく異質 の床

材 で ， 衝撃 l吸収性にすぐれた性能をも っています 。 その秘密は，

厚 い 発 泡 層 を サ ン ド イ ツ チ し た 級 合 構 造 に あ り ま す 。 つ まり，

発 泡層 が¥従来 のクッ シ ョンフロアのようなケミカル発泡とち

が L 、' メカニカルにつく られた級 密 な 連 続気泡 で 構 成 さ れ て い

るからです 。 しカ・も， 表l習に! J . ， リッ プル( さざ波 )状 の す べ、り

どめ加工もしであります 。 また，衝撃音遮| 斬性，保温性，耐久

伯 ， 防 水 性 ， 耐 薬 品 性 に も ， す ぐ れ て お り ， 清 潔 な 床 面 を つ 〈

ります 。
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東京営業所 ・東京都千代田区岩本町3- 11 - 13干 101 n 03( 866) 610 I(代) 大阪営業所・大阪市西区京町堀ト 10- 5干 550n 06( 441 ) 5951 ( 代)

札幌 岳山 1( 231 )8261 / 仙 台 宮 0222( 22)6413/ 宇 都 宮 : f t 0286( 22)8264/ 新 渇 宮 0252( 45)0816/ 横 浜 宮 045( 681 )4835/ 静岡 宮 0542( 81 )5849 

名 古 屋 台 052( 571 )6361 / 金沢 f t 0762(31 )574 1/ 広島 : f t 0822(  46)  9436/ 高 松 宮 0878( 62)5285/ 福 岡 古 田 2(7 12)引 41

*詳い、資料をご請求〈だきも、.


